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後見人のふらちな野望







後見人のふらちな野望







　何だかとってもいい香かおりがする。


　一体、何だろうな。どこかで嗅かいだことのある香りなんだけど。花の香りかなあ。いや、違ちがうような気がする。甘あまいフルーツみたいな香りだ。


　目を開ければ、その香りの正体が判わかるだろうか。でも、眠ねむいから、開けたくないよ。


　オレ――橘たちばな龍りゆう平へいは、今、学校の中庭芝しば生ふで昼ひる寝ね中なんだからさ。


　言っておくが、授業中じゃないぜ。れっきとした昼休み中なんだから、オレは寝る権利があるんだ。


　だから、ちょっとした匂においごときのために睡すい眠みんを中断するのは嫌いやだった。


　オレはいつも夜かなり遅おそくまで勉強している。何たって、こう見えても、オレはこの名門私立高校・桂かつら木ぎ学院の特別奨しよう学がく生せいなんだからな。是ぜが非でも学年トップを取らなきゃいけないってわけだ。


　そのために、睡眠時間は極力削けずっている。その代わり、学校での昼休みは貴重な睡眠を補うために使っているんだよ。


　それに、今は十月下げ旬じゆん。もうすぐ寒くなって、こうして昼休みに外で昼寝なんかできなくなってしまうんだ。今のうちに、昼寝タイムを楽しんでおかなくちゃという気持ちもある。


　頰ほおにふと何かの感かん触しよくがした。


　何だろう。柔やわらかい何かが触ふれたんだ。


　だけど、オレはそれでも目を開けなかった。それが何であれ、別に命に別状はないと思うし、だったら、何もいちいち目を開けて確かく認にんするほどのことはないと思うんだ。


　スッと何かの感触が離はなれた。と思ったら、いい香りも遠ざかっていく。


　えっ、せっかくいい気分だったのに。


　オレは眠いのも忘れて、思わず目を開けた。


　傍そばにはいつの間にか、オレの親友の三み輪わ尚なお人とが座すわっていた。


　あ、そうか。どこかで嗅いだことがあると思ったら、尚人がいつもさせている匂いだったんだ。香こう水すいか何かつけてるのかな。よく知らないけど。


　尚人はオレと中学のときから一いつ緒しよにつるんでる奴やつで、ちょっと女性的な風ふう貌ぼうをしている。色白だし、顔立ちがめちゃめちゃ整ってて美人っぽいし、少し長めの艶つやのある黒くろ髪かみが印象的なんだ。でも、身長も高くて、それに見合うバランスのいい体格をしてるから、女と間違われる心配はない。


　それに、何より落ち着いた雰ふん囲い気きを持っていて、ブレザーにネクタイという制服を着ていることもあって、オレよりずっと大人に見えた。


　いや、オレだって、同じブレザーとネクタイを身に着けてるよ。でも、オレの背はそんなに高くないし、肩かた幅はばだって狭せまいから、子供が無理してスーツを着てるみたいな……つまり七五三っぽい感じなんだ。


　もちろん、オレだって、尚人みたいな格好いい男になれるように日々精しよう進じんしてる。だけど、今はまだ身長が足りないし、性格も落ち着きの欠けらもないからね。


「尚人、今、オレに何をしてた？」


　オレはさっきの頰に何かをくっつけられたような感触を思い出して、芝生の上に寝転がったまま尋たずねた。


　尚人はフフッと笑って、前髪をかき上げる。その仕草はフツーの奴がしたら気き障ざで鼻についたと思うんだけど、尚人がやると自然なものに見えた。


「龍平が起きるかどうか試ためしてみただけだよ」


　尚人は手を伸のばし、指でオレの頰を撫なでる真ま似ねをした。


「本当は鼻でもつまんでやろうかと思ったんだけど、それで窒ちつ息そくされたら困るし」


「いくらオレだって、鼻をつままれて窒息死はしないよっ。熟じゆく睡すいしてたって、苦しかったら起きるか、口を開けると思う」


「じゃあ、今度試してみようか？」


　尚人は今度はオレの鼻をつまむ真似をする。オレはその手を軽く撥はね退のけた。


「人の安眠を妨ぼう害がいするのはやめろよなっ」


「ごめん。あんまり龍平が平和そうな顔して寝てたから、ちょっと揶揄からかってみたくなっただけなんだ」


　尚人はいつもそんなふうにすぐに謝あやまる。やっぱりオレよりずっと大人なのかな。オレなら、もっといっぱいふざけて楽しむのに。


　親友って間あいだ柄がらで、オレと尚人は他の友達の誰だれよりも近くにいると思うんだけど、こういう引いた態度をされると、時々、オレは何とも言えない淋さびしい気持ちになってしまう。


　まあ、それって、付き合い方とかオレが親友として失格だとかいう問題じゃなくて、単に尚人の性質なんだろうけどさ。


　オレは上半身を起こすと、傍にいた尚人にいきなり抱だきついた。というより、抱きつきながら芝生に転がしてやったんだ。


「龍平！」


　太ふと腿もも辺りの上に馬乗りになると、尚人はビックリしたようにオレを見上げる。


　お楽しみはこれからなんだよ。ふふふ。


　オレは尚人の脇わき腹ばらに手を当て、くすぐり始めた。


「こらっ、龍平！　やめろよっ」


　そう言いながらも尚人は笑い顔になっている。いつも澄すましてる雰囲気のある尚人がそういう表情をするのが面おも白しろくて、オレはあちこちくすぐり続けた。


「やめろって……言ってるだろっ」


　オレの両手首は尚人に捕とらえられてしまった。


　何とか起死回生を狙ねらうけど、尚人は綺き麗れいな顔をしてるくせに、力が強いんだ。あっという間に、オレは反対に尚人に組み伏ふせられていた。


　これからくすぐり返されちゃうんだろうか。そう思いながらも、オレは尚人にならくすぐられてもいいかなって思った。


　だって、尚人はオレの親友なんだし、もっとじゃれ合いたいんだよ。いつもの尚人の固いガードがもうちょっと緩ゆるんで、オレのほうへと近づいてくれればいいのに。


　尚人はちょっとの間、オレの顔を見ていたけど、すぐに視線を外して、立ち上がった。


　何だよ。遊んでくれないのかよっ。


　オレは不満だった。尚人はどうしていつも、オレのこういうおふざけにはあまり付き合ってくれないんだろう。もしかしたら、実はオレのことが嫌きらいなんじゃないのかって思ってしまうくらいだ。


「もうすぐ昼休みが終わる。教室に戻もどろう」


　尚人は穏おだやかな笑えみを浮うかべて、オレに手を差し伸べた。


　こういうところを見ると、別に嫌われてないと思うんだけどさ。ていうか、やっぱり、オレと尚人は親友だよな。


　ただ、尚人はふざけるのが得意じゃない真ま面じ目めな奴なんだよ、きっと。


　オレはそう思って、尚人の手に摑つかまった。


　立ち上がると、尚人はオレのブレザーの背中を見て、クスッと笑う。


「こんなところでずっと寝てるから、草がついてるぞ」


　そう言いながら、オレの肩から背中にかけてついてる草を払はらい落としてくれた。


「ほら、腰こしにもついてる」


　尚人はオレに自分で払い落とすように指示する。


　ついでに払ってくれればいいのに。ま、腰くらいは自分で払えるから、別にいいんだけどさ。尚人は優やさしいのに、こんなふうに途と中ちゆうではぐらかしてしまうことがよくあった。もしくは、突つき放すっていうかね。


「あ、尚人にもちょっとついてるぞ」


　オレは尚人の背中についてる草を払った。


「悪いな。サンキュー」


　尚人の笑顔を見ると、オレは嬉うれしくなって、尚人の肩口に額をくっつけてみた。


「どうかしたのか？　まだ眠いとか？」


「いや……何でもない。おまえ、いい匂いだよなあ」


「犬じゃないんだから。男同士で変だろ？」


　尚人は笑いながら、オレの額をぐっと押おしやる。尚人はどうしてもオレを甘あまえさせてくれないらしい。オレは友達と身体からだを接触させるのが好きなほうなんだけど。


　というか、昔はオレがくっついても、尚人はこんな反応しなかったのになあ。いつから、こんなクールになったかっていうと、よく判わからないんだけどさ。


「なあ、尚人。おまえのそれ、香水？」


　オレは尚人に避けられる寸前まで肩を寄せて、尋ねた。


「ああ。人からもらったものを使ってるだけなんだが、そんなに匂におうか？」


　尚人は眉まゆをひそめて、クンクンと匂いを嗅かいだ。


「いや、近づくと判る程度だよ。それに、オレ、その匂い好きだし」


　オレがそう言うと、尚人は急に照れたような表情になった。


「そうか。龍平は好きなのか」


「うん。甘あま酸ずっぱい感じのうまそうな匂いだよなっ」


「うまそう……って、食い気のほうか、やっぱり」


　何な故ぜか、尚人はほんの少し溜ため息いきをついた。


「何だよ、その溜息は」


　まるで、オレがすげーお子様みたいじゃんか。尚人はオレより大人かもしれないが、そんなふうに露ろ骨こつに呆あきれられた感じで溜息をつかれるなんて、ちょっと頭に来る。


「いや……。そこが龍平のいいところだから」


　尚人はオレの頭をポンポンと軽く叩たたいた。


　よく判らないが、いいところだって言うなら、別にオレを馬ば鹿かにしたってわけでもなさそうだ。でも、だったら、溜息なんかつかなくたって、よさそうなものだけど。


　ま、いいか。尚人がオレのことを馬鹿にしてないなら、それで。


「龍平、五時間目の授業は化学だったよな」


　不意に尚人はそう言った。


「あ、そうだ。早く実験室に行かないと、あの先生、うるさいんだった」


　そんなわけで、オレと尚人は教科書を取りに、まず教室に急ぐことになった。








　オレはけっこう成績がいい。でも、実はうちはそんなに裕ゆう福ふくじゃない。だから、特別奨しよう学がく生せい制度があるというのを知らないときは、とてもこんな名門私立高校に入れるとは思わなかった。というのは、この桂木学院は、授業料以外にもいろんな行事ごとに多額の出費が必要なことで有名な学校だったからだ。


　小さい頃ころに父さんを亡なくしたオレは、ずっと母さんと二人暮らしだった。母さんは働いてオレを一いつ生しよう懸けん命めい育ててくれたから、そんなにうちが貧びん乏ぼうだという思いをした覚えはない。だけど、私立高校に行くとなると、金がかかるっていうのが常識だし、高校は近くの公立と決めていた。


　ただ、その近くの公立というのがあんまりレベルが高くなくてさ。オレは自分で言うのもナンだけど、けっこう成績がいいほうなんで、尚人がそれをすごく気にしてたんだよ。


　それで、一いつ緒しよに桂木学院に行こうって。


　尚人の家はかなり裕福で、厳しい家庭らしいから、中学は尚人のワガママで公立に通っていたけど、高校こそは名門校でなけりゃダメみたいな感じだった。だから、元々、桂木学院が志望校だったんだ。


　オレだって、尚人と同じ学校に行けたら、すごく嬉しいと思った。他の誰よりも、オレは尚人が好きだったし、親しかったから。もし同じ学校に通えたら、きっと三年間が楽しいものになるはずだ。


　でも、母さんのことを考えたら、そんなことできるわけない。母さんはオレがバイトなんかせずにしっかり勉強することを望んでいたし、仮に奨学金を受けたとしても、普ふ通つうは返さなきゃならないから、それがまるで借金みたいだと嫌いやがっていたんだ。


　もちろん、奨学金と借金が違ちがうってことは、母さんも判ってるようだけど、後で返すくらいなら、最初からもらわずに、あまり金のかからない公立に行ったほうがいいという考え方だってあるだろう。少なくとも、オレが桂木みたいな金がかかりすぎる名門高校に入るのは分不相応だと思ったんだ。


　うちはビンボーだからって、オレは尚人に笑ってごまかした。すると、尚人は桂木学院には返金不要の特別奨学生制度ってのがあるって教えてくれたんだ。


　それは、桂木学院ＯＢにある資産家がいて、桂木学院に入学を希望しながらも学資の足りない者を支し援えんするために、その人が特別に作った制度らしい。一年に一名だけその制度を利用できるらしくて、尚人は自分の親しん戚せきにＯＢの人がいるからって、そのツテで応おう募ぼ書類をオレのためにわざわざもらってきてくれたんだ。


　オレは奨学生に応募し、入学試験と面接の結果、無事に入学が決まり、奨学金が受けられることになった。


　そんなわけで、オレは晴れて四月から桂木学院に通い始めた。


　特別奨学生として恥はずかしくない成績を取らなければならなかったから、けっこう大変だったけど、やっぱり尚人との高校生活は楽しかった。あのとき、特別奨学生ってものを尚人が教えてくれなかったら、こういう楽しさは経験できなかったんだよな。


　そう思うと、オレは尚人に感謝が尽つきなかった。


　とはいえ、特別奨学生制度って、何故か一いつ般ぱんには知られてないんだよな。中学校の先生に話したときも、そんなものはないと言われたし、当の桂木学院の先生だって首をかしげる人もいたんだ。


　しかし、オレが実際に奨学金をもらってることは確かだ。だったら、もっとみんなにこういう奨学生制度があるって広めたらいいと思うんだけど……。一年に一名しかダメだから、あまり宣伝はしないのかな。尚人も親戚にＯＢの人がいたから、応募用紙を手に入れられたみたいなことを言ってたし、そういう筋の人しか知らないのかもしれない。


　いずれにしても、オレはそういう貴重なお金を受け取ってるわけだから、寝ねる間も惜おしんで勉強しないといけないと思うんだ。


　それに……。


　オレをこの桂木学院に誘さそってくれた尚人のためにもさ。








「龍平。まだ終わらないのか？」


　放課後。尚人は化学実験室の掃そう除じをするオレを待っていた。


「うん……。尚人、先に帰ってていいよ」


　オレは実験台を一つ一つ綺き麗れいに拭ふき上げていたけど、まだまだやらなくちゃいけないことがたくさんある。化学の先生が掃除の仕方にはうるさいから、ここの掃除当番になると、大変なんだ。


「じゃあ、僕ぼくも手伝うから。何をすればいい？」


　尚人はブレザーを脱ぬいで、シャツの腕うでをまくり始めた。


「しなくていいよ。尚人は教室の掃除当番だったんだろう？　今日はオレがここの当番なんだから」


「一人じゃ無理だ。他の当番の奴やつらはサボって帰ったじゃないか。あいつら、龍平一人に押しつけて……。龍平、そんなに馬鹿正直に一人ですることないぞ」


　尚人はオレのことになると、いつもそんなふうに心配してくれる。それは嬉うれしいけど、親友といえども甘えちゃダメなこともあるじゃないか。


「みんながサボったからって、オレがサボるのは何か違うだろう？　それに、オレ、この学校の奨学生なんだし、学校のためになることは精せい一いつ杯ぱいやらないとね」


　睡すい眠みんを削けずってでも勉強をする。昼休みに昼寝はしても、授業中には絶対しない。それと同様に、オレは奨学生として、できる限りのことはしようと思ってるんだ。


　掃除は人一倍真ま面じ目めにやる。教師の手伝いも委員会活動も率先してやる。


　ホント、奨学金をもらえなかったら、オレはこの学校にはいないんだからさ。


「龍平は真面目すぎる。別に奨学生だからって、掃除を一人でしなくてもいいじゃないか。僕が手伝うって言ってるのに」


「いいって。尚人、それより、仕事に行く時間じゃないのか？」


　尚人は高校生なのに仕事をしている。といっても、ただのバイトじゃないんだ。本人はバイトみたいなものだって言ってるし、やってる仕事そのものはバイト並みなのかもしれないけどね。


　尚人の父さんは電気機器を扱あつかってるデカい会社の社長だ。オレにはよく判らないが、いろいろ関連会社もあって、尚人の兄さん達や親戚も社長だったり重役だったりするらしい。尚人もゆくゆくはどっかの社長になったりするんだろうけど、そのときのためか、どこかの会社を手伝ってるんだ。


　つまり、高校生でありながら、尚人は立派な社会人ってわけだよ。大人っぽい落ち着きを持っているのは、きっとそのためなんだろうな。


「仕事の時間はどうにでもなるんだ。僕が言ってるのは、龍平一人にこんな広い実験室の掃除なんかさせられないってことなんだよ」


　妙みように尚人は力を入れてそう言う。


　こういうとき、やっぱり尚人はオレの親友なんだなあと改めて思う。たとえ、オレとくすぐりごっこをしてくれなくても、こういう肝かん心じんなときにオレの手助けをしてくれる友達が本当の友達なんだよ、うん。


「尚人の気持ちは嬉しいけど、仕事の時間はどうにでもなるっていう考え方はよくないよ。たとえ偉えらい重役の息むす子こでもさ、仕事は仕事としてやってるわけじゃないか。それなのに、平気で時間に遅ち刻こくするような奴は信用されないだろう？」


「それは……そうだけど」


「オレ、尚人のこと、ソンケーしてるんだぜ」


　尚人の肩かたに手を置いてそう言うと、尚人の色白の頰ほおにスッと赤みが走った。


　日頃は大人っぽい奴なのに、こういうところがカワイイよな。


「高校生なのにちゃんと仕事をしてて、勉強だってしっかりやってて……。勉強しかしてないオレより、ずっと大変なんだってことはよーく判わかってんだ。だから、尚人には関係ない実験室の掃除なんかしなくていい。ここはオレ一人で充じゆう分ぶんだ」


　我ながらキマったぜっと思ったんだけど、尚人はさり気なくオレの手を肩から外した。さっきまで頰を染めていた尚人はいなくて、いつもの大人っぽい尚人だった。


「僕の言い方が悪かった。今日はいつもより時間があるんだ。だから、一緒に掃除をして、早く帰ろう。龍平にちょっと話があるんだ……」


　えっ、尚人がオレに話があるのか？


　改まって、話があるなんて言われたことのないオレは、ちょっとドキッとした。いや、もしかしたら、すごく深刻そうな話なんだろうかって思ったから。


　それに……。


『話がある』なんて、尚人がオレのことを親友だって認めてくれてるみたいで、嬉しい。いや、オレは尚人のことを親友だと思ってるけど、尚人が本当にそう思ってるかどうかは確かめたことはないしさ。


「判った！　じゃあ、一緒に大急ぎで終わらせようぜ！」


　オレは急に張り切って、尚人に指示をする。


「尚人、そこのゴミ、捨ててきてくれよっ。オレはここを拭いてから、流しのほうを掃除するからさ」


「判った」


　尚人もニコニコしながら、ゴミ箱をゴミ捨て場に持っていった。オレは手にしていたゾーキンをバケツに浸ひたして、ギュッと絞しぼる。それから、せっせと実験台を拭き始めた。


「おや、掃除当番は君一人かい？」


　しばらくして、背後からかけられた声にギクッとする。


『ドキッ』じゃなくて『ギクッ』だよ。振ふり向かなくても、この声が誰だれかは判る。この実験室の主、つまり、化学教師の緒お方がた英ひで憲のりだった。


　オレはコイツがめちゃくちゃ苦手なんだよ。緒方の容姿はクラスの女が入学当初から騒さわいでいたくらいだから、はっきり言って若くてカッコイイ部類だ。美形だし、眼め鏡がねをかけていて知的…なんて言われてるのをよく聞く。


　でも、オレは緒方の全身から滲にじみ出る気き障ざな雰ふん囲い気きが嫌きらいだったし、何より、緒方のほうもそれを察してるみたいで、よく授業中にオレを当てるんだ。


　もちろん、オレは成績トップ独走中だから、他の教科だったら大たい抵ていの質問はクリアできる。だけど、緒方の質問はいつも意地悪で、どんな生徒でも答えられないようなものばかりなんだ。


　これはオレをいじめようと考えているに違いない。そう思ったね、オレは。


　だから、緒方と二人きりで顔を合わせるなんてことは、できればしたくなかったんだ。


「聞こえなかったかな？　質問には答えなさい」


　冷たい声で言われて、オレは振り向いた。


　ああ。ムシズが走りそうだぜ、その顔はさ。顔立ちは綺麗なのに、そう思ってしまう。同じ美形でも、尚人とは大違いだね。


「すみません。急に声をかけられたから、ビックリしてしまって……」


　オレは愛あい想そ笑いでごまかした。


「で、君一人なのか？　掃除当番は？」


「あ、いえ、もう一人います。今、ゴミを捨てにいってるんです」


　こんな奴と一秒でも一いつ緒しよにいたくないんだけど、質問されたことは答えないと、また言いがかりをつけられそうだしな。


　ホント、他の先生達はいい感じの人ばかりなのに、緒方だけはどうも……。いや、単にオレとは相あい性しようが悪いだけなのかもしれないけど。


「そうか……」


　緒方はオレをじろじろと見た後、フッと笑った。


　ムッ。その笑い方は何なんだよ。まるで、オレを馬ば鹿かにしたような笑い方みたいに思えて、カッとする。


　でも、相手は教師だしな。カッとしたからって、食ってかかったらこっちの負けだ。何しろ、相手は緒方なんだ。どんなふうにやり込められて、どういう処分されるのかって思ったら……。


　そうだ。オレは特別奨しよう学がく生せいなんだ。とにかく、学校では品行方正の優等生でいなければ。たとえ、中身はフツーの生徒でもさ。


　だいたい、笑われたくらいで怒おこるのも大人げないし。もちろん、大人じゃないけど。


「橘君はいつも授業を熱心に受けてるようだね？」


　緒方は何を思ったか、突とつ然ぜんそう言った。


「はあ……。緒方先生もずいぶん熱心な授業をされますよね」


　オレのほうは思わずそう返していた。よく考えると、これはイヤミだよな。オレばかりにやたらと意地悪な質問をする緒方への。


「私は教師だよ。それが仕事なんだから当たり前だ」


　緒方はちょっとムッとしたように、眼鏡の中央を指で押おさえた。


「オレ…いや、僕ぼくだって学生なんだから、これが仕事みたいなもんですよ」


「ほう。なるほど。入学からずっとトップ成績を維い持じしてるなんて、どんな生徒なんだろうとは思っていたが、心構えからして違うわけか」


　一見、褒ほめてるようだけど、緒方の目はどこかオレを認めてはいないようだった。


　何だろう。オレはあんたの生徒なんだから、もうちょっと温かい目で見てくれよって思うんだけど。だいたい、教師は成績のいい優等生には甘あまいものじゃないのか。


　もしかしたら、緒方って変わり者なのかもしれないな。優ゆう秀しゆうな生徒に対してはきっと色眼鏡で見たくなるんだよ。


「橘君。私はちょっと君に興味が出てきたよ」


　ゲッ。オレは緒方に興味なんて持たれたくないよ。ていうか、元からオレには何か興味はあったんじゃないかなと思う。


　今いま更さら、そんな宣言されるってことは、これからもっといじめるぞってことだろうか。


　ゾーッとした。


　緒方の目って、顔が綺き麗れいなわりに、嫌いやな感じがするんだよなあ。


「オレ、掃そう除じがまだありますからっ」


　再びバケツに浸したゾーキンを絞って、実験台を拭ふき始める。オレは緒方のほうを見ないようにしていたけど、その動作を緒方にじろじろ見られてる気がして、どうも意識してしまう。


　早くあっちに行ってくれればいいのに。


「掃除が終わったなら、準備室のほうに顔を出してくれないか？　話がある」


「な、何の話ですかっ？」


「何の話でもいいだろう。それは私が決めることだ」


　そりゃそうだけど。できれば、オレは準備室なんかで緒方と二人きりになりたくないよ。


　そのとき、ゴミ箱を持った尚人が戻もどってきた。


　あ、掃除当番はオレだけじゃなかったんだ。尚人も一緒なんだ。いや、本当は違ちがうけど、緒方にはもう一人いるって言ったし。


　でも、尚人もオレに話があるって言ってなかったか。だいたい、忙いそがしい尚人に、オレと一緒に緒方の話を聞いてくれとは言いにくい。


　だけど、オレ一人じゃ心細いんだよっ。一緒に来てくれるよなっ。


　オレは藁わらにもすがるような気持ちで尚人を見つめた。


「どうしたんだ？」


　尚人はオレの必死の雰囲気をすぐに悟さとってくれて、緒方に視線を走らせた。


「緒方先生が掃除が終わったら、準備室に顔を出してくれって」


　尚人はそれを聞いた途と端たん、キッと緒方を睨にらみつけた。


　おいおい。そんなことしたら、まずいんじゃないかな。といっても、尚人は別に奨学生じゃないし、暴力振るうとかしなければ大だい丈じよう夫ぶかな。


「緒方先生。龍平に何か用事でも？」


「いや……。大した用事じゃないが」


「だったら、わざわざ呼び出さないでください。僕達は掃除をした後、早く家に帰って『勉強』するんですから」


　尚人は挑ちよう戦せん的に『勉強』のところで語気を強めて言った。オレは傍はたでハラハラして見ていた。尚人の態度が生意気だとか言って、緒方が怒り出すんじゃないかと思って。


　だけど、幸い緒方はニヤリと笑っただけだった。


「ずいぶん熱心なことだな。二人仲良く一緒に勉強でもするのか？」


　んなわけないじゃん。とオレは思ったが、尚人は頷うなずいていた。


「はい。ですから、龍平を引き止めないでくださいね」


「判わかった。……で、君の名は龍平というのか？」


　緒方の言葉の後半はオレに向けられたものだった。


「はい。そうですけど……」


　オレの名前が龍平でも田た吾ご作さくでも、緒方には関係ないと思うんだが。


「龍平か……。いい名だ」


　緒方は意味ありげにそう言うと、尚人のほうをちらっと見て、それから踵きびすを返して、準備室へと消えていった。


「何だ、あいつ」


　オレは緒方のナゾの言動に首をひねった。


「龍平、あいつには近づくなよ」


　尚人はまるで緒方から庇かばうようにオレの肩かたを抱だいた。


　いつもなら、オレが尚人の肩に触ふれたらすぐに、すり抜ぬけていくのに、尚人のほうからオレの身体からだに接せつ触しよくしてくるなんて、めずらしいな。


　いや、オレは何かけっこう嬉うれしいけど。だって、この距きよ離りの近さはまぎれもなく『親友』の位置だからだ。


　そういう接触がなくても、尚人がオレのことを心配してくれたり、考えてくれたりしてるのは判るし、もうそれだけで、立派な親友だとは思うんだけど……。


「オレ、あいつのこと嫌きらいだから、頼たのまれても近づかないよ」


　そう言うと、尚人はオレの肩から手を離はなし、ホッとしたような表情になった。


「あいつがあんなふうに準備室に来いと言っても、絶対一人で行くなよ。もし言われたら、僕に相談するんだ」


「うん、判った。でも、どうして一人で行くとよくないんだ？　まさか、あいつ、体たい罰ばつするのが好きだとか？」


　オレは緒方が体育教師みたいに竹刀しないを持って、生徒を叩たたきのめしている姿を想像した。


　うーん。今イチ、イメージが合わないかな。緒方はそれより、生徒を正座させておいて、その前で何時間もネチネチと言葉でいびるほうじゃないかな。


「体罰……まあ、似たようなものかな。とにかく、ひどい目に遭あいたくなかったら、一人であいつの傍そばに行くのはやめたほうがいい」


　尚人は緒方のよくない噂うわさか何かを知ってるんだろうな。嫌そうに顔を歪ゆがめていて、尚人のせっかくの綺麗な顔が台無しだけど、それだけオレのことを心配してくれるっていうのが、すごく嬉しい。


「そうだね。尚人、サンキュー」


「えっ？　何？」


　尚人にはオレが礼を言う理由が判らなかったらしい。


「緒方から守ってくれて。おまえがいなかったら、オレ、あいつに何かひどいことされてたかもしれないんだろう？　やっぱり尚人って頼たよりがいがあるよな」


　途と端たんに、尚人の頰ほおが赤く染まった。


　ホント、こういうときの尚人の顔は可愛かわいくて好きだ。すごく判りやすい奴やつに見える。いつもの尚人がそうじゃないから、余計にね。


　いつもこんな尚人だったら、オレはもっと嬉しいのにな。


「と…とりあえず、掃除をしてしまおう！」


　尚人はうろたえたようにオレの手からゾーキンを取り上げた。


「あ、拭いてないのは、この台とあっちとそっちだから」


「ＯＫ」


　尚人はまだ照れてるのか、オレに顔を向けないようにして、ぎこちない動作で台を拭き始めた。


　いいなあ、こういう雰ふん囲い気きって。オレと尚人の親友二人の世界って感じでさ。準備室に緒方がいることだけがちょっと気にかかるけど。


　オレは機き嫌げんよく、ビーカーや試験管を洗うための流しを掃除し始めた。








　掃除が終わって、校門を出たところに、三輪家の車が待ち構えていた。


　もちろん、車だけあったところで、尚人が運転できるわけじゃないから、贅ぜい沢たくにも運転手付きだ。尚人はいつもこれに乗って、会社に向かっている。


　何かＶＩＰ待たい遇ぐうみたいだよな。いや、ホンモノのＶＩＰはガードマンなんかが付いて回るんだろうから、もっとスゴイと思うけど。


　何にしろ、高校生の身分でこんな生活をしていたら、フツーの感覚がなくなって、とんでもなく高こう慢まんな奴になりそうだけど、尚人はそうじゃなかった。尚人が手伝いをしているというその会社で、どんな仕事をしているのか、そして、どんな仕事ぶりなのか、オレは知らなかったから、そういう場所で尚人がどういう奴なのかは判らないけどさ。


　ともかく、オレはその車に同乗して、尚人の家に向かった。尚人の話はその辺でちょっと立ち話で済むやつじゃないらしい。


　尚人の家は近所では知らぬ者がないくらいの豪ごう邸ていだった。


　高い塀へいに囲まれた広い庭に何頭もの大型犬が放し飼いにされているから、ちょっと怖こわい。別に犬は嫌いじゃないけど、ドーベルマンやらシェパードなんかがものすごい勢いで走ってきたら、ドロボウじゃなくてもやっぱりゾッとするよね。


　尚人の部屋は豪邸の二階にあって、整然として綺き麗れいで広かった。


　オレは築三十年は下らないと思われる古いアパートに住んでいるけど、うちの風ふ呂ろトイレ付き２ＤＫが全部すっぽり入ってもまだ余るような広さだった。


　まあ、人には分相応ってものがあるから、それをオレはあまり羨うらやましいとは思わないんだけどね。それどころか、いきなりここに住めって言われたら、オレなら断るよ。肩が凝こってしまいそうだからだ。


「で、話って何？」


　オレはふかふかのソファに座すわって、メイドさんが持ってきてくれたジュースのストローに口をつけながら尋たずねた。


　尚人はオレの隣となりに座ってる。隣っていっても、ソファがデカいから、そんなにくっついて座ってるわけじゃないけどね。


「うん。話っていうのは……。龍平は少し勉強しすぎなんじゃないかって思うんだ」


　尚人はコーヒーのカップを弄もてあそびながら、オレのほうに顔を向けた。


「えっ、だって……オレは特別奨しよう学がく生せいだし、やっぱり勉強は頑がん張ばらないと」


「でも、特別奨学生って、別に成績がトップじゃなきゃいけないわけでもないんだよ。だから、睡すい眠みん時間を削けずるのはやめたほうがいい。そんなことまでしなくても、龍平は充じゆう分ぶん頑張ってるし」


　充分頑張ってるって言われるのは、嬉しいけど、でも……。


「そりゃあ、トップでなくてもいいって言われればそれまでだけど、オレはもっと頑張りたいんだよ。だって、特別奨学生って……何かいっぱいお金がもらえるんだ。授業料の他にさ。そんなにもらってるんだから、ちょっとでも成績をよくしないといけないと思うし、学校のためになることは何でもしないといけないと思うんだ。そのために、ちょっとくらい睡眠を削ったっていいじゃないか」


「全然よくない！」


　尚人は強い口調でオレに言った。


「奨学金がたくさん出るのは、授業料の他にもいろいろお金が必要になるからだ。臨時の徴ちよう収しゆうもたくさんあるし、修学旅行の積立金とか……。そうだ、たとえば、参考書を買うにもお金はいるだろう？」


　いやに細かいことまで尚人は気にしている。尚人みたいなお坊ぼつちゃんは、そんなことまで気が回らないと思っていたけど、意外に細やかな神経を持っているんだな。


「うん。それは判わかってるし、ありがたく思ってるよ。でも、返金不要だって言うし、感謝の気持ちってものを表すには、オレ自身が頑張るしかないと思う。オレをサポートしてくれてる『あしながおじさん』が誰だれか知らないけど、その人に、オレはこんなに頑張って奨学金を使って勉強してるんだってところを見せたいんだ」


「もちろん、龍平のそういう気持ちは判る。だから、ずっと僕ぼくは黙だまって、君を見守ってきたんだ。でも、この頃ごろは特に頑張りすぎみたいな気がする。もし……龍平が倒たおれたり……病気にでもなったら、いくら頑張ったって、何にもならないじゃないか！」


　尚人は真しん剣けんだった。


　いい加減に勉強のしすぎだって言ってるんじゃなくて、本当にオレのことをずっと見ていて、それで心配してくれているんだ。


　何かもう涙なみだが出そうだ。


　嬉うれしくて嬉しくて……それと同時に反省の気持ちも湧わき起こってくる。ちょっとくらいオレのおふざけに付き合ってくれないってだけで、尚人の友情を疑ったりして悪かったよ。


　尚人はオレの最高の親友だ。そして、それはオレの中で確定となった。


「本当は、こんなふうに龍平をここに連れてくるのも、龍平の勉強の邪じや魔まをしていると思う。この時間を取り戻もどすために、龍平が徹てつ夜やするなら、僕の忠告も何にもならないんじゃないかって……」


「そんなことない！」


　オレは思わず尚人の手を握にぎった。


「尚人の気持ち、オレ、ものすごく嬉しい」


　いつもの尚人と違ちがい、今はオレの手を振ふり払はらわずに、じっとオレの目を見つめている。尚人の顔の造作はあまりに整っていて、見つめられると、こっちが照れるよ。


「じゃあ……無理な勉強はやめてくれるか？」


　それが尚人のオレに対する望みなんだろうな。


　確かに、オレは尚人が思ってくれたことが嬉しくてならないけど、単純に『じゃあ、やめるよ』とは言えない。


　オレはちょっと考えて、それから口を開いた。


「あのさ。連続トップを取るのはオレの義務ではないかもしれないけど、もう目標みたいなもんになってしまってるんだ。トップでなくてもいいやって思った瞬しゆん間かんから、オレはダメになるような気がする。だから、勉強は一いつ生しよう懸けん命めいしたいな」


「龍平……それじゃ……」


　何か言いかけた尚人をオレは制した。


「でも、尚人に心配かけないくらいにしとく。確かに、倒れたりしたらマズイもんな。みんなに迷めい惑わくがかかるし、何より母さんが心配する」


　オレはいつも元気に働いている母さんの姿を思い浮うかべる。


　母子家庭だから余計にオレに不目由させないようにって、母さんは気を遣つかってくれるんだ。そういう母さんに迷惑がかかるようなことは絶対にしたくなかった。


「龍平がちゃんと判ってくれて、無茶しなければそれでいいよ。この頃、疲つかれてるみたいだったから、今にも倒れてしまうような気がしてたんだ」


「大げさだな」


　オレはクスッと笑った。


「笑い事じゃない。龍平は自分では気づいてないかもしれないけど、目の下に隈くまができてるときもあった」


「えっ、そう？　知らなかった」


　ていうか、オレが知らないのに、尚人が知ってるのも変な話だ。よっぽど、尚人はオレの顔を心配して見ていたんだな。


「でもさ、オレ、尚人が思ってるほど、無茶苦茶な生活してたわけじゃないよ。睡眠は確かに削っていたけど、その分、昼ひる寝ねをするとか、いろいろ工く夫ふうしていたから」


「うん……そうだね。それは判ってるんだけど」


　それでも心配なんだと言いたげな目をして、尚人はオレを見つめている。


　何か、オレって、幸せ者なのかもしれない。こんなに友達のことを考えてくれる奴やつが傍そばにいてくれて。


「尚人が特別奨学生のことを教えてくれなかったら、オレは桂木学院には来られなかった。オレ、尚人にはすっごく感謝してるよ」


「感謝なんて……。僕はただ龍平と一いつ緒しよの学校に行きたかっただけなんだ」


　尚人は照れたのか、目をちょっと伏ふせた。


「それだけでも嬉しい。オレだって、尚人と一緒の学校に行きたかったんだから。そのチャンスを与あたえてくれたのは、尚人と、謎なぞの『あしながおじさん』ってわけだよ。その両方には感謝してもし切れないな」


　尚人は白い肌はだがピンク色に染まるくらい、何か思いっきり照れていた。いや、何もそこまで照れなくても…って思うけどさ。


「それにしても、オレの奨学金出してくれてる人って、誰だろうなあ。きっと、よっぽど金が余ってて、若い頃に苦労した人なんだろうね」


「龍平、何度も言うようだけど、あしながおじさんの正体を探さぐろうなんてしちゃダメだからね」


「判ってるよ。ていうか、オレには見当もつかないし」


　一時は尚人の父さんなんじゃないかって思ったこともあったけど、尚人が絶対に違うって言うから、そうなんだろう。


　それに、尚人の父さんはそんな慈じ善ぜん家の真ま似ね事ごとをするような人じゃないと思う。そんなこと言ったら、人の父親を悪く言うみたいで気が引けるけどさ。息むす子この友達に金を出してやるなんてことはしない人っぽかった。


　まあ、他人に金を出す人のほうがめずらしいんだから、オレは尚人の父さんがいけない人だとは思わないよ。


　不意に、尚人の持つ携けい帯たいが鳴った。


「ちょっとごめん」


　尚人はオレに断ると、ポケットから携帯を出して、電話を受ける。


「はい……何だ？」


　いきなり尚人は冷たい感じの受け答えをした。いや、冷たいんじゃなくて、ビジネス的っていうかね。


　あ、もしかして、これって、仕事の電話なんだろうか。


　オレはドキドキしてしまった。まさか尚人はオレにこういう話をするために、わざわざ仕事をサボったんじゃないかって思ったりして。


　そういえば、尚人はオレの心配をしてる場合じゃないのでは……。だって、オレは勉強してるだけだけど、尚人は勉強と仕事を両立させているんだ。


　そっちのほうが断然大変だよな。


「それくらい、自分で判断できないのか？」


　突とつ然ぜん、声を荒あらげた尚人に、オレはビックリしてしまった。


　尚人って、ナニサマだよ。いくらその会社の大元を自分の父親が仕切ってるからって（実際に仕切ってるかどうか知らないけど、まあ、上の立場だよね）、そういう頭ごなしな言い方はないんじゃないのかな。


　それに、こんな尚人は初めて見たよ。オレが知ってる尚人はいつも落ち着いていて、大人っぽくて穏おだやかな人間だったから。


　尚人はオレのほうを気にするように、横目で見た。


「あ、オレ、もう帰るから……」


　モゴモゴと言って立ち上がりかけた途と端たん、尚人はオレを手で制した。


「悪いけど、ここでちょっと待っててくれないか。すぐ終わる」


　そう言われると、オレも立ち上がりかけた腰こしを元に戻すしかない。尚人は電話しながらドアを開けて、部屋の外に出て行ってしまった。


　もしかして、オレがビックリしたような顔をして、尚人を見ていたからかな。もし仕事の電話なら、やっぱりオレが帰るのが一番いいと思うんだけど。


　尚人は今日のこういう時間を作るのは、すごく大変だったかもしれない。それなのに、オレのことなんか心配してさ。


　嬉しいけど、身体からだを大事にしたほうがいいのは、尚人のほうかもしれないと思った。


　しばらく待っていたけど、なかなか尚人は戻ってこない。どうしたんだろう。仕事のことで手間取ってるのかな。だったら、オレは帰ったほうがいいんじゃないかな。


　でも、尚人は待っててくれって言ったし……。


　話の途中だったから、まだ他にも話があるかもしれない。それに、オレはもう少し尚人と話をしたかった。


　こんなふうにゆっくり話すことなんか、久しぶりだからさ。


　そういえば、この部屋に来たのも、久しぶりだな。高校に入学する前に来て、それ以来だと思う。


　オレは部屋を見回した。


　このソファの他には、机や本ほん棚だながある。もっとも、普ふ通つうの勉強部屋にあるようなやつとは違ちがって、どっかの重役室みたいな感じの家具ばかりだ。こんな場所で勉強しろって言われたら、オレだったら落ち着かなくて集中できなさそうだった。


　尚人の部屋は二部屋あって、もう一つがベッドルームになっている。ちょうどドアが開けっ放しになってるから、大きなベッドがあるのが見えた。


　オレは退たい屈くつしのぎにそっちのほうに行ってみた。人んちを勝手にウロウロするのって、いけないことだけど、これくらいは尚人も怒おこらないだろうと思うんだ。


　中学一年の夏休みに、オレはここに泊とまりに来たことがあって、そのときに、この広いベッドに尚人と二人で寝たことがあった。本当はお客様部屋みたいなものがあったんだけど、一人だと淋さびしいし、尚人ともっといろんなことを話したかったから、一緒のベッドで眠ねむったんだ。


　クーラーつけっ放しで寝ちゃったから、朝起きたら、オレと尚人はやけにくっついて寝てたっけ。夜中に寒くなって、きっとお互たがいの体温で暖を取り合ったんだろうね。


　あれから一度も泊まりに来てないけど、オレはあのときの尚人の温ぬくもりみたいなのをまだ覚えていた。今ではそういう接せつ触しよくを尚人は避さけるけど、あのときの気持ちは今でも持ち続けていてくれるんじゃないかと思う。


　オレはベッドに腰を下ろした。


　尚人のベッドなのに勝手にこんなことしちゃダメだよなあと思いつつも、オレは何だか懐なつかしくて、そっと横になってみた。


　いいさ。後から尚人にはごめんと謝あやまろう。それから、一緒にベッドに入っていろんなことを喋しやべったあのときのことを話そう。


　尚人、早く戻もどってこないかな。


　オレ……ダメだ。横になると、すぐに眠くなっちまう。


　本格的に眠ってしまうまでに起き上がろうとしたけど、オレは何だかもう身体が動かせなくなっていた。


　尚人が戻ってきたような音がする。オレの名を呼んでる。起きなきゃ。


　でも、半分頭は寝ねていて、どうしても目を開けることができなかった。


　尚人がベッドルームに入ってくる。近くまで足音は近づいてきて、溜ため息いきが聞こえた。


　どうしよう。尚人に呆あきれられたんだ。早く起きて、謝らなきゃ。勝手にベッドルームに入ってごめん。勝手にベッドに横になってごめん。それから、勝手に寝入ってごめんって。


　でも、次に不思議な感触がしたんだ。何だか頭を撫なでられてるみたいだ。尚人が撫でてるんだろうか。尚人以外の人がこの場でオレの頭なんか撫でるわけはないか。といっても、尚人が撫でるのもすごく変だと思うけど。


　尚人のあの甘あま酸ずっぱい香かおりがした。そして、頰ほおに柔やわらかい感触が一いつ瞬しゆん過よぎっていった。


　昼休みのときとちょうど同じだ。また尚人は指でオレの頰を撫でたんだろうか。でも、何だかこれは指じゃないような気がした。


　そうだ。指よりもっと柔らかいもの……。たとえば唇くちびるとか。


　えっ、唇だったら、それはキスじゃないか。何で尚人がオレにキスなんかするんだよ。頭を撫でられただけでもビックリなのに、キスなんて。


　だけど、もう一回、鼻に柔らかいものが押おしつけられる。それから額。そして、顎あご。


　尚人の息いき遣づかいが間近に聞こえる。だから、やっぱり尚人はオレの顔にキスしてるんだよ。


　オレはあまりのことに驚おどろき過ぎていて、起きるのも忘れていた。ていうか、このまま目を開けて、尚人と顔を合わせたら恥はずかしいじゃないか。一体、何て言えばいいんだよ。尚人、オレにキスしてただろう、とか絶対言えないし。


　どうしよう。ホントに。


　ひたすらドキドキしていると、首のネクタイが緩ゆるめられる。きっと、オレがネクタイ締しめたまま寝てるから、苦しいだろうなあって思ったんだろう。ネクタイの次には、シャツのボタンが上から一つ、二つ……三つ外された。


　尚人はこれ以上もう何もしてこないみたいだ。ホッとしたけど、じっと傍そばに立ってるみたいで、オレはいつ目を開けていいのか迷った。


　もういいかな。いや、もう少し。尚人が向こうの部屋に行ってくれれば、さり気なく起きて、さっきのことはなかったことみたいに振ふる舞まえるのに。


　でも、相変わらず甘い香りはしたままだ。ってことは、尚人の顔はまだオレの近くにあるってことだよな。


　突然、香りが強くなる。と思ったら、鎖さ骨こつの辺りに柔らかい感触がした。


　もしかして、そんな場所に尚人がキスしてる……？


　そう思ったら、何な故ぜだか下半身にキュンときそうになって、オレは思わず身体を起こして、尚人を押し退のけていた。


　尚人と目が合う。オレはどうしていいか判わからなかった。


「龍平……」


　尚人の顔がいつもと違って、切なげな表情になった。


　オレは瞬間ヤバイと思った。このままだと、二人の間が今までとは違ったものになってしまう。そんな危機感を抱いだいたんだ。


「じょ…冗じよう談だんだよなっ。今のっ」


　オレは笑いながら言った。尚人の顔が一瞬凍こおりつくように硬かたくなって、それからぎこちなく笑った。


「……そうだ。冗談なんだ」


「そうだよなあっ。オレ、ちょっと焦あせっちゃったよ。あはは…。あ、勝手に尚人のベッドで寝ててごめんな。何かつい引き寄せられるようにここに来てしまって……」


「ああ。眠かったんだね」


「うん。そうなんだ……」


　オレはひたすら笑いながらそう言った。一いつ緒しよにベッドの中で夜中まで語り明かした思い出話をするつもりだったけど、今のオレにはとてもできなかった。それくらい、今のことは衝しよう撃げき的だったんだ。


「尚人、仕事が忙いそがしいんじゃないか？　オレのためにごめんな。じゃ、オレ、そろそろ帰るから」


　オレはベッドから下りたが、足に力が入らず、よろけてしまう。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　尚人に腕うでを支えられたけど、オレはその手を思いっきり振り払はらっていた。


「ご、ごめん。オレ……ちょっと変かも」


　尚人の傷ついたような顔を見るのが耐たえられなくて、視線を逸そらす。これじゃ、いつもと反対だね。オレだって、尚人がオレの腕からすり抜ぬける度たびに傷ついていたのに。


「龍平……」


　尚人はいきなりオレを抱だきしめた。


　驚きのあまり身動きもできないオレは、尚人の胸に顔を埋うずめる形となる。甘酸っぱい香りに包まれて、オレの身体からだにもそれが移ってしまいそうだった。


「尚人っ……」


　胸がドキドキしている。


　オレはこのままどうなってしまうんだろう。もう何もかも判らなかった。


　尚人は何をしたいんだろう。何でオレを抱きしめてるんだろう。何でオレにキスなんかしたんだろう。


　頭の中で、どうしてっていう思いだけが、ぐるぐると回っている。


　オレは尚人が一番信用できる親友だって思っているのに、このままじゃ信じられなくなってしまう。


　でも、抱きしめられてること自体は嫌いやじゃないんだ。だって、オレは友達と身体を接触させるほうが好きだから。もちろん誰だれとでもいいわけじゃないけど、尚人なら平気だ。


　それどころか、尚人と一緒に眠ったあのときの温もりを思い出してしまうくらい、オレにはどこか心ここ地ちいいものにも思えた。


　でも……。


　キスはやっぱり違ちがうだろうと思う。頰や額ならまだいい。鎖骨辺りにキスされたのは、ちょっとマズイんじゃないか。しかも、オレ、反応しかけていたし。


　もし、あのままずっとキスされてたら、オレ……もしかして、とんでもないことになってたかもしれない。


　ああ、尚人はどうするつもりなんだろう。そして、オレはどうしたらいいんだろう。


　やがて尚人はオレの身体を離はなして、押しやった。


「ごめん。龍平……」


　オレの顔を見ずにそう呟つぶやく尚人に、オレはホッとしつつも、どういう態度を取っていいのか判らなかった。


　これも冗談だっていうことにしていいんだろうか。でも、オレはそう訊きけなかった。冗談じゃなくて本気だなんて言われても、それこそ、どうしようもないからだ。


「オ…オレ……。帰るからっ。また明日な」


　オレはロボットみたいにぎこちなく笑うと、向こうの部屋に行き、鞄かばんを抱かかえると、廊ろう下かに飛び出した。


　まだ心臓がドキドキしている。


　部屋の中に残された尚人の気持ちを考えると、逃にげるように出てきてしまって、これでいいのかって思ったけど、オレには他に方法が考えつかなかった。


　オレは尚人が今日のことは忘れてくれればいいと思った。


　そうだよ。尚人が何でもないふりさえしてくれれば、オレもさっきのことはなかったことにしていいし。


　でも、本当になかったことにできるんだろうか。もしあのとき、オレが眠ねむったままなら、尚人は一体オレに何をしたんだろう。


　ブルブルと身み震ぶるいをする。


　嫌じゃない。でも、怖こわいよ。そういうのは。


　オレは鞄を抱え直すと、玄げん関かんに向かった。








　翌朝。オレはホントに目の下に隈くまを作りながら、学校に行った。


　昨日は本当に勉強どころじゃなかった。机に向かう気さえ起きずに、早々に布ふ団とんに潜もぐり込んだけど、ほとんど眠れなかったんだ。


　尚人のことを考えると、胸が痛くなってくる。


　このままオレと尚人の仲がぎこちなくなってしまって、親友同士どころか、友達としても付き合えなくなったらどうしようって思う。


　そんなの、嫌だ。絶対嫌だ。でも、尚人はどう思ってるんだろう。


　いや、それより、尚人はオレのことをどう思っているんだろう。オレは大切な親友だって思っているけど、尚人のほうは……。


　今までは、尚人だって親友だと絶対思ってるって、自信を持って言えたんだけど、あんなふうに抱きしめたり、キスしたり……って、親友にすることじゃない。


　尚人は女にするみたいにオレにキスしたかったんだろうか。そもそも、尚人は女より男がいいんだろうか。


　突つき詰つめて考えると、怖くなる。もしそうなら、オレは尚人の親友ではなかったわけだし、それは悲しすぎる。


　だけど、たとえそうだったとしても、オレは尚人を嫌きらいにはなれなかった。だから、できれば、尚人には、あれは冗談だったという態度を取ってほしいと思った。そうしたら、オレは何とかそれに合わせるから。


　オレは学校に着いて、教室で尚人の姿を探した。


　いた！


　尚人は他の奴やつと喋しやべっていたけど、オレのほうを見ている。そして、オレが席に鞄を置いたところで、オレのほうにやってきた。


　何かドキドキする。


「おはよう、龍平」


　やけにニコニコしているから、オレはそれに合わせて笑え顔がおを作った。


「うん。おはよう」


「昨日はごめん。どうかしてた。忘れてくれると嬉うれしいけど」


「う…うん。じゃあ、忘れる」


　オレもできれば忘れたかったからそう返したんだけど、一いつ瞬しゆん、尚人は傷ついたような顔をした。


　自分で忘れてほしいって言ってるくせに。どっちなんだよと言いたいけど、本音はともかく、尚人がオレに忘れてほしいのはホントだと思う。ただ、オレがあんまりあっさり返事しすぎたから、尚人は気に障さわったのかもしれなかった。


「僕ぼくもそうするから。じゃあ」


　尚人はもう一回ダメ押おしのように笑顔になると、また向こうに戻もどっていって、さっきまで喋っていた奴と話し始めた。


　何か……すごく疲つかれるんだけど。


　普ふ通つうどおりに話せないなら、忘れたことにはならないし、何の意味もないのにさ。でも、かといって、昨日の今日で何事もなかったように振ふる舞まう度胸は、オレにも尚人にもなかったみたいだ。


　オレは教室が何だか居心地悪い場所みたいに思えて、廊下に出た。もちろん、廊下に出たところで、何もすることはないから、ブラブラ歩いてみる。


　いい加減、頭を切り替かえないといけないってことは判わかってるんだけど、こんなことじゃ、勉強にも身が入らないよ。でも、尚人がいたからこその奨しよう学がく生せいなわけだし、尚人とこんなふうになってしまうと、勉強しても意味がないような気がしてくる。


　いや、そうじゃないよな。尚人は尚人で、勉強は勉強だ。だって、オレは尚人から奨学金をもらってるわけじゃないんだから。


「橘君じゃないか」


　声をかけられて、オレは顔を上げる。廊下の向こうからやってきたのは、校長だった。校長というと、何か厳しいイメージなんだけど、この学校の校長はいつもニコニコしていて、ずいぶん人のよさそうなオジサンって感じに見えた。


　オレは入学前に特別奨学生の件で校長と会ったことがあったから、オレの顔や名前も覚えてくれているらしい。時々、顔を合わせることがあると、必ずこうして声をかけてくれるんだ。


「あ、おはようございます」


　オレは立ち止まって、頭を下げた。


「橘君はずいぶん頑がん張ばっているみたいだね。入学以来、ずっとトップの成績を取ってるらしいじゃないか」


「奨学金をいただいてるので、精せい一いつ杯ぱい、頑張ってます」


　校長は満足げに頷うなずいた。


「奨学金を出してくれている人も、君がトップの成績なのを嬉しく思っているようだよ。それ以外にも、掃そう除じや委員会活動や先生方のお手伝いを熱心にしてると聞いたが、そういうのもその人はちゃんと高く評価しているからね」


「はい、ありがとうございます。……でも、僕が掃除を熱心にしてるって、どなたがおっしゃってたんですか？」


　委員会活動をやってるのは委員になってるから判るだろうし、先生の手伝いは先生自身の口から話されることもあるだろうけど、掃除はほとんど誰だれも見てないところでやってるのに。誰がそんなことを校長に言ったんだろう。


　だけど、校長はオレの質問を何か誤解したみたいだった。


「えっ？　君がいつも熱心に掃除してるって、その人は嬉しそうに私に言ってたんだけどね。奨学金のためにそこまでしてくれるなんてって感激してたみたいなのに。違うのかい？」


　それを聞いて、オレはビックリしてしまった。


　だって、その奨学金を出した人自身が、オレの掃除の現場を見てたってことだろう？　しかも『いつも』だなんて。


「僕の奨学金を出してくれた人は、この学校内にいるんですか？」


　校長はハッとしたように、自分の口を押おさえた。


「あ……いや、つまり……」


「お願いです。教えてください。もし、その人がこの学校にいるんだったら、オレ、もっと頑張れると思うんです」


　オレの必死の頼たのみに、校長はついに折れた。


「確かにこの学校にいるよ。でも、それが誰かは詮せん索さくはしないでやってほしい。いろいろ事情があってね、正体を明かしたくないそうなんだ」


「はい……」


　本当は誰かって訊ききたいよ。でも、それを知られるのがその人が嫌いやだって言うなら、オレは誰か判らなくても、その人が喜ぶように頑張っていきたいと思う。


「あの、橘君。私がその人が学校にいると口を滑すべらせたのは、尚人君には内ない緒しよにしておいてくれないか」


「えっ、尚人？」


　何で、校長が尚人の名前を口にするんだろう。しかも、三輪君とかじゃなくて、尚人君？


「いや、私は尚人君のお父さんと知り合いなんだよ。君を奨学生に推すい薦せんしてきたのが、尚人君でね。だから、まあ、奨学金を出している人との関係もあって、このことを知られるとちょっと困るんだ」


　まるで奥おく歯ばに何か挟はさまったような言い方で、オレには校長の言いたいことがよく判らなかったが、とにかく尚人にバレるとマズイらしい。


「尚人に内緒にしておけばいいんですね？……あ、じゃあ、やっぱり尚人のお父さんが奨学金を出してるとか」


「それは絶対にない」


　今度はきっぱりと言い切った。


　尚人はオレが熱心に掃除をしているのを知っているから、尚人の口からそれが洩もれたのかと思ったんだ。でも、校長はその人自身がこの学校にいると言ったんだから、尚人のお父さんのわけはないか。


「とにかく、君は変な詮索をしないで、しっかり勉学に励はげんでくれたまえ」


「はあ……いや、はいっ」


　気の抜ぬけた相あい槌づちを打ちそうになって、慌あわてて元気のいい返事に切り替えたら、校長は嬉しそうに何な故ぜかオレの頭を子供にするみたいに撫なでた。








　この学校にいるってことは、やっぱり、あしながおじさんは教師なんだろうか。


　教師以外にも大人の人はいると思うけど、オレの掃除ぶりを見ていたとなると、教師の確率が高いと思う。だって、たとえば事務員の人が教室辺りをウロウロしていれば、目立つと思うんだよね。


　それにオレが全然気づかないというのも変だと思って。


　とはいえ、オレが掃除していたときに教師がいたって記き憶おくもないんだよね。でも、ひょっとして隠かくれて見ていたのかもしれないし。


　教師で、この学校のＯＢ。それに当てはまる人はいるんだろうか。


　詮索してはいけないと言われたけど、やっぱり気になるぞ。本人に「あしながおじさんは、あなたなんですか？」とかは訊かないよ。でも、できれば、誰がそうなのかくらいは知っておきたいと思う。


　見ず知らずのオレなんかのために多額の奨学金をくれる人だ。きっと心優やさしくて、素す晴ばらしい人格者に違ちがいない。って、そんな教師、うちの学校にいたかなあ。


　尚人のことがまだ気になっていたけど、それより、今のオレはあしながおじさんの正体について考えるほうが忙いそがしかった。


　そんなわけで、いつも行動を共にしている尚人と少し距きよ離りを置いてることも、そんなに淋さびしくはなかった。いや、淋しくないわけじゃないけど、あまり近づくのも、何だか怖こわくてさ。


　忘れてと言われたから、忘れてるふりをしてるのに、尚人のほうも近づいてこないし。


　放課後になって、今日もまたオレは実験室の掃除を始めた。一人で掃除をしていると、他に当番の奴やつが二人やってきた。


「今日は掃除するんだ？」


　いつもサボリの常習犯みたいな奴らだから、思わずそんなふうに訊いてしまった。


「三輪の奴に摑つかまって、掃除してこいって言われてさ。俺おれ達、てっきり、おまえもサボってると思ってたのに、真ま面じ目めに掃除してたんだって？」


「ああ。だって、誰かがやらないと、汚きたないままだろ？」


　一人が、こんなの女にさせりゃいいんだよとブツブツ言っていたけど、そういうもんじゃないだろうと思う。当番は当番じゃないか。


　今日は三人だから、掃除も昨日と違ってスムーズに進む。尚人はこの場には現れなかったけど、オレのことをちゃんと心配してくれているんだな。


　掃除が終わって、先に二人が帰る。オレも実験室の鍵かぎを閉めて、立ち去ろうとした。


「龍平君？　だったかな。ちょっと手伝ってくれないかな？」


　ちょうど準備室から出てきた緒方がオレに声をかけてきた。


　尚人に緒方には注意しろって言われてたんだけど、基本的にオレは先生の手伝いはするって決めてるからな。それに、別に緒方だって、意味もなく体たい罰ばつなんかしないだろう。しかも、手伝いをしてくれた相手にさ。


　オレはハイと素す直なおな返事をして、準備室のほうに向かった。


　準備室はオレ達の掃除の範はん囲いじゃないから入ったことなかったんだけど、中は緒方の勉強部屋って雰ふん囲い気きだった。理科系の教師は緒方だけじゃないんだけど、ここは緒方が管理している部屋なのかな。


　机には分厚い本や何かの書類が積み重ねてある。顔は美形だけど、あまり片付け方は上手じゃないらしい。部屋の片側には大きめのソファ。もう片側にある大きなキャビネットには、たくさんビンが置いてあって、物々しい名前のラベルが貼はってあった。実験に使う化学薬品ってやつかな。


　キャビネットの前に教室にあるような生徒用の机が三つ並べてあって、そこにプリントがたくさん置かれていた。


「これをクラスごとに分けたいから、枚数を数えてくれないか？」


「はい」


　オレはそのプリントを手に取ってみて、ハッとした。


「これって……テスト問題じゃないですか」


　しかも、オレ達一年のだ。


「成績には関係ない小テストのだ。それに、毎回トップの君には別に問題を見ようが見まいが、同じことだろう？」


　それにしたって、こういうのを生徒に扱あつかわせるのはマズくないだろうか。だいたい、緒方は小テストの点数が悪かったら、居残りをさせたり、補習授業をしたりするんだ。そういうテストの問題をオレが事前に見ていたら、やっぱりそれは不公平というものだ。


「これはお手伝いできません」


「ほう？　手伝えない？　君はずいぶん真面目なんだな」


「真面目で悪いんですか？　緒方先生は他の先生方とは違うんですね」


　普ふ通つうはもっと真面目にしろって言うのが、教師じゃないか。真面目なのを馬ば鹿かにするような発言を、教師がするのはめずらしいと思う。


「私は道楽で教師をしているようなものだからね。それにしても、君がそんなに真面目だとは思わなかった。尚人も付き合いづらいだろうね」


　突とつ然ぜん、緒方の口から尚人の名前が出てきて、ドキッとする。校長の『尚人君』発言もビックリしたけど、それ以上に緒方が尚人の名前を呼び捨てにしたのが気にかかる。


　しかも、付き合いづらいだろうって？　尚人がオレと…ってこと？


　オレと尚人のことを言われて、頭にカッと血が昇のぼった。


「先生と尚人はどういう関係なんですかっ？」


　オレは思わず強い語調で問い質ただしていた。まるで、恋こい人びとの浮うわ気き相手を責めてるようで、自分でもちょっと気になったが、思わせぶりに言われたことだ。訊かなきゃ気が収まらない。


「私は尚人の叔お父じだよ。つまり私の姉の息むす子こが尚人だ。彼に聞いたことがなかったかな？」


　悔くやしいが、それは初めて知った。尚人はどうして今まで黙だまっていたんだろう。昨日も緒方のことを話していたのに、そんなこと一言だって言ってくれなかった。


　オレって……。


　実は尚人にそんなに信用されてなかったとか。


　いや、尚人がオレのことを考えてくれてることは判わかってる。掃そう除じを一人でしてれば手伝ってくれるし、忙しいのに時間を割さいて、勉強しすぎるなと忠告してくれるし……。


　それに、オレを奨しよう学がく生せいとして推すい薦せんしたのが尚人だって校長が言ってたじゃないか。どういう経けい緯いでそういうことになったのか、尚人に推薦する権限があるのか、よく判らないんだけど、オレのことを一番考えてくれてるのが尚人だよ。


　いや、ちょっと待てよ。


　緒方が尚人の親しん戚せきなら……。


　尚人の親族一同って、確かみんな関連会社の重役だとか社長に納まってるんだ。緒方は教師をしなくても、他にいい就職口がいっぱいあったんじゃないかな。


　ああ、だから、さっき、道楽で教師をしているようなものだって言ったのか。ということは、本人的にはずいぶん余よ裕ゆうがある生活をしてるのかな。ほら、尚人みたいな高校生が会社の手伝いをしてるくらいなんだから、緒方も実は副業を持っていたりして。


　えっ、じゃあ、まさか。


　緒方がオレのあしながおじさんなんじゃないだろうな……。


　オレは自分の想像に眩暈めまいがしてしまった。


　そんな馬鹿な。とも思うけど、それだと辻つじ褄つまが合うじゃないか。


　もし緒方があしながおじさんなら、尚人は緒方から、世間にはあまり知られてない特別奨学生の存在を聞いていたわけだ。それで、オレを推薦してくれて、応おう募ぼ用紙をゲット。それをオレに渡わたして、オレは……。


　ふと、オレは自分が奨学生としての資格があったのかと思った。


　確かに入学後、頑がん張ばってトップの成績を維い持じしているよ。でも、その前にオレが奨学生として合格したのは、いわゆるコネのおかげなんじゃないかな。


「あの……緒方先生はこの学院出身ですか？」


　オレは恐おそる恐る訊きいてみた。


「おかしなことを訊くんだな。そうだ。私はここのＯＢだよ」


　やっぱり……。


　緒方はオレが熱心に掃除していたことくらい知っているはずだ。成績だって、授業態度だって、何もかも……。


　だから、緒方はオレを試ためすために、いつも意地悪な質問ばかりしていたのかもしれない。そして、さっきオレにテスト用紙の枚数を数えさせようとしていたのも、オレを試すためだったんじゃないかな。


　それが緒方のお気に召めしたのかどうかは知らないけどさ。


「どうした？　何を泣いてる？」


　緒方にそう言われて、オレは自分が涙なみだぐんでいたことに気づいて、サッと拳こぶしで拭ぬぐった。


「何でもありません」


　泣きたくなったのは、あしながおじさんの正体が判って感動したためじゃない。尚人が何もかも知っていて、オレにいっぱい隠かくし事ごとをしていたからだ。


　オレは尚人を信じていたのに。


「尚人に付き合いづらいと思われるのが、悲しいのか？」


　オレの涙の原因を考えていたのか、緒方はそう言った。


「そうかも…しれません。オレは尚人のこと親友だと思ってるから」


　昨日の尚人を思い出す。


　尚人はオレの頰ほおや額や……いろんなところにキスをした。そして、ギュッとオレを抱だきしめたんだ。


　あれはオレを親友として見ていたからじゃない。親友にそんなことはしないからだ。尚人はオレのことをどう思っていたんだろう。


「尚人は君を親友だとは思ってなかったようだよ」


　オレの胸がズキンと痛むようなことを、緒方は平気で口にした。


「君はこんなに可愛かわいいのにね」


　緒方はそう言いながら、オレの頭をそっと抱いた。


　えっ……。


「あの、緒方先生？」


「可愛いよ。君が入学したときから、本当はずっとそう思っていたんだ」


　えーっ。


　オレはあまりのことに腰こしが抜ぬけそうになった。


「せ…先生っ……」


「驚おどろいたようだね。でも、それが私の正直な気持ちだ」


　そうなのか。つまり、そういう意味なのか。尚人はそれを危き惧ぐして、緒方に近づくなと言ったのかもしれない。


　オレは眩暈がしながらも、緒方の胸を押おしやった。


「先生、オレ、悪いけど、そういうのはちょっと……」


「こういうのは恥はずかしい？」


　緒方はもう一度オレの肩かたを抱いて、そこから背中を撫なでていく。そして、その手が腰に伸のびていった。


　今すぐ緒方のスネを蹴けって逃にげていきたい。と思ったが、オレは緒方に嫌きらわれるようなことだけは避さけなきゃいけないという事実に気がついた。


　緒方に嫌われたら、奨学金を出してもらえなくなるかもしれない。理由なんかいくらでもつけられるじゃないか。授業態度がよくないとか言ってね。


　そして、奨学金が出なくなったら、オレはこの学校にもいられないんだ。


　どうしよう……。


　だからといって、緒方のセクハラに耐たえられるもんじゃないよ。


「可愛いオシリをしてるね。手て触ざわりもなかなかいい」


　緒方の手はオレのズボンの上から大だい胆たんに痴ち漢かんみたいにオシリを撫でている。それどころか、股こ間かんにまで手を回してきたんだ。


「わっ、やめてくださいっ」


「どうして？　気持ちよくしてあげるよ」


　オレはしてもらいたくありません……。


　でも、そうは言えないから、オレは自分の股間を押さえて、何とか緒方の手を遮さえぎることに成功した。とはいっても、緒方はオレの身体からだのあちこちを触ってくるんだ。


　こんなの、嫌いやだ。


　友達と身体を接せつ触しよくさせるのは好きだけど、嫌いな奴やつに触られたくなんかない。それに、ふざけてくすぐられたりするのはいいけど、こんな、セクハラ目的で触られるなんて、我が慢まんがならなかった。


　あしながおじさんは、素す晴ばらしい人格者だと思っていたのに、まるで違ちがっていたんだ。ただ一つ、奨学金を出していることを盾たてにしないことだけは褒ほめてもいいが、それ以外は、いたいけな生徒をいたぶるセクハラ教師そのものじゃないか。


「ホントにこういうのは困るんです。頼たのむから、やめてください」


　オレは拒きよ絶ぜつの言葉だけははっきり言った。いくらこちらに弱味があるといっても、このままなし崩くずしにセクハラされ続けるわけにはいかないよ。


「途と中ちゆうでやめろと言われても、私のほうが困るな」


　緒方がそう言いながら、そっとオレのほうに腰を擦こすりつけてきた。


　何か硬かたいものが当たって、オレは鳥とり肌はだが立ってしまった。


「ちょっと触るだけだよ。それでも嫌？」


　緒方はオレの首に息を吹ふきかけ、ネクタイに手をかけた。途と端たんに、オレの頭には、昨日の尚人とのことが甦よみがえる。


「緒方…先生……っ」


「ここに腰かけてごらん。大だい丈じよう夫ぶ。外からは見えないし、鍵かぎがかけてあるから、誰だれも入ってこない」


　オレをソファに座すわらせて、緒方はオレのネクタイを取り、シャツのボタンを外し始めた。そして、開いたシャツの中に手を入れて、オレの胸を撫でたんだ。


　尚人の悲しげな顔が目に浮うかぶ。


　オレはセクハラは嫌だし、もちろん緒方に触られたくないけど、女じゃないから、胸を触られたところで、何か傷つくわけでもないよ。


　でも……。


　好きでもない緒方に触られるくらいなら、尚人にキスされたほうがマシだ。というより、そんなものと比べるのも尚人に悪いような気がするくらいだ。


　たとえ尚人がオレのことを親友だとは思っていなかったとしても……。


　オレのことを本当に考えてくれていたのは、尚人だからだ。


　緒方はオレのベルトに手をかけた。下も脱ぬがす気なんだと思ったら、ゾッとした。


「嫌だ！」


　緒方の手から逃のがれようともがいたら、反対にソファに押さえつけられる。


　それはいきなりだった。


　緒方の顔がくっついてきて……唇くちびるを奪うばわれたんだ。


「んっ……」


　オレはもがいた。それでも、唇が離はなれるまでに数秒かかってしまう。


　涙が零こぼれてしまって、どうしようもないよ。こんなことで泣くなんて、男の恥はじだと思うけど、ガタガタ身体が震ふるえて、オレは鳥肌の立った自分の腕うでを抱いた。


「震えるほど怖こわい？」


　オレは何度も頷うなずいた。とにかく、ここから出て行きたかった。その望みさえかなえば、後はもうどうだっていいと思ったんだ。


「仕方ない。今日はここで放ほう免めんしてやろう」


　オレはその緒方の言葉がやけに優やさしいものに思えた。本当はそんなわけはないんだけどさ。


「その代わり、君は放課後になったら毎日ここに来るんだ。それが約束できれば、今日は君をこのまま帰してやろう」


　ということは、毎日、オレはここで貞てい操そうの危機に晒さらされるってことだろうか。でも、約束しないと言えば、オレはどんな目に遭あうか判わからない。


「約束するから……」


　とりあえずの危機から逃れるために、オレはそう言うしかなかった。


「君は真ま面じ目めだから、約束は守るよね。万が一、守れなかったら……」


　緒方はオレのシャツのボタンを締しめながら、ニヤリと笑った。


「君はトップの成績を維い持じできなくなるかもしれないね」


　それは成績なんか自分の気持ち次し第だいでどうにでもできるってことだろうか。つまり、遠回しに、奨しよう学がく金きんがどうなってもいいのかって言ってるのと同じことだよな。


　オレは目の前が真っ暗になる思いがした。








　どうにか緒方の魔まの手から逃れたオレだったが、頭は非常に混乱していた。


　尚人が緒方と親しん戚せきで、あしながおじさんが緒方で、緒方はオレにセクハラするなんて。


　もう、どうしたらいいのか判らない。


　オレは猛もう烈れつに尚人に会いたくなった。会って、どうするってわけじゃない。だって、尚人に緒方のことは言えないからだ。


　尚人は緒方にオレを奨しよう学がく生せいに推すい薦せんしてくれたんだよ。その好意に今まで甘あまえてきたのに、今いま更さら、緒方にセクハラされたんだって訴うつたえるわけにもいかないじゃないか。


　それに……。


　緒方にあんなことされたって、尚人には言いにくい。尚人だって、キスしたり、抱だきしめたりしてきたんだから。


　どう違うかって、具体的には違うけど、行こう為いの中身的には一いつ緒しよだ。


　でも、どうしても尚人に会いたかった。もしかしたら、今日の尚人は違うかもしれないけど、いつもの尚人なら、顔を見るだけで、オレを安心させることができたからだ。


　だけど、どうやって会えばいいだろう。


　尚人の家なんかに今更行けないよ。またあんなことになったら大変だし。それに、今の時間なら、尚人はまだ会社にいるはずだ。


　会社なんかに行ったら……迷めい惑わくだろうな。


　それは判ってるけど、顔を見るだけでいいんだ。


　オレはどうしても我慢できずに、尚人がいるビルに向かった。


　尚人のお父さんが経営する会社の本社ビルのワンフロアが、尚人が手伝っている会社になっているらしい。オレは自分が場違いなのを自覚しながら、そのビル内に足を踏ふみ入れた。


　エレベータで七階に上がると、広いスペースに品よく観葉植物なんかが置いてある。その向こうにガラスの扉とびらがあって、そこに尚人に聞いたことがある会社の名前が書いてあった。ここはビル自体が大きいから、ワンフロアといっても、けっこう広かった。


　思いきってドアを開けると、すぐ近くに座っていた女の人がオレに気づいてすぐに立ち上がった。が、オレを見て、一いつ瞬しゆん、不思議そうに首をかしげた。


　そりゃあ、オレ、どう見ても学校帰りの高校生だもんな。尚人と違って、子供っぽく見られるし、こんな場所に現れるのはおかしいと思われるはずだ。


　女の人はすぐにニコニコしながら挨あい拶さつをしてくる。


「あの……三輪尚人にちょっとだけ会いたいんですが、大丈夫ですか？」


「はい、社長に面会のお約束がありますか？」


「……社長……って？　あの、オレが会いたいのは、三輪尚人と言うんです。えーと、オレと同じ高校生で、ここでバイトみたいな仕事をしてるって聞いたんですけど」


　女の人はクスッと笑った。


「学校のお友達ですか？」


「あ、はい」


「三輪尚人はうちの社長です。バイトではありませんよ」


　オレは声も出ないほど驚おどろいた。


　だって……。


　尚人が社長？　何かの間違いだろうと言いたい。尚人はまだ高校生だよ。いくら父親が大会社の社長であろうともだ。


　そんなこと、あるわけないじゃないか。


　しかし、昨日から『あるわけない』の連続だったから、そんなことも世の中にはあるのかなとも思った。


　オレにとっては、尚人のキスのほうがよっぽど衝しよう撃げき的だったよ。


「本当はお約束のない方はお通しできないことになっているんですけど、特別に訊きいてみますね。お名前は？」


　女の人はニッコリ笑って、受話器を取った。オレがいかにも高校生だから、かえって怪あやしい奴やつじゃないと思われたのかもしれない。


　女の人は内線で社長室に電話して、オレのことを尋たずねてくれた。


「お会いするそうです。こちらへどうぞ」


　案内してくれる女の人の後をついていったが、オレは何だかもう胸がドキドキして、このまま逃にげ出してしまいたかった。


　もちろん、そんなことしたら、せっかく尚人に取り次いでくれた彼女に悪いから、できないけどさ。


　奥おくのほうに社長室って書かれたドアがあった。


　女の人はノックして、ドアを開ける。


「どうぞ」


　促うながされるままに足を踏み入れて、オレは固まってしまった。いかにも社長室って感じの重厚なデスクに豪ごう華かなソファセット。そして、厳しい表情をした尚人がそこに立っていたからだ。


　やっぱりオレはここに来ちゃいけなかったかもしれない。尚人はこんなところにまで押おしかけてきたオレのことをきっと怒おこってるんだよ。


　ドアが閉まり、尚人は溜ため息いきをついた。


「尚人、ごめんっ。こんなところまで来て……オレ、もう帰るから！」


　踵きびすを返すと、尚人に腕を摑つかまれる。


「帰らなくていい。龍平、ここに座すわって」


　尚人はいつもの優しい声で言った。


　オレはちょっとホッとして、改めて尚人の顔を見た。尚人はいつもとは違ちがって、スーツを身につけていて、ホンモノの大人みたいに見えた。


　同い年なのに、時々、中学生に間違われてしまうオレとは対照的だ。


　オレはソファに腰こしかけた。尚人はテーブルを挟はさんで向こう側に座る。その距きよ離りが今のオレにはとてつもなく開いているように思えた。


「まさか社長だったなんて思わなかった……」


　オレの言葉に尚人はちょっと困ったような顔をして微ほほ笑えんだ。


「ごめん。社長だなんて言うと、龍平がビックリすると思って、黙だまっていたんだ。ホントは父が持ってる会社の中で、業績不ふ振しんなものを受け継ついだだけなんだけどね」


　それでも、社長は社長だろうと思う。尚人は今までしっかり仕事をこなしてきたんだろうな。オレには難しいことはよく判らないけど、会社の雰ふん囲い気きからして、少なくとも今は業績不振って感じはしなかった。


　ノックの音がして、さっきとは違う女の人が中に入ってきた。そして、持ってきたコーヒーをテーブルの上に置く。


「しばらくここには誰だれもいれないでくれ」


　尚人は急に冷たい表情になって女の人にそう言った。


　オレが知ってる尚人とは違う。仕事中の尚人はいつもこんなふうに人に命令してるんだろうか。どこか傲ごう慢まんみたいに見えたけど、優やさしい尚人だったら、年ねん齢れい的なものもあって、社長として務まらないのかもしれなかった。


　女の人が出ていった後、オレは尚人に向き直った。


「オレ、尚人の顔を見たら、すぐに帰るつもりだったんだ。仕事先に友達が押しかけてくるなんて、迷惑だと思ったから」


「すごく忙いそがしいときでなければ大だい丈じよう夫ぶだよ」


　尚人の優しい言葉にホロリときそうになる。もちろん、ここで泣くわけにはいかなかったけど。


「でも、どうして僕ぼくの顔を見たいと思ったんだ？　会社にまで来るなんて、何かよほどのことがあったんじゃないのか？」


　オレはハッとした。


　そうだ。そこを突つっ込まれると、マズかったんだ。


「いや、えーと、そうじゃなくて……つまり、ほら、今日は尚人とは離はなれてただろう？　やっぱりちょっと顔を見たくてさ」


「龍平が噓うそをついてるときはすぐに判わかる。一体、何があったんだ？　正直に言ってくれ」


「何もないってば」


　本当のことは言えないから、そう言わざるを得ないんだけど、尚人は悲しそうな表情をした。


「昨日のことがあったから……本当は僕には会いたくなかったんじゃないか？」


「そんなことないよ」


　オレは何だか尚人が可哀かわい相そうになってしまった。


　昨日の出来事は確かにショックだった。尚人が女にするみたいなことをオレにしてさ。オレは親友だと思ってたのに、尚人は違う目でオレを見ていたんだ。しかも、オレにいろんな噓をついていたし……。


「龍平……」


　尚人はある一点を凝ぎよう視ししていた。それは、オレの胸むな元もとだった。


「えっ、何だ？」


「ネクタイが変だ。朝はちゃんとしてたのに、歪ゆがんでる」


　オレはドキッとして、思わずネクタイの結び目辺りを押さえた。


　緒方に外されたから、適当に結んだんだ。朝はちゃんと鏡を見て結ぶけど、後は帰るだけだからと思って。


　しかも、運が悪いことに、今日は体育の授業なんてなかった。


　でも、だからって、まさかオレが緒方に脱ぬがされかけたなんて、尚人は思わないよな。


「龍平はすぐに考えてることが顔に出る。正直に言ってほしいな」


　ダメだ。言えないんだって。


「ホントに何でもない！」


　否定すればするほど、自分でも隠かくし事をしてるようにしか聞こえない。オレって、尚人の言うとおり、すぐに噓がバレるタイプなのかもしれない。


「オレ、やっぱり帰るよ。じゃあねっ」


　逃げるが勝ちだ。オレはソファから立ち上がった。


「龍平！」


　逃げる方向を先回りされて、尚人に立ち塞ふさがれる。更さらに逃げようとしたところで、オレは尚人に抱だきすくめられた。


「あっ……やめろって」


　昨日のことを思い出してしまって、尚人の手から逃のがれようと暴れたら、余計にきつく抱きしめられた。


　そして。


　オレは尚人に唇くちびるを塞がれていた。


　噓……。


　いや、噓じゃない。これは本当のことだ。尚人がオレの唇にキスしている。


　緒方に数秒間だけ唇を奪うばわれたけど、それよりもっと強きよう烈れつなキスだった。だって、舌が入ってるんだよ。


　尚人の舌がオレの口の中に入ってきて、何か知らないけど動いてるんだ。こんなキス、初めて。ていうか、キス自体初めてみたいなものだから。


　緒方のは……まあ、事故っていうかね。あんなものは思い出したくもないから、なかったことにしておいてもいいかなって思うけど、尚人とのキスはやっぱり忘れられるものじゃないだろう。


　これが尚人の本当の気持ちなのかもしれない。


　オレはずっと気づかなかったけど、尚人はオレに対して、ずっとこんな気持ちでいたんじゃないかな。


　オレは女じゃない。でも、尚人はオレのことを女の子を好きになるみたいな気持ちでいるのかもしれなかった。オレにはよく判らないけど。


　ただ、緒方にキスされたり触さわられたりするのは嫌いやだったけど、尚人のはそんなに嫌じゃない。元々、オレは尚人と触ふれ合うのが好きだったから、その延長だと思えば、それがたとえキスであったとしても、別にいいような気がした。


　そうだ。キスくらいなら……平気だよ。尚人となら。


　オレはそんな気持ちで尚人に舌を絡からめ取られたままじっとしていた。


　けっこうキスって気持ちいいかもしれない。いや、こんな場所で気持ちよくなったら困るな。ここは社長室なんだし。


　尚人はそっと唇を離した。


「抵てい抗こう、しないんだ？」


「えっ？」


　キスの後に顔を見るのは照れるんだけど、尚人の言葉が何だか引っかかったから、顔を上げてみた。尚人はどこか複雑そうな顔をしている。


　抵抗したほうがよかったんだろうか。尚人はオレに抵抗されたかったのか。それじゃ、何のためにキスしたんだろう。


　ただの嫌がらせ？


　さっぱり判らないよ。


　尚人はオレのネクタイの結び目に触れた。


「これ、どこで外したの？　言ってごらん」


　そうか。さっきの話がまだ続いていたんだ。オレは途と中ちゆうでキスされたから、すっかり忘れていたよ。何かもう、緒方のことなんか、どうでもいいっていうかね。


　だけど、尚人に緒方がオレにしたことは言えなかった。


　言えるはずがない。緒方があしながおじさんだから、奨しよう学がく金きんのために脱がされるのを我が慢まんしていたなんて。


　それじゃ、まるで金のために身体からだを触らせたみたいじゃないか。いや、みたいどころじゃなくて、まさにそのまんまだ。


　そんなこと、オレは尚人に知られたくなかった。


　尚人に軽けい蔑べつされるなんて、絶対嫌だよ。


「言わないと、外してしまうよ」


　尚人はそう言いながら、スルスルとそれを外してしまった。


「あ、あのさ……尚人」


　オレは昨日のことが頭に浮うかぶ。鎖さ骨こつの辺りにキスをされて、下半身にキュンときそうになったことが。


　ヤバイかもしれない。何だか尚人はキレてる感じがするし、昨日みたいなことをされたら、オレ、この場で勃たっちゃったりして。


　冗じよう談だんじゃないよ。


「えーと、それはさ、掃そう除じしてるときに何か苦しくなって緩ゆるめたんだよ。それだけだ」


「噓をついても判るんだって言ったよね？　ホントのことを言わない限り、僕は止められないよ」


「止められないって？　何を？」


　オレは尚人が何だか怖こわくなってきてしまった。どこかやっぱりキレてるよ。オレが噓をついてるからなのかな。


　いつもの尚人じゃないような気がする。


　尚人はオレの顎あごに手をかけて、上を向かせる。


「君を独り占じめにしたい僕ぼくの衝しよう動どう」


　ドキンとする。


　尚人はオレを独り占めにしたいんだ……？


　その言葉がオレの中で繰くり返し響ひびいた。まるで、それがとても嬉うれしいことかのように。


　いや、違ちがう。尚人はオレを疑ってるんだ。オレの噓うそに隠された何かを。緒方との間にあったことを知らなくても、何かを感じ取ってるんだよ。


「なあ、尚人っ。ここは社長室だろ？　こんな場所でこんなことはやめよう」


「場所がよくないのは承知だ。だけど、今を逃したら、龍平は僕の元には戻もどってこないような気がするんだ」


「そんなこと…ないよ。オレ、尚人のこと、好きだし、親友だと思ってるしっ」


「僕は君のことを親友だとは思っていない」


　ズキンと胸に痛みが走る。


　そうだとは思っていた。緒方にも言われたことだ。でも、実際に本人の口から聞くと、こんなに傷つくものなんだ。


「僕はずっと龍平が僕のことを親友だと思ってるからつらかった。僕は親友以外のものになりたかったのに」


　マズイ。尚人はだんだんブレーキがかからなくなってきている。


　さっきまで、まだもうちょっと落ち着いて話していたのに。


「尚人、昨日のことは忘れていいんだろう？　朝そう言ったよな？」


　オレは必死になって言った。


「そのつもりだった。でも……もう後戻りができないんだ。龍平だって、結局、忘れることはできないだろう？」


　そうだ。忘れたふりはしても、忘れることはできない。


「僕は龍平が好きだ」


　吸い込まれそうなくらいに澄すんだ瞳ひとみで、尚人はそう言った。


「でも、それは君が言う『友達』としての気持ちじゃない。情欲を伴ともなった感情だ」


「じょう…よく？」


　そんなふうに言われると、尚人がとても恐おそろしい人間に思えてくる。オレとふざけたり、一いつ緒しよのベッドで子こ猫ねこみたいに抱き合って寝ねたことも、全部が何か違うものに変わっていくような気がした。


「だから、君のことがいつだって心配になる。誰だれかが君のネクタイを外したんじゃないか、君の肌はだに誰かが触れたんじゃないかって……」


　あまりに図星なことを言われたので、オレは一いつ瞬しゆん、動どう揺ようしてしまった。


　尚人の目が大きく開かれる。


　オレの動揺を尚人は見み抜ぬいたんだ。


「尚人……」


　オレは慌あわてて何かフォローしようと思ったが、すでに遅おそかった。


　尚人の目つきが変化する。オレが今まで見たこともない怖い目になったんだ。


　オレは思わず目を逸そらした。それはよくないことだと思う。目を逸らしたら、尚人の言ったことが本当だって認めるようなものだからだ。


　でも、とても見ていられなかった。


　オレにそんな怖い顔をする尚人なんか見たくなかった。


「か…帰る……」


「帰さない」


　尚人は再びオレを抱だきしめた。


　身体からだが震ふるえる。尚人の身体はとても温かいのに。


　抵てい抗こうして、勝手に社長室を飛び出せばいいのかもしれない。社員の手前もあるだろうから、さすがに逃にげていくオレを捕つかまえたりはしないと思うんだ。


　だけど、どうしてもできない。まるで足に根が生えたみたいに、尚人の許しがない限り、オレはこの部屋から出ていけそうになかった。


「帰らせてくれ。頼たのむからっ」


「ダメだ。絶対帰らせない」


　尚人はオレをソファに座すわらせて、背もたれに押おさえつけた。尚人の顔が間近に迫せまる。


　唇くちびるが奪うばわれる。


　重なっただけじゃなくて、本当に乱暴に奪われたような気がした。


　オレは尚人が好きだよ。友達だけど、キスくらいしてもいいと思ってる。でも、今してるキスは何か違うよ。


　尚人の舌がオレの口の中を蹂じゆう躙りんしているみたいだ。さっき、尚人がオレのことを独り占じめしたいって言ったけど、まさにそういう感じがした。独り占めしたいから、オレの身体に誰かが触ふれたかもしれないというのが、どうしても許せないんだろう。


　オレはどうせだったら、もっと優やさしいキスがいいよ。こんなのは嫌いやだ。


　尚人の身体を押して、オレはキスから逃のがれようとした。けれども、それがまた、尚人の怒いかりに火をつけたらしい。


　尚人はオレをソファに押し倒たおし、上から覆おおいかぶさってきた。


「やめろよっ……」


「嫌だ」


　そう言いながら、尚人はオレのシャツのボタンを外し始めた。


　ヤバイって！


「大声出すぞ。誰か来たら困るだろう？」


　尚人はフッと笑った。


「出せばいい」


「いや、出せばいいって……。おまえが困るだろう？　社長室で男なんかを襲おそってるところを社員に見られたらどうするんだ？」


「襲われてる自覚があったんだ？　龍平のことだからないと思ったよ」


　尚人は揶揄からかうように言って、オレのシャツを左右に広げた。


「いくらオレだって、こんなことされれば判わかるさ」


「僕ぼく以外にも誰かにされたから？」


　尚人の口元は笑っていたけど、目は全然笑っていなかった。


「そ…そうじゃないよ……」


「はっきり言ってごらん。何があったのか、正直に言ってくれれば、僕はまだ引き返す用意がある」


　尚人はオレの首を触さわった。そして、胸にかけて撫なでていく。


　ゾクッとする。でも、それは緒方に触れられたときに鳥とり肌はだが立ったのとは違っていた。


　ヤバイ。ものすごくヤバイ。このままだと、オレ……。


「こんなふうに誰かに触られた？」


　尚人は胸を撫でる。まるで女の子の柔やわらかい肌でも撫でるように、優しい手つきで掌てのひらを滑すべらせていくんだ。


「……そんなことない」


　精せい一いつ杯ぱい、噓うそをつく。尚人にやめてほしいと思っているけど、本当のことは言えない。


　尚人はオレのこと好きだって言ってくれてるのに、奨しよう学がく金きんのために身体を触られても我が慢まんしたことを知ったら、きっと尚人に嫌きらわれてしまう。


「あっ……」


　いきなり身体に妙みような感覚が走って、オレはビックリする。


　一体、何をされたんだろう。


「乳ち首くびだよ。こんなに小さくて可愛かわいいのに、男でも感じるのかな」


　尚人はオレの乳首なんかを指先でいじっていた。


　顔がカッと熱くなる。


　それって、まるで女扱あつかいされてるみたいだ。尚人がオレのことを親友じゃなくて、もっと違う目で見ていたことは判ったけど、そこまで馬ば鹿かにされてたのかと思った。


「嫌だ。触るなよっ」


　オレは目に涙なみだを溜ためて、尚人の手を自分の胸から離はなそうとした。


　でも、どうしても上う手まくいかない。尚人に触られてる部分から快感が広がっていって、オレの力が入らないんだ。


「気持ちよさそうにしてる。ほら、先のほうが勃たってきたよ」


　尚人は指の腹で乳首を撫でている。それもまた気持ちがよくて、オレはおかしくなりそうだった。


　こんなオレは嫌だ。


　尚人にそんなところをいじられて、気持ちよくなっていくオレなんて。


「やだって……」


「じゃあ言う？　誰に何をされたかって」


　オレは首を横に振ふった。


「強ごう情じようだな。僕はもう我慢の限界なのに」


　尚人は顔を近づけてきた。また唇にキスされるのかと思ったら、場所が違っていた。尚人はオレの鎖さ骨こつ辺りに唇をつけたんだ。


「あ……っ」


　オレは下半身がキュンとなってしまった。


　さっきからすでにおかしかったけど、それこそ後あと戻もどりができないくらいに、オレの身体は見事に反応していた。


　心臓がドキドキする。


　オレ、これ以上、尚人に何かされたら確実におかしくなる。


　どうしよう、こんなところで。


　尚人はそんなオレの葛かつ藤とうなんてお構いなしに、オレの首や胸にキスを繰くり返した。そして、ずっといじっていた胸の突とつ起きにキスをした。


「ああっ……」


　オレ、こんなところで感じてる。


　ここって、社長室だ。尚人の会社で、向こうでは社員の人が働いていて……。


　それなのに、オレは尚人に脱ぬがされて、変な声出してるんだよ。


　尚人はキスどころか、舌でそこを舐なめている。その度たびにオレの身体からだはビクンビクンと震えてしまう。


　このままイッちゃったらどうしよう。


　まさかとは思うけど、ずっと尚人に刺し激げきされていたら、いつかは我慢ができなくなるんじゃないだろうか。


　尚人は胸からやがて脇わき腹ばらへと唇を這はわせていく。


　普ふ段だんならくすぐったい場所が妙に気持ちいい。オレの身体は尚人にいじられて、どうにかなってしまったみたいだ。


　不意に、尚人の手がオレの股こ間かんに触れた。


「あっ……」


「すごく感じてるみたいだね。龍平がこんなに感じやすいとは思わなかった」


「やめろよ……。触るなって」


　オレは力なく抵てい抗こうを試みるが、尚人は大だい胆たんにズボンの上からすっかり硬かたくなってるものを撫でた。


　気持ちいい。でも、気持ちよがってる場合じゃないよな。


　そうは思うけど、身体にだんだん力が入らなくなる。強きよう烈れつな媚び薬やくを飲まされたみたいに、オレは快感に酔よってしまっていた。


　このままじゃダメなことは判ってるんだけど。


　尚人はジッパーを下ろして、中に手を差し込んだ。下着をかき分けて、熱くなってるものを直じかに触ふれる。


「あ……ホントにもう……っ」


　やめてほしい。


　そこを刺激されたら、爆ばく発はつしてしまいそうなのに。


　だけど、尚人の指はじわじわとそこを撫でていくんだ。まるでオレを焦じらすみたいにゆっくりと。


　刺激されたら困るけど、そんなふうに少しの刺激だけ与あたえられるのも困る。もっとしてほしいって思ってしまうじゃないか。


　先せん端たん辺りに触れられて、身体が痙けい攣れんするみたいに震ふるえる。


　ダメだ、オレ。もう興奮しまくってる。尚人は親友だって言ってたくせに、ちょっとキスされたり、触られたりするだけで、こんなになってしまって……。


　オレもひょっとして『情欲』みたいなものを持っていたんだろうか。


　そんなはずはないと思うんだけど。


「ねえ、龍平。すごいよ。この辺り、濡ぬれてるの判わかる？」


　尚人は先端をつついた。


「イキたい？」


　何てこと言うんだ。ここは尚人の仕事場だろう？


　オレはとんでもないというふうに首を横に振ったら、尚人はスッとそこから手を離してしまった。


　尚人が顔を上げるから、目が合ってしまう。


　顔が真っ赤になるよ。オレが今、すごく物もの欲ほしそうな顔してるってのが、自分でも判るから。


「本当はしてほしい？」


　そんなこと、答えられない。確かに尚人の手に触れられるのは気持ちいいけど、だからって、してほしいだなんて言えないよ。


　尚人はオレのベルトに手をかけた。


「えっ……」


　ベルトとボタンを外され、下着もずらされる。ぴょこんと飛び出してしまったそれが何だか恥はずかしくて、オレは手で押おさえた。


「ダメだよ」


　その手を尚人に外される。


　ダメって言われても、これはオレのものだし。


　そう思っている間に、尚人は顔を伏ふせた。


　いや、伏せただけじゃなくて、何と、オレのそこにキスしたんだ。


「やめろよっ……」


　オレはビックリして、ちょっと大きな声を出してしまった。慌あわてて手で口を塞ふさいだが、尚人はまったくそのことを気にしてないようだった。


　外にオレの声が聞こえたって構わないんだろうか。


　もう、そんなことはどうだっていいみたいに、尚人はオレのそこを舐めていた。


　ドキッとする。


　そこから押し寄せる局部的な快感よりも、尚人が舐めているところを見たら、急にドキドキしてきてしまった。


　普ふ通つう、人のものなんか、汚きたないって思うんじゃないかな。それなのに、尚人は愛いとしいものを愛あい撫ぶするみたいに、そこを舐めてるんだよ。


　尚人って、オレのことをそんなに好きなのかな。それが汚いって思わないほどに、オレのことが好きなんだろうか。


　尚人はついにそれを口に含ふくんだ。


　オレは初めての感覚に、仰のけ反ぞってしまった。それほど、強い快感がオレの全身を支配していた。


　何かもう、他のことが考えられないくらい。その部分の気持ちよさしか頭にはなかった。


　強烈すぎるよ。手より舌より、ずっと……。


「や…ぁ……尚人っ」


　オレは尚人を押しのけようとしたけど、もう全然手に力が入らない。嫌いやなのか、いいのか……いや、そのどっちもか。


　気持ちいいけど、このままされてたら、オレはイッちゃうよ。それは困るからもうやめてほしいけど、気持ちいいからもっとしてほしいんだ。


　ジレンマに陥おちいり、オレはどうしたらいいか判らなかった。


　気持ちよすぎて苦しい。我が慢まんしてるけど、それがつらいよ。


　尚人が自主的にやめてくれればいいんだ。そうだ。いくら尚人がオレを好きでも、まさか口の中に出されて嬉うれしいわけないよな。だから、絶対、オレが限界を迎むかえるまでにはやめてくれるはずだ。


　だけど、尚人は一向にやめてくれなかった。それどころか、やめる気配さえなかった。一心不乱にオレのものを攻せめ立てて、まるでオレが陥かん落らくするまでやめる気はないように思える。


　そんな……。


「尚人……っ」


　オレは何とか尚人から身体を離はなしたかった。けれども、身体は痺しびれたようになって、オレの言うことは聞いてくれない。


　それに、そこを口に含まれてたら、逃にげようがない。


「た…頼たのむからっ……も…離してっ」


　切れ切れにそう言う。もっとちゃんと説得したいんだけど、これが精せい一いつ杯ぱいだ。


　無む闇やみに口を開けば、変な喘あえぎ声が出そうになる。そんな声、社長室で出すわけにはいかないよ。


　さっきは、大声を出すぞって尚人を脅おどかしたけど、オレは尚人に恥はじをかかせるわけにはいかないと思うからだ。


　もちろん、オレが恥ずかしいっていうのもあるけどさ。半分脱ぬがされて、尚人に口でされてるんだ。人に見られたら、ものすごくマズイ。


　ああ、事情を知らない人が見たら、オレ達って、そういう関係みたいだ。オレだって、そんなに抵抗してないように見えるし、合意の上でしてる、みたいな。そもそも、オレが尚人の元に押しかけてきたわけだしさ。


　それで、社長室でこーんなエッチなことをしてるなんて。


　あれこれと考えて、オレは快感から意識を逸そらそうとしたけど、どうも無理みたいだった。オレは女の子との経験どころか、付き合ったことすらなかったんだ。ソコが知ってるのは、オレの手だけなのに、他人の手で触さわられ、舐なめられ、ついには口に含まれて。


　そんな快感にオレが耐たえられるわけがなかったんだよ。


　どうしよう。尚人は離してくれないよ。オレが限界に近いってことくらいは、もう判ってると思うのに。


　イクのを我慢するって、こんなにつらいことだったなんて知らなかった。


　身体がガクガクと震え出す。


「もう…出るって……！」


　オレは涙なみだ声ごえで訴うつたえた。


　けれども、尚人は離してくれない。それどころか、一層、舌や唇くちびるで激しくそこを刺し激げきしていくんだ。


　さっき、尚人が言った言葉が頭を掠かすめた。


『イキたい？』って……。


　尚人はオレを最初からイかせるつもりだったんだ。


　尚人がキュッとそれを吸い上げた。


「あっ……っ！」


　もう限界の限界だ。オレは自分の口を押おさえながら、身体からだを仰け反らせた。


　身体の中を甘かん美びな感覚が貫つらぬいていった。


　オレ、とうとう……。


　尚人はオレが全部出し終えるまで、決して顔を上げなかった。そして、その全部を口で受け止めてしまう。


　オレの顔は涙でぐしゃぐしゃになっていた。悲しいわけじゃなかったけど、ギリギリまで我慢していたから、涙が勝手に流れていたみたいだった。


　あんなものを尚人の口の中に放ってしまったかと思うと、オレは恥ずかしくて申し訳なくて、とても尚人の顔なんか見られなかった。


　オレが悪いんじゃない、尚人が口を離さなかったから悪いんだと思うんだけど。それに、別にこれはオレが望んだことじゃないよ。尚人が勝手にオレを脱がせて、口に含んだんだ。


　だけど、それでも、尚人の口に出しちゃった事実は消えないわけだし……。


「おいしかったよ、とてもね」


「お…おいしかったって？」


　オレはビックリして、尚人の顔をまともに見てしまった。ちょうど尚人は自分の唇を舐めていたところだった。頰ほおは上気してピンク色に染まってるし、男なのにすごく色っぽい。


　美女に精気を吸い取られたような気分だ。


　おいしかったって言葉は本気なのかもしれない。本気でオレのを飲んで、尚人はおいしいと思ったんだ。


　どうしよう。


　オレ、尚人のこと好きだけど……尚人に好きだって言ってもらえて、ちょっとは嬉しかったけど、そういうのにはついていけないよ。


　キスまでだったら、ＯＫなのに。


　それとも、そんな夢見る女の子みたいなことを考えてるオレがおかしいんだろうか。いやいや、男同士で、これはやっぱりマズイよ。


　オレはまだ股こ間かんを晒さらしたままでいることに気づき、慌ててズボンと下着を引き上げようとした。しかし、それを尚人の手が押し留とどめる。


「何で邪じや魔まするんだよっ」


「まだ終わってないからだ」


「えっ？」


　何が終わってないんだろう。


　オレはキョトンとして尚人を見た。


「君は終わった気分かもしれないが、僕ぼくはそうじゃない。それくらいは判わかるだろう？」


　尚人はそう言いながら、オレのズボンと下着をそのまま下げて、足首から抜ぬき取ってしまった。


「わっ、やめろよっ」


　下半身を丸まる裸はだかにされて、オレは股間を押さえる。さんざん舐められたりいじられたりしてたのに、今いま更さら、隠かくしても仕方ないとは思うけど、やっぱり恥はずかしいからさ。


　でも、尚人はオレが隠したところにはもう用がなかったらしい。オレの両足首を摑つかむと、膝ひざが胸につくくらいに一気に引き上げた。


　オレが手で隠した部分よりもっと奥おくが尚人の目に晒される。


　あまりにビックリしたので、一いつ瞬しゆん、オレは呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに我に返って、慌あわてて片手を伸のばして、そこも隠す。


「見るなよ。こんなところ……」


「恥ずかしい？　可愛かわいいのに」


「可愛いなんて言うな。こんな格好させられれば、誰だれだって恥ずかしいだろうっ？」


　尚人はオレの質問には答えず、オレの内うち股またにキスをした。


「わっ……」


　身体がピクンと揺ゆれる。尚人はそれを見て、クスッと笑う。


「笑うなよ。とにかく、もう離せってば。こんなの、嫌いやだ」


「ごめんね。君が嫌でも、僕はもう引けないんだ」


　尚人はそう言うと、オレの片方の足首を摑んでいた手を外した。それから、オレが後から隠したほうの手を撫なでる。


「あ…あの……尚人？」


　オレは尚人が何をしたいのか判らなくて、戸と惑まどってしまう。


「判らない？　そこが龍平のいいところでもあり、残ざん酷こくなところでもあるよね」


　オレのどこが残酷だって言うんだよ。何かの冗じよう談だん？　それとも、まさか本気でそう思っていたとか。


　尚人はオレの指の隙すき間まから自分の指をねじ込ませる。


「あっ、そこは……」


　尚人はオレが隠したかったその場所を指先で撫でた。どういうわけか、身体が大げさなくらいに揺れた。まるで、そこが感じるみたいに。


　オレはやっと尚人が何をしたいのか判った。


　エッチだよ。それも本格的なやつ。


　身体にキスされたり、口でされたりしても、気づけなかった。だって、オレは男だから。


　女みたいに自分が扱あつかわれてるんだってことが、今一つピンと来なかったんだ。


　尚人はオレとセックスしたがってる。何か信じられないし、そんなの冗談だろうって言いたいけど、きっとそうじゃない。


　だって、冗談なら、尚人はここまでしない。どこかでいつものように優やさしく笑って、冗談だって言ってくれたはずだ。


　でも、尚人の指はソコを撫でている。オレの中に入れたいんだって、態度で示してるんだ。


　オレは……。


　尚人とエッチなんかできないよ。オレは尚人のことを親友だと思ってるんだから。男同士だからっていうのもあるけど、それ以上に友達と思ってる奴やつとエッチなんかできないって。


「尚人……オレ、できないよ。その、そんなこと……」


「大だい丈じよう夫ぶ。君はただ僕のすることを受け入れてくれればいい」


「いや、だから、できないってば。オレは尚人のことを親友だって思ってるんだから……」


　尚人はフッと笑った。


「君は親友の口の中でイクんだ？」


　顔がカッと熱くなる。


　確かに、そう言われれば、オレは尚人とすでに友達としてはあるまじきことをしたわけだ。


「でも、それは尚人が口を離はなしてくれなかったからだろっ！」


「いずれにしても同じことだ。あれで答えは出たんだよ。龍平は僕を受け入れてくれる。いや、君の身体は僕を受け入れる用意ができてるんだ」


「そんな勝手な理り屈くつつけんなよ……」


　誰がいつそんな用意をしたって言うんだよ。オレは断じてそんなつもりはないぞ。


　尚人の指がちょっと強めにそこを撫でている。今にもオレの中に入ってきそうだ。


「もう少しほぐそうか。龍平に痛い思いはさせたくないんだ」


　だったら、今すぐ触さわるのはやめてほしい。そんなところに入れられたら、絶対痛いに決まってるさ。


　オレは嫌だよ……。痛いのも、尚人と親友じゃなくなっちゃうのも。


　尚人は指を離し、代わりに顔をそこにゆっくりと寄せた。


「あ……！」


　指よりソフトな刺し激げきがオレを襲おそう。


　濡ぬれてて柔やわらかくて、とっても熱い。それがオレのソコを舐なめるんだ。


「や…めろ……ぉ」


　でも、尚人はやめてくれない。今更やめるくらいなら、尚人だって最初からこんなことしないだろう。


　尚人は絶対やり通す気だ。どうしよう。オレはこのまま尚人にヤラれちゃうんだろうか。


　オレは男なのに。そんなの、尚人には関係ないのかな。


　だけど、そんなところを舐めるのは、それこそオレを好きでなければできないはずだ。


　だったら……。


　尚人が親友としてではなくても、オレをそんなに好きだって言うなら、それでもいいかなと、ふと思った。


　舌が中に入っちゃいそうになるくらい、尚人はそこを舐めている。そして、オレの身体からだはその刺激によってピクピク痙けい攣れんするように動いていた。


　前の部分も勃たち上がりつつある。


　だって、オレは興奮してるんだよ。嫌だと思うより前に、尚人の舌の動きに感じてる。


　頭ではマズイとかヤバイとか思ってるのに、身体は思うとおりには動かない。尚人の言うとおりかもしれない。オレの身体は尚人を受け入れる用意をちゃんとしてるみたいだ。


　嫌だったら、逃にげればいい。逃げられなくても抵てい抗こうすればいい。


　なのに、オレはそれをしないんだ。


　尚人の指先がオレの中に入ってきた。


「痛っ…い」


　口ではそう言ったけど、そんなに痛くなかった。痛いような気はしたけど、そうじゃなくて、けっこうすんなりオレの中に入ってきたようだった。


「ごめんね。ちょっと我が慢まんして」


　尚人は優しい口調で言いながらも、決して指を抜こうとはしなかった。そして、オレも逃げなかった。


　尚人の指がオレの身体の中でゆっくり動いている。


　オレは知ってる。尚人が、長くて細くて女みたいな綺き麗れいな指をしてることを。


　あの指がオレの中に入ってるんだと思うと、身体が熱くなったような気がした。胸に何かがグッと迫せまってくるような感じだ。それと同時に、前の部分が硬かたくなってくるのが判わかった。


　指を動かされると、オレの腰こしまで揺れてくる。いや、オレが腰を動かしてるんだろうか。


「んっ…あっ……」


　オレは両手で自分の口を塞ふさいだ。


　これ以上、尚人に何かされたら、凄すごい声が出てしまいそうだったからだ。


　そんな声、もし誰かに聞かれたら困るから。


　涙なみだが目め尻じりを滑すべり落ちていく。どうして泣いてるのかも判らない。悲しいのか、苦しいのか、気持ちよすぎるのか。


　尚人はオレが涙を流してることなんか気づきもせずに、熱心にそこを刺激していた。


　オレは何かもう、ワケが判らなくなるほど、感じまくっていた。


「あぁ……」


　急にソコが広げられたような気がした。


「二本、入ってるよ。平気？」


　平気も何も、尚人は着々と準備を進めていた。オレが痛いって言ったところで、きっとやめてはくれないんだろう。


　まさに情欲の虜とりこって感じで。


　オレのほうも尚人のなすがままで、やってることといえば、喘あえぎ声を堪こらえていることだけなんだ。


　どうしよう。もう、オレも引き返せないよ。このままじゃ、治まりもつかないし。


　尚人の指がどんどんオレを追いつめていく。オレのすごく感じる部分を探さぐり当てて、追い上げていくんだ。


　初めての経験に興奮しまくって、前の部分は完全に勃ち上がっていた。尚人はその部分にも指を這はわせた。


　足なんかもう押おさえられてないのに、オレはすべてを尚人の前に曝さらけ出していた。オレの恥はずかしいところや、弱いところ。その全部を尚人に見せていた。


「好きだよ、龍平」


　尚人の囁ささやき声は、オレの胸に深く響ひびいた。


　好きだったら、何でも許せるわけじゃない。そう思う反面、オレは尚人に好きだと言われるのが嬉うれしかった。


　尚人がオレをずっと好きでいてくれるなら。


　もしそうなら、オレは尚人を受け入れられるかもしれない。


　尚人に嫌きらわれたり、避さけられたりするよりはずっといい。だって、こんなことまでして、もう後あと戻もどりはできないよ。オレが尚人を受け入れられなくて、尚人がオレから去っていくくらいなら、いっそのこと何もかも受け入れてしまったほうがいい。


　それほど、オレは尚人のことが好きだった。


　もちろん、尚人がオレを思う気持ちとは別の次元で。


　それはまるで、奨しよう学がく金きんのために緒方に身体を触られるのを我慢したのと似ていた。頭のどこかで、それは卑ひ怯きようなことだという声がする。


　だけど、どうしてもオレは尚人から離れたくなかったんだ。


　大丈夫だ。だって、オレは尚人と触ふれ合うのが好きなんだから。


　きっと尚人のことを受け入れられる。少なくとも、身体はこんなに尚人が繰くり出す刺激に反応してるんだし。


「もう……いいかな」


　尚人は独り言のように言った。言い方は疑問形だったけど、それはオレに向けた言葉ではないように思えた。


　指がオレの中から急に引き抜ぬかれてドキッとする。


「尚人……」


　名前を呼ぶと、目が合う。


　尚人はオレの不安に満ちた眼まな差ざしから目を逸そらしたりしなかった。


「君が欲ほしい……。どうしても欲しいんだ」


　その言葉もまたオレに許しを求めているわけじゃなくて、宣言しているだけだった。何な故ぜなら尚人はオレの中に入る用意をすでにしていたからだ。


　やっぱり怖こわい。


　尚人がさっきまで指を入れていたところにそれをあてがった。


　そんなの、入るわけないよ。そうだろう？


　目で必死に訴うつたえかけたけど、尚人はやめてくれなさそうだった。それをそこに擦こすりつけられ、オレはもう観念して目をつぶった。


　どうあっても、尚人はやめない。そして、オレは尚人を止められない。


　そこがヌルヌルしてるのは、尚人が限界まで我慢しているせいで、オレはそんな尚人を受け入れる以外の選せん択たくはできなかった。


「あ……っ……」


　痛みが走る。


　やっぱり痛いじゃないかとオレは思った。指での愛あい撫ぶが気持ちよかっただけに、何だか騙だまされた気分だ。


「力を抜いて。龍平、オレの言うことが判る？」


　判るけど、力なんか抜けない。どうやって抜いていいかも判らないよ。


「息を吐はいて。止めちゃダメだ」


　この際、息なんか関係あるのかと思ったけど、一応、尚人の言うとおり、息を止めていたから、ゆっくり吐いてみる。


「そうだ。楽になったよ」


　ということは、オレが痛いと思ったのと同じくらい、尚人もきつかったんだろうか。


　だったら、オレの中に入れたがらなきゃいいのに。


　尚人はオレの奥おくまで入っていく。最初はゆっくりと慎しん重ちように入っていってたけど、最後のほうはもう無理やりって感じだった。


　ともあれ、尚人はオレの中に全部を納めきってしまった。


　ぴっちりとハマってるみたいだ。まるでオレが尚人のものをくわえこんでるみたいな気持ちがして、どうも照れてしまう。


　いや、尚人が勝手に入れたんであって、オレが自ら入れたわけじゃないんだけど。


　尚人は手を伸のばして、オレの頰ほおに触れた。


　目を開けると、優やさしげな表情の尚人がいた。


「龍平の中はすごく気持ちいい。でも、僕ぼくは気持ちよくなるために、君の中に入りたかったわけじゃない。それは判るね？」


　オレは頷うなずいた。


　尚人はオレを独り占じめしたいんだ。オレの全部が欲しいんだよ。だから、こういう手段を取ったんだろう。


　オレだって……。


　尚人の身体からだに触れたかったのは、きっと似たような感情のせいだったんだろうって思う。


　よく判んないけど、オレは尚人が好きだ。これ以上ないくらいに尚人の傍そばにいて、オレは何か嬉しかったんだ。


　これで、尚人はオレのものだって気がする。


　ああ、ひょっとして、オレの中にも尚人に対する独どく占せん欲よくがあったんだろうか。


「君が好きだ。どうしようもないほど……もう止まらないんだ。君の何もかもを僕のものにしたい」


　尚人はそう言うと、身体を動かした。


　オレの中でそれが擦すれていく。


「あ…っ……っ」


　オレは慌あわててまた自分の口を押さえた。


　入れられて感じるなんて、まるで女みたいで嫌いやだった。けれども、気持ちいいのは事実で、それは喘ぎ声となってオレの口から洩もれてしまう。


「んっ……ん」


　押さえても押さえても、口の端はしから洩れていく。何でこんなに気持ちいいんだろうな。


　オレって、ひょっとして、そういう素質（？）があったとか。いや、そういうわけじゃないと思うんだけど。


　尚人が動く度たびにオレの身体はビクンと変なふうに揺ゆれた。我が慢まんできないほど気持ちいい。


　どうしよう。オレ……。


「龍平……！」


　尚人はオレを抱だきしめた。


　オレは片手で尚人に摑つかまり、もう一方の手で自分の口を押さえる。


　おかしくなりそうだ。頭の中も爆ばく発はつしそうだし、身体の中も燃え上がっているようで。


　ああ、でも、ダメだよ。このままイッたりしたら、尚人のスーツが汚よごれる。というか、この体勢もすでに何かマズイんだけど。


「尚人……離はなれて」


「どうしてっ？」


　尚人はあまりに夢中になりすぎて、オレがイキそうなのに気がついてないらしい。離れてと言われて、気分を悪くしたみたいだった。


「尚人の服、汚しちゃうから……っ」


　やっと尚人は気がついて身体を起こした。そして、スーツのポケットからハンカチを取り出し、オレのそこにかぶせるようにして握にぎった。


「イッていいよ」


　そんなふうに準備されるのも、何だか恥ずかしい。でも、そんなことに構ってられないほど、オレは高まっていた。


「尚人……っ」


　オレは尚人の手で刺し激げきされて、とうとうイッてしまった。


　遅おくれて、尚人がオレの中に熱いものを注ぎ込む。別に気持ち悪いとは思わなかったし、オレも尚人の口に出しちゃったからおあいこなんだけど、場所が場所だから、すごく変な感じがした。


　でも、オレは尚人が好きだから。


　こんなことして、親友だなんて言えないけど、それでも尚人のすることはやっぱり許せるような気がした。


　尚人はオレから離れると、後始末をする。


「こんな場所だから、龍平をあまり綺き麗れいにしてあげられない。ごめんね。初めてだったのに」


　尚人の言葉に、改めてオレはここが社長室だったことを思い出す。


　オレは赤面しながら、身体を起こす。本当は身体がちょっと痛むし、もっと寝ねていたい気分なんだけど、ここでそんなに寝てるわけにもいかないだろう。


　それに、『初めて』なんて言われたら、女みたいで嫌だ。オレは男なんだから、変な気き遣づかいはしないでほしいし、男だからこそ、気にしてほしいこともある。


　つまり、オレと尚人がした行こう為いは、普ふ通つうだったらあり得ないんだってことを、だ。


　それに、『初めて』だってことは、二度目や三度目もあるってことだろうか。それはちょっと困るよ。


　床ゆかに落ちてる下着とズボンを拾おうとして、痛みに顔をしかめる。気持ちよかったけど、やっぱり慣れない行為はオレには無理だったのかもしれない。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　尚人が代わりに拾って、渡わたしてくれる。それに足を通しながら、何だかこういうのって、カッコ悪いなあと思った。


「全然大丈夫じゃない」


　オレは思わずそう口にしていた。


　そんなふうに言ったら、尚人が可哀かわい相そうかもしれない。でも、そもそもオレは緒方のセクハラに傷ついて、尚人の元にやってきたはずなのに、どうしてこんなことをされなきゃいけないんだろう。


　よく考えると、理り不ふ尽じんじゃないか。少なくとも、オレの側からするとさ。


　もちろん、尚人には尚人のいろんな考えや思いがあったってことは判わかるんだけど。


　ネクタイを締しめてると、尚人が手伝ってくれる。そういえば、発ほつ端たんはこのネクタイだったんだと思い出して複雑な気持ちになった。


「ごめん……」


　尚人はもう一度そう言うと、隣となりに座すわり、オレの身体をそっと抱きしめた。


　悪いのは尚人じゃない。オレでもない。だったら、緒方かな、一番悪いのは。


　これからオレと尚人はどうなっていくんだろう。勢いに任せて、エッチしてしまったけど、もしかしたら尚人は後こう悔かいしてるかもしれなかった。


　オレは……。


　よく判らない。


　尚人に対する気持ちは変わってない。好きだ。エッチだって……ヤッてしまったものは仕方ないし、後悔してないよ。


　だけど、オレは尚人の恋こい人びとになんかなれないと思う。エッチも一度で充じゆう分ぶんだ。今までどおり付き合いたいし、こういう普通でない付き合いをしたいわけじゃない。


　でも、こんなふうに尚人が身体を寄せてきて、抱きしめてくれるのは嬉うれしい。もしオレが尚人とエッチしないって言ったら、こういうこともしてくれないだろうし、それどころか、きっと尚人はオレから離れていってしまうような気がする。


　今日、ちょっと離れていただけでも悲しかったのに、尚人がオレのほうを見てもくれなかったら……。


　想像しただけでも、かなりつらい。そんなの、耐たえられないよ。


　かといって、尚人を引き止めるためにエッチするのも、あまりいい方法とは言えない。だいたい、尚人はそれでいいのかな。愛がなくても平気…なわけはないと思うし。


　結局のところ、オレはどうしたらいいんだろう。判らないけど、尚人の温ぬくもりや優しさは手放したくなかった。


「君をこのまま家に連れて帰りたいよ」


　尚人のそんな呟つぶやきに、オレは慌てて彼を押おしやった。


「ダメだよ。そんなの。仕事があるんだろう？　オレ、ホントにもう帰るから」


　オレは無理して立ち上がった。


「身体からだがきついんじゃないか？　誰だれかに家まで送らせよう」


「だから、そういうのはダメだって。公私混同は絶対によくない」


　家まで送ってもらえたら楽だけど、そんなふうに甘あまえてはいられない。オレは男だし、誰かに送ってもらわないと家に帰れないわけじゃないんだ。


　それに、これからのこともあるから、オレはゆっくり一人になって考えたかった。緒方のことだって解決してないのに、本当にどうしたらいいんだろう。


「じゃあ、また明日。こんなとこまで押しかけてきて、本当にごめん」


「それはいいんだ。でも……心配だ。無理してるんじゃないか？　もう暗くなってるし、少し待っててくれれば、僕ぼくも帰るから、一いつ緒しよに……」


　尚人はオレの肩かたに触ふれた。


　オレは笑って、尚人の手を軽く握って、自分の肩から離した。


「大丈夫だって」


　本当は大丈夫じゃない感じだったけど、今のオレにはそう答えるしかなかったんだ。








　結局、オレは何の結論も出せないまま、翌日の朝を迎むかえた。


　こんなに勉強に身が入らないのも初めてだ。こんなことじゃ、トップはおろか、成績がかなり落ちてしまう。桂木学院は伊だ達てに名門高校と呼ばれてるわけじゃないから、学業レベルが高いんだよ。


　だからこそ、オレは必死になって勉強しているんだ。できれば、オレはこんなややこしいことには巻き込まれたくなかった。


　とはいえ、緒方はオレのあしながおじさんで、尚人はオレの親友だ。どちらの問題も避さけては通れない。だけど、どうしようもないじゃないかとも思う。


　教室に行くと、尚人はもう来ていて、すぐにオレに気づいて、こちらに近づいてきた。


「昨日は……」


　尚人は言いかけて、照れたような顔をした。


　いや、そんなに照れられると、オレも困るんだけど。尚人とエッチしたことがまざまざと思い出されて、頭の中をぐるぐる回ってしまうから。


「あれからどうだった？」


「それ、昨日、電話で訊きいてきたじゃないか」


　オレが帰り着いた頃ころに尚人から電話があったんだ。平気だって、ちゃんと答えたのに。


「いや、電話してから後の話だよ。あれから何もなかった？　もう痛くない？　あそこは平気？」


　あまりに事細かに訊いてくるから、オレの顔は真っ赤になる。


「あのさ、ここ、教室なんだよ。そんなこと訊いてくるなって」


　さわやかな朝の教室で、そういうこと訊かれたら恥はずかしい。いや、誰もオレ達の会話なんか聞いてないと思うし、聞かれたところで、何のことだか判らないだろう。それは判ってるが、何だか恥ずかしいんだ。


「ああ、ごめん。でも、心配だったから」


　尚人はオレに対してものすごい過保護になってるみたいだった。元々、そういう傾けい向こうはあったけど、昨日のこと絡がらみの話では、もっとすごくなってるようだった。


「もう平気だから。あんまり心配しなくてもいいよ」


　そう言うと、尚人はホッとしたような表情になった。


「よかった……。もし今でも痛むようなら、保健室に連れていって休ませようかと思っていたんだ」


　尚人は保健の先生に何て言うつもりなんだよ。まさか、本当のことは言えないだろうし。


「そんなに責任感じなくていいからさ」


「責任…じゃないよ。いや、もちろん責任は感じてるけど、僕は龍平のことが心配でならないから……」


　オレは思わず尚人の口を塞ふさいだ。


「頼たのむから、ここでそんな話はやめてくれよ」


　このままじゃ、昨日みたいに、オレのことを好きだとか言い出しそうだったんだ。いや、言わなくてもそういう雰ふん囲い気きは滲にじみ出てるしさ。


「ああ、つい……」


　そんな調子でオレはずっと尚人に心配され続けなければならないんだろうか。尚人の目がオレに向いてるのは嬉しかったが、それはちょっと嫌いやかもしれない。


「ホントにオレのことは心配しなくていいからね。今度、心配だって言ったら、オレ、尚人の腕うでをつねるから」


　尚人はそれを聞いて、クスッと笑う。


「そういうのって、恋人同士みたいでいいなあ」


「はあ？」


「可愛かわいいよ。もっと心配だって言って、つねってもらいたくなる」


　尚人って、こんな奴やつだったっけ？　いや、もっとクールな男だと思ってたんだけど。いや、優やさしいけど、表面的には落ち着いていて大人で冷静だったと思うんだよ。


　オレは眩暈めまいがしそうになってしまった。


　尚人は昨日のことでオレのことを恋人だって思い込んでないか？　完全にはそう思ってなくても、半分くらいはそう思ってるような気がしてならない。


　そうじゃないんだけど。でも、そうじゃないって、はっきり尚人には言えない。


　尚人が傷つくし、尚人がオレから離はなれていくと嫌だから。


　だけど、恋人って気持ちはないのに、尚人にそう思わせてるのも罪のような……。


　何をどうしていいやら、オレには判わからない。尚人にはっきり『これで恋人だよね』とか言われたわけじゃないし、『恋人になろう』と言われたわけでもないのに、どうやったら断れるんだ。


「どうかした？　龍平？」


「ちょっと頭が痛いなって……」


「大変じゃないか。すぐ保健室に行こう」


　ダメだ、こりゃあ。


　オレは無理やり保健室に連れていかれそうになった。もちろん、行かなかったけどね。








　放課後になって、いつものとおり掃そう除じを始める。


　今週は泣いても笑っても実験室の掃除なんだ。来週になれば、別の場所の掃除だから、緒方のことは何とかなるかなって気もするけど（でも、呼び出されてたら一緒だ）、実験室で掃除してれば、準備室からオレがそこにいるってすぐ判るもんな。


　実験室と準備室の間にはガラスがはめ込んである戸があるんだ。そこからすぐに覗のぞけるし、まさかそんな状態でオレも逃にげにくい。


　とはいえ、緒方と二人きりになるわけにもいかないから、どうにかごまかさないと。幸い、尚人が掃除が終わったら迎えに来るって言ってたから、それを盾たてに何とかしなきゃ……。


　数人で掃除を終わらせたけど、オレは一人でグズグズと流しを磨みがいていた。もちろん時間稼かせぎだ。みんなが帰って、一人きりになったところで、準備室の戸が開いた。


　もちろん出てきたのは緒方だ。


「ずいぶん熱心だね」


　褒ほめられたのか、それともイヤミを言われたのか判らない。緒方の今までの言動を思えばイヤミなのかなとも思うけど、緒方はひそかに奨学生を援えん助じよしてるくらいだから、実はとってもいい人なんだろうし、単純に褒められたのかもしれない。


「あ…あの……。まだここが汚きたないし」


「そのくらいにしておきなさい。どうせまた汚よごれるんだ」


　それはどうかなと思う。どうせまた汚れるからって放置したら、どんな場所も綺き麗れいにならないんじゃないかな。


「でも……」


「私は君に毎日放課後には来るようにと言ったね。そして、君はそれを約束した。だったら、早く終わらせたまえ」


「はい……。だけど、尚人がオレを迎えに来るから、緒方先生と話をしてる暇ひまはないなあって思ったりして……」


　緒方はジロリとオレを睨にらんだ。


「君は約束を破る気か？」


「そんなことはないです……。でも、尚人が一いつ緒しよに帰ろうって言うから。オレ、断れないし」


　緒方は視線を逸そらそうとするオレの顎あごを持ち上げた。


　オレをじっと見つめてる眼め鏡がねの奥おくの目が怖こわいよ。


「断りなさい」


　まるでオレに催さい眠みん術じゆつでもかけるように、緒方はゆっくりとオレの目を見て言った。


「昨日のこと、尚人に知られたくないだろう？」


　ドキッとする。


　そうだ。あれを尚人に知られちゃいけない。緒方にされたこと自体を知られるのもマズイけど、あれを我が慢まんしていたオレの気持ちというのも知られたくない。


　お金のために身体からだを触さわらせるオレなんて……。


「いいね？　上う手まく断るんだよ。尚人に丸め込まれて一緒に帰ったりしたら……」


　それから先は何も言わなかった。


　言われなくても判る。尚人に昨日のことを言うんだろう？　そして、奨しよう学がく金きんをストップさせるんだよ。


　オレは仕方なく頷うなずいた。


　緒方は準備室に引っ込んだけど、たぶん見張られているような気がする。オレは黙もく々もくと掃除を続けた。


　尚人にどう言えばいいだろう。どんなふうに言ったら、納なつ得とくして帰ってもらえるだろうか。


　オレが噓うそついてるとき、尚人はすぐ判るって言ってたよな。尚人を騙だませるような上手い演技なんかオレにできるわけがないし、だったら、どうごまかせばいいんだろう。


　やがて、尚人が実験室にやってきた。


「まだ掃除してたのか」


「あ……うん。もう少しかかりそうだから、先に帰ってていいよ」


　後ろめたくて、尚人の目が見られない。そういうところが噓をついてるって、すぐバレてしまうのかもしれないな。


「何を言ってるんだ。龍平が掃除しているなら、僕ぼくは手伝うよ。この間もそう言ったろう？」


　そうだった。じゃあ、他の言い訳を考えないと。


「でも、さっき、先生の手伝いを頼まれちゃったから。あ、緒方じゃないよ。他の先生」


　ちょっとわざとらしいと思いつつも、オレは付け加えた。尚人は緒方のことを警けい戒かいしていたから、そう言わないと、追つい及きゆうされると思ったんだ。何しろここは緒方の領地みたいなもんだしさ。


「……龍平。もしかして、僕と帰るのが嫌になったとか……」


「えっ？」


　予想外の反応にオレは驚おどろいて、尚人の顔を見た。


「昨日のこと、僕が強ごう引いんだったから嫌になった？　君が僕を受け入れてくれたと思ったから、すっかり有う頂ちよう天てんになっていたけど、もしそうじゃないなら、はっきり言ってくれ」


　尚人がつらそうな顔をするから、オレは思わず尚人の肩かたに手をかけた。


「そんなことないよっ。オレ、尚人が嫌だなんて思ってない！」


　それは本音だったから、まっすぐ尚人の目を見てそう言った。


「本当に？　僕を避さけてるわけじゃない？」


「違ちがう。ただ、今日は本当に遅おそくなりそうだから……。昨日、仕事中に邪じや魔ましちゃったし、今日は尚人にちゃんと仕事をしてほしいんだ」


　本音半分、噓半分だけど、尚人はどうやらオレの言うことを信用したらしい。顔が明るくなってきた。


「よかった。君に嫌きらわれたら生きていけないから」


　そんなオーバーな…と思ったけど、オレも尚人に嫌われたら生きていけそうにないから、こうやって、必死でごまかしてるんだ。


「じゃあ、明日は会えるかな」


　そういえば、明日は土曜で休みだったんだ。


「あ、うん。尚人が忙いそがしくないなら」


「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ。それなら、明日、うちに来て。一緒に勉強しよう」


「うん」


　勉強ならどうせ家でもするし、尚人の家でするのも同じことだ。尚人に会うこと自体は嬉うれしいことだから、よく考えもせずにオレは頷いた。


　尚人はいきなりオレをギュッと抱だきしめた。


「えっ、ちょっと……」


　こんな場所でいきなり抱きしめないでほしい。緒方だって見てるのに。


「大丈夫。誰だれも見てないよ」


　いや、見てるってば。


「龍平。嬉しい！」


　よっぽど嬉しかったのか、尚人はオレの額にキスをした。さすがに唇くちびるにするのはマズイと思ったんだろうか。額でも充じゆう分ぶんにマズイけど。


「尚人！　こんなところで……！」


「ごめん。嬉しすぎて止まらなかった」


　尚人はオレから離はなれながら照れたように笑った。


「気持ちは判わかるけど、頼たのむから学校ではするなよ」


「判った。学校ではしない」


　学校では……か。まさか、家ではするってことだろうか。


　よく考えたら、学校で我慢するなら、家ではするだろう。しかも、オレは尚人のこと嫌じゃないとか何とか言ったような……。


　もちろん、尚人のことは嫌いじゃないし、大好きだ。でも、それは前と同じ、友達としての話なんだ。


　そこのところが尚人に上手く伝わらないから困る。


　明日、尚人の家に行ったら、エッチされちゃうのかな。普ふ通つう、ああいうことがあった後に行くんだから、エッチするのは当たり前かもしれない。どうもオレはそういうことに頭が回らないから、思いつかなかったけどさ。


「でも、先生の手伝いって、まさか昨日みたいにネクタイが歪ゆがむようなことじゃないだろうね」


　思い出したように、尚人は突つっ込みを入れてきた。


「そうじゃないよ。ていうか、昨日もそういうんじゃないんだから。尚人の考えすぎだってば」


　オレはなるべく噓をついてないふりを懸けん命めいにした。


　噓だって断定されちゃうと、とんでもないことになりそうだったからだ。


「そうかな……。僕は君のことが好きすぎて、どうも変なんだ。過か剰じように心配になってしまうんだよ」


　過剰なのは、自分でも判ってたのか。だけど、それでごまかせるのなら、ありがたいよ。


「そうだよ。尚人、心配しすぎなんだって。オレのこと、尚人以外の誰がどうこうするって言うんだよ。あんなことするのは尚人だけだ」


　オレはきっぱりと断言した。


　何かすごい噓つきになった気がしたけど、尚人に嫌われないためなら、オレは何でもするよ。


「判った。じゃあ、今日は先に帰る。気をつけて帰るんだよ」


「尚人も。仕事、頑がん張ばって」


　それに微ほほ笑えんで頷くと、尚人は実験室を出ていった。


　オレは尚人を見送って、ふーっと溜ため息いきをつく。冷や汗あせかきそうだよ。噓をつくって、なかなか大変だよな。


　準備室の戸が開く音がする。


　そうだ。ここにも問題が残っていたんだ。


「そろそろ掃そう除じはやめにして、こちらに来たまえ」


　オレは口元に笑みを浮うかべている緒方をちらりと見て、もう一度、溜息をついた。








「尚人が君のことを気に入ってるのは判っていたが、そういう関係だったとはね」


　オレが準備室に入って、昨日のソファに座すわったところで、緒方は意味ありげにそう言った。


「そういう関係って何ですか？　オレ達は別に……」


「しらばっくれるつもりか？　私はちゃんと見てたんだよ。尚人が君の額にキスするのを」


　やっぱり見られていたのか。覗のぞき見なんか悪あく趣しゆ味みだと思ったけど、見られてしまったのは仕方ない。


「あれは親愛の情のキスっていうか……。尚人とオレはずっと親友だったから、別に深い意味はないんです。そりゃあ、人から見たら、おかしいって思われるから、あまりしないけど」


　自分でも無茶苦茶なことを言ってると思ったけど、とにかくごまかすことが先決だったから、オレは尚人とは何でもないことを強調した。


　少なくとも、オレが尚人とエッチなことしたって、知られなければいいわけだしさ。


「まあ、君がそこまで言うなら、そういうことにしておいてやってもいい」


　オレはホッとした。緒方に追及する意思がないなら好都合だ。


「その代わり、脱ぬぎたまえ」


「えっ」


　いきなり脱げだなんて言われても。すごく困るんだけど。


「昨日の続きだよ」


「で、でも……」


　昨日はすごくヤバい状じよう況きようになって、やめてくれるならって、毎日放課後ここに来る約束したけど、何もあの続きをしていいとはオレは言わなかったと思う。


「困ったな。嫌いやだとなると、尚人が君にキスしていたことを誰かに喋しやべってしまいそうだよ」


「それは……！」


　オレは驚いて顔を上げた。


　緒方はニヤニヤ笑っている。こんな卑ひ怯きような奴やつにオレは奨しよう学がく金きんをもらってたなんて……。もしかして、緒方はいい人だから奨学金を出してるんじゃなくて、裏でこういうことをしたいから出してるのかもしれなかった。


　でも、もらったものは今いま更さらどうしようもないじゃないか。四月から半年間、もらい続けていたし、たとえば今になって返せと言われても、オレには返せない。


「上だけでいいよ。脱ぎなさい」


　緒方は少し柔やわらかい口調で言った。


　相手に乗せられてるような気もしたが、上だけならいいやって思ってしまう。どっちみち、オレは緒方には逆らえないよ。二重にも三重にも弱味を握にぎられてるんだから。


　オレはブレザーを脱ぎ、ネクタイを取った。それから、シャツのボタンを全部外して、緒方の顔をそっと見上げる。


「そんな可愛かわいい顔をして見られたら、今すぐ犯おかしたくなるな」


　緒方はずいぶん物ぶつ騒そうなことを言った。


「教え子をレイプするんですか？」


　オレはちょっと挑ちよう戦せん的に言った。緒方の良心に訴うつたえる作戦だ。


「生あい憎にくレイプは好きじゃない。私が君をねじ伏ふせるのなんて簡単すぎるからだ。私は嫌がる相手をその気にさせるのが好きなんだ」


　だとしたら、オレがその気にならなければ済むことだ。オレは少しホッとしたけど、まだ危機的状況が去ったわけじゃない。


　緒方はオレにソファに横になるように指示をした。


　オレ、このままここにいていいのかな。緒方はオレの身体からだを狙ねらっているのに、むざむざ相手に隙すきを与あたえるようなことしてさ。


　でも、オレはどうしても緒方の指示に従うしかなかった。


「君は尚人が好きか？」


「好きです。親友として」


「親友ねえ。尚人はそんなことは望んでないと思うがね」


　緒方はそう言いながら、オレの胸を掌てのひらで撫なでた。


　嫌だ。尚人にされたのと同じようなことを緒方にされるのは。


「あっ……」


　思わず声が出たのは、緒方がオレの乳ち首くびなんかを指で転がし始めたからだ。


「やめてくださいっ」


「ココが感じるのか？　すでに開発済みの場所なんかつまらないが、これはこれで面おも白しろいか」


　緒方はオレが嫌がってるのを承知でそこを指で刺し激げきする。


　そんなところ…とは思うけど、オレは昨日尚人にされたことを思い出してしまって、どうにもダメだった。


　思い出さなきゃいいんだろうけど、昨日のことだし、強きよう烈れつな思い出だから。


　でも……。


　オレは尚人だから感じたんだって思ってたけど、緒方にされても感じるんだろうか。そんなの、話が違ちがうじゃないかと、オレは自分自身の身体に言いたかった。


　緒方の指なんかに感じたくない。


　尚人だから……尚人がオレの大事な親友だから、刺激に応こたえられたと思うのに。


　ひょっとして、オレって、相手が誰だれでもいいわけ？　どんな男でもＯＫなわけ？


　そんな馬ば鹿かなと思うけど、実際に何だか気持ちいいし、これを気のせいとは決して言えなかった。


　どうしよう。オレ、自分が知らないうちにホモになってたんだろうか。


　いやいや、男が好きな男でも、誰にされても感じるってことはないはずだ。じゃあ、緒方にされても感じてるオレは何なんだよ。


　このままじゃ、緒方のいいようにされてしまう。


　でも、そんなわけにはいかない。尚人が悲しむよ。尚人のためにも、オレは耐たえなきゃいけない。


　オレは感じない。感じないったら感じない。絶対感じないんだから。


　オレは何かの呪じゆ文もんのように頭の中で感じないと繰くり返した。そうすることで、願いがかなうような気がして。


「必死で我が慢まんしてるところが可愛いね。そんなことしたって、君が感じてるのはすぐ判わかるんだ」


　緒方は片方の手をオレの股こ間かんに触ふれさせた。


「嫌だ！　触さわるな！」


　触っていいのは、オレだけだ。……百歩譲ゆずってオレと尚人だけだ。緒方なんかに触られたくないよ。


　緒方はフッと笑って、そこを撫でた。


「立派に硬かたくなってるよ。いくら君が触るなと言ったところで、君の身体はそう言ってない。それどころか、私に触られて喜んでいるようだ」


「そんなことない！　オレは嫌なんだよ……本当にっ」


　オレの目から涙なみだが出てきた。


「おやおや。もう泣き落としに入ったのかい？　今日はちょっと早すぎるよ」


　泣き落としと言われて、オレは恥はずかしくなる。泣き落とすつもりはなかったけど、昨日は泣いて許してもらったんだし、そう思われても仕方なかったかもしれない。


　泣き落としが卑怯という以前に、緒方のしてることのほうがよっぽど卑怯なんだから、オレが恥ずかしがることはないんだろうけど。


「正直になりなさい。本当はもっと触ってほしいんだろう？」


　片手でオレの胸の突とつ起きをいじり、もう片方の手で同じくオレの股間を撫でる緒方は、とんでもなくいやらしい男に見えた。


　とんだセクハラ野や郎ろうなんだし、いやらしくって正解なんだが、そんないやらしい男に触られて、感じたりしてるオレは最低な奴だと思った。


「もう……やめてください」


　オレは弱々しく呟つぶやいた。


　感じてるけど、緒方には触ってほしくない。尚人だったら許せるけど、緒方にはダメなんだ。


「噓うそをつくのはよくないな」


　緒方は机の引き出しからビニール紐ひもを取り出してきた。


「知ってるかな？　こんな細い紐だけど、これは意外に強いんだよ」


　それがどうしたって言うんだろう。そんな紐が強かろうが弱かろうが、オレには関係ないよ。


　そう思いながらボンヤリしていると、緒方は強い力でオレの手首をねじ上げ、あっという間に後ろ手にくくってしまった。


「何するんですかっ」


「大したことじゃないよ。ちょっとしたお遊びみたいなもんだ」


　緒方にとってはお遊びみたいなものでも、オレにとってはそうじゃないかもしれない。だいたい、手の動きが封ふうじられたら、緒方のいいようにされてしまってもおかしくないよ。


「さて、これからがお楽しみだ」


　緒方は自分だけいかにも楽しそうに言った。


　そして、オレのズボンに手をかけ、とうとう下半身を裸はだかにしてしまった。靴くつ下したと上うわ履ばきまで脱ぬがせる念の入れようで、オレは本当にシャツ一枚になったんだ。


「こんなに反応していたら、苦しかったんじゃないのかな」


　緒方はオレの股間をじろじろと見て、そう言った。


　余計なお世話だ。だいたい、誰がこんなふうにしたんだと言いたいけど、感じたんだろうとか突つっ込まれると嫌いやだから黙だまっておく。


　何しろ、今のオレは手が動かせないんだ。下へ手たなことを言って、緒方を怒らせでもしたら、レイプは好きじゃなくても気が変わるかもしれないじゃないか。


　それを想像して、ゾッとする。


　尚人にされたようなことを、緒方には絶対にされたくない。尚人でギリギリＯＫだったんだ。


　緒方になんか……。


　とにかく、これ以上、オレが感じなければいいんだ。何とかして我慢して、このピンチを切り抜ぬけなきゃ。


　オレが決意を固めていると、緒方はまたまた引き出しから何かを取り出した。


「とりあえず、これで君を可愛がってあげよう」


　緒方がオレに見せたものは絵筆だった。


　何でそんなものがここにあるんだ…と思ったが、あるものは仕方ないだろう。緒方は筆で何をする気なんだろう。まさか、それでオレの身体に絵を描くつもりじゃないだろうな。


　オレの頭の中に、人間の身体にペインティングするアートみたいなのが浮うかんだ。


　だが、緒方は絵の具をつけずに、それをオレの首の辺りにスッと下ろした。


　くすぐったさに身をよじる。


　まさか、こうしてくすぐる作戦なのか。くすぐられてると、変な約束なんかしてしまいそうだな。気をつけないと、オレ、そういうのには弱いから。


　緒方はその筆先をオレの胸へと滑すべらせていく。


「あっ……」


　乳首を筆で撫でられている。それは自分で見ると、すごく恥ずかしい光景だった。


　だって、オレ、男なのに。ここが感じるんだろうっていうふうに筆で撫でられたら、恥ずかしくないわけがないよ。


　でも、実際、そこを撫なでられると、ソフトな刺し激げきでちょっと気持ちいいんだ。どうやら、緒方はくすぐる作戦じゃなくて、こんなふうに刺激する作戦らしい。しかし、その罠わなに見事にかかってるオレってば……。


　余計に恥ずかしくて、妙みように興奮してきてしまった。いや、興奮してる場合じゃないって。


「気持ちいいんだろう？　平気なふりをしたって判るよ」


　緒方はオレの股間を見て言った。


　確かにさっきより元気になってるかもしれない。でも、それはこの異常な状じよう況きように興奮してるだけで、刺激に対する気持ちよさで元気になってるのとは違う…かもしれない。


　オレは感じてないんだと、自分に暗示をかけようとした。


　そうだ。こんなの、ちょっとくすぐったいだけなんだ。それを気持ちいいと身体からだが勘かん違ちがいしてるだけで。


　オレは感じてない。筆なんかに感じないよ。


　筆はオレの両方の乳ち首くびを丁てい寧ねいに撫でる。そこがやたらと敏びん感かんになってきていて、昨日、尚人が言ったみたいにそこが勃たってきてるんだろうなと思う。


　緒方にこういう姿を見られるなんて、それだけでも恥ずかしいのにさ。


　筆はやがて移動していった。脇わき腹ばらやヘソの周りなんてのは、どっちかっていうと、くすぐったい場所だと思うんだけど、さんざん胸を撫でられてたオレは、そこでさえも感じるような気がしてきた。


　いや、そんなの、きっと気のせいだ。


　オレは断固として感じてないってば。


　緒方は筆を腰こしから太ふと腿ももへと滑らせていく。何だか大事なところをはぐらかされた感じがして、ちょっと物足りなく思う。


　違う。ここは物足りなく思うところじゃなくて、ホッとするところじゃないか。オレは何も股間を筆で刺激されたいわけじゃないんだ。


　緒方はオレの太腿の間にスッと筆を差し込んだ。


「あ……っ…」


　身体が今までになくビクンと大きく揺ゆれた。


　瞬しゆん間かん、尚人の顔が脳のう裏りに浮かぶ。


　社長室で尚人に愛あい撫ぶされたときのことを思い出したからだ。あのときも、こんなふうに身体が勝手に揺れて、どんどん気持ちよくなっていったんだ。


　いや……ダメだ。今はあんなふうに気持ちよくなっちゃダメなんだ。今、オレの身体を刺激してるのは尚人じゃなくて、緒方だからだ。


　いっそのこと、尚人だったらよかったのに。


　尚人とだって、二度も三度もあんなことはしないと思ったけど、それでも、尚人が相手だったら、気持ちよくなってもよかったんじゃないのかな。


　とにかく、今は感じたらダメだよ。緒方の思うツボってことになってしまう。それこそ、昨日の社長室でのことみたいになってしまったら……。


　尚人に悪いよ。尚人がその事実を知らなくても、そんなのは嫌だ。


　筆はオレの内うち股またを撫でている。足の付け根ギリギリのところだ。


　ああ、その上のほうを撫でてもらいたい。……なんて考えちゃダメだってば。でも、あと少し。もう少しだけ上のほうに刺激が欲ほしくなる。


　身体がワケもなく震ふるえ出す。焦じれたみたいに。


「ほら、お待ちかねのものだよ」


　緒方は筆を勃ち上がってるものに触ふれさせた。


　根元のほうからスッと筆を滑らせて、そこを撫でる。そして、先せん端たんに触れたとき、オレの身体は陸に揚あげた魚みたいにピクンと跳はねた。


「ここがいいのかい？　ずいぶん濡ぬれてるようだね。筆が湿しめってきたよ」


　わざと緒方は先端辺りをくるくると筆で撫でる。


　オレはギュッと目をつぶった。


　気を緩ゆるめたら、変な声が出そうだったからだ。筆ごときで喘あえいだりしたら、オレの恥はじだよ。しかも、緒方なんかが刺激してるのに。


　そのうちに、身体が勝手にガタガタと震えてくる。


　感かん極きわまってるのに、我が慢まんしているから。


　どうしよう、オレ……。


「降参したら楽になれるよ。我慢していても仕方ないと思うがね」


　緒方はオレを誘ゆう惑わくするように甘あまい声をかけた。


「降参なんかしない……っ」


「強ごう情じようだね。まあ、私は君のそういうところも可愛かわいいなんて思ってしまうんだけど」


　緒方はそう言いつつ、手を抜くようなことはしなかった。勃ち上がってるもの全体を丁寧に筆で刺激して、ひたすらオレが降参するのを待っていた。


　緒方はしつこい奴やつだったらしい。今までの授業での質問攻めのことを考えると、何となく頷うなずけるが、頷いたところでどうしようもない。


　問題はオレがどうやってこの危機的状況から脱け出せるかだ。


　せめて手が縛しばられてなければよかったのに。


　いや、縛られてなくても、オレには弱味がある。結局、オレは緒方には逆らえないんだよ。嫌だけど、もうどうしようもないんだ。


　このまま快感に流されそうになる。もうそれでもいいかな…と思い始めたとき、尚人の悲しげな顔がオレの頭に浮かぶ。


　ダメだ。尚人が可哀かわい相そうだ。緒方の思うとおりになったら、オレも可哀相だけど、それより尚人が可哀相なほうが嫌だ。


　オレの身体はもちろんオレのものだよ。でも、一度は尚人を奥おく深ふかくまで受け入れたんだ。尚人にだって、少しくらい所しよ有ゆう権けんみたいなものがあるんじゃないかな。なかったとしても、オレは緒方にそんなものを捧ささげる気は毛頭なかった。


　奨しよう学がく金きんは欲しい。けれども、ここで緒方に降参するのは間違ってる。


　ああ、何かもう気持ちよすぎて苦しいよ。いくら意識を逸そらそうとしても、耐たえられない。でも……でも、我慢しなきゃ。


「そろそろ降参したほうがいい。いつまでも我慢しても仕方ない」


　オレは歯を食い縛って、首を横に振ふった。


　我慢しても仕方ないことはないよ。少なくとも、オレにはそうする意義があるんだから。


　緒方は溜ため息いきをついた。


「何て強情な子なんだろうね。でも、そこがいいんだから、今日はサービスしておこう」


　筆の感かん触しよくがそこから消えた。と思ったら、今度はそこを手で握にぎられたんだ。


「嫌いやだ。やめろ…っ」


　オレの声はほとんど泣き声だった。それくらい嫌だったし、オレは本当に限界まで我慢していたから、緒方の手でイかされる恐きよう怖ふを感じたんだ。


「あっ……あっ」


　緒方はそこを刺激していく。もちろん筆なんかよりずっと大きな刺激だ。我慢しようとしても、それは無む駄だでしかなかった。


　たちまち、オレは緒方の手で高みへと昇のぼらされてしまった。


　涙なみだがボロボロと零こぼれていく。


「そんなに泣くことはないだろう。せっかく気持ちよくしてあげたのに」


　緒方はオレが泣いたことが不満だったらしい。オレの手を解放しながらそう言った。


「こんな……縛られて、無理やりされるのが嫌じゃない奴なんていない」


　オレは泣きながら、そう言った。緒方に対して、反はん抗こう的な言葉を言わずに済ませようとしたけど、どうしてもできなかったんだ。


「そうかな？　いずれにしても、私はこういうやり方が好きなんだよ。龍平君にはじっくり付き合ってもらうから、そのつもりで」


　緒方の言葉は、オレを更さらなる地じ獄ごくに突つき落とした。








　翌日の土曜日。


　オレは尚人の電話で叩たたき起こされた。


　時間を見れば、まだ八時。もしかして、今日は会えなくなったって断りの電話なのかなって、思った。


　緒方とのことが心に重くのしかかっていたオレとしては、できれば尚人とは会いたくなかった。尚人を裏切ったつもりはないけど（それ以前に、オレと尚人は恋こい人びとじゃないし、何かの約束をしたわけでもない）、結果的に尚人が知ったら悲しむようなことになってしまったからだ。


　もちろん、オレにはあれ以上どうしようもなかったし、あれで放ほう免めんされたんだからいいやって気もするんだけどさ。


『龍平？　どうしたんだ？』


　尚人からの電話だと判わかって、受話器を持ったままボンヤリとしていたオレの耳に声が響ひびいた。


「あ、ごめん。オレ、起きたばっかりでさ」


『えっ、じゃあ、僕ぼくが起こしてしまったんだ？　こっちこそごめんね』


「それはいいんだけど……。えーと、今日、何か都合悪くなった？」


『そんなことないよ。ただ、龍平は何時に来るのかなあと思って』


　どうやら、会えなくなったどころか、いつ会えるのか楽しみにしてるってところだろうか。いや、オレも尚人に会うのは嬉うれしいんだけど、昨日のことがあるからなあ。何となく顔を合わせにくいっていうかね……。


「いつが都合いい？」


『いつでも！』


　尚人の即そく答とうにオレは苦笑した。


　嬉しいような照れるような何とも言えない気分だ。だって、尚人はいつもオレをどこか遠ざけていたようなところがあったからだ。


　中学の一年頃ごろは、一いつ緒しよのベッドで寝ねるくらいの仲良しだったのに、いつの間にか、傍そばにいるのにオレをはぐらかすようなところがあった。それが何のためだったのか、今のオレには何となく判るけど、尚人とオレの間にあったものがあの社長室での出来事で消えてしまったんだろうと思う。


　尚人は前よりずっと親密な情をオレに寄せてくれてるみたいだ。オレも緒方のことがなかったら、それがもっと嬉しかったと思うんだけど。


　そして、尚人が寄せてくれてるのが、友達としての気持ちなら、もっと嬉しかったのに。


『ねえ、よかったら迎むかえにいこうか？』


　尚人はいきなりそんなビックリするようなことを言った。


「はあ？　何で？」


　ホントに何で尚人がオレの家まで迎えにいこうだなんて思うんだ。尚人の家が目的地なんだから、オレが行けばそれでいいじゃないか。それに、オレは女じゃないんだから、わざわざ迎えにこなくても、一人で行けるよ。


『早く龍平に会いたいから』


　オレは受話器を持ったまま、赤面してしまった。


　尚人って、ホントはこういう奴だったのか。オレはいつも冷静で落ち着いた尚人ばかり見てきたから、不思議でならない。


　何ていうか、オレがただの尚人の友達だったら、きっと一生知ることのない面だったんじゃないかな。ほら、恋人には甘あまえたりする奴でも、友達にはそんな顔は見せないじゃないか。


　尚人の中では、オレはもう完全に恋人なんだろうか。オレはそうじゃないつもりなんだけど。


「午前中には行くから。えーと、十時くらいになるかな。うちの母親、仕事に行ったから、いろいろ家の中のことをやらなきゃいけないんだ。だから、尚人はうちに来なくていいよ」


　オレはやっとそう言った。本当は午後からのつもりだったけど、そんなに尚人を待たせるのは悪い気がしたんだ。でも、友達の家に遊びにいくのに朝十時は早すぎるよなあ。


『判った。十時くらいね。お昼、何がいい？　龍平の好きなものを用意するよ』


「えっ？　昼には帰るつもりだけど」


『……』


　いきなり尚人が黙だまってしまうから、オレはうろたえた。何か悪いことを言って、尚人の気分を害したのかと思って。


「あの……昼に帰ったらダメだった？」


　オレは恐おそる恐る尋たずねた。


『僕がワガママなのかな。長い時間、君と過ごしたいなんて思うのは』


　ドキッとするようなことを尚人は言う。


　どうでもいいけど、尚人はどこで電話してるんだろうな。部屋の中にも電話があったから、あそこからだろうか。他の人に聞かれたら、ホント、赤面ものだよ。


　オレは母親が出かけていてよかったって思った。電話しながら真っ赤になってるなんて、女の子とデートの約束してるのかと思われてしまいそうだ。


「でも……勉強しにいくだけなんだけど」


　オレは小声でそっと言った。


『もちろんだ。龍平の勉強の邪じや魔まはしないよ』


　尚人はそう答えたけど、オレはそれを信用していいのかな。尚人はそのつもりでいても、二人きりでいたら、どうなることか……。


　それが嫌なら、尚人の家に行く約束なんかしなければよかったんだ。でも、約束してしまったものは仕方ないよな。あのときは約束するしかなかったって思うし。


　何だか頭の中はもういろんなことでいっぱいになってしまってる。緒方のことだって、どう解決していいか判らないしさ。


　せめて、どっちか一つの問題なら、オレもこんなに悩なやまずに済むのに。


　いつまでもこんな状態なら、勉強が遅おくれるばかりだ。オレは毎日勉強のノルマみたいなものを決めていて、それを達成しなきゃいけないことにしてるんだけど、ここ数日は尚人と緒方の問題で勉強が手につかなかったんだ。


　いや、勉強してないのを人のせいにしちゃいけないよな。要はオレに集中力がないからなんだ。


『龍平、好きだよ』


「いきなり電話で何を言い出すんだよ、尚人！」


　ドキッとするどころじゃない。心臓が飛び出すかと思った。それくらい、尚人の声はオレの耳に色っぽく響いたんだ。


『急に言ってみたくなったんだ。じゃあ、十時に。待ってるね』


「ああ、十時になっ」


　オレはもうドキドキしながら電話を切った。


　もう、尚人の奴やつってば。


　人から好きだと言われて嬉しくない人間はいないと思うし、実際、オレは尚人からそう言われて、舞まい上がってしまってるんだけど……。


　本当にそれでいいのかな。オレと尚人の気持ちの違ちがいみたいなものを、いつまでも、このままにしておいちゃいけないと思うんだけど。


　でも、尚人に好きだとか言われると、照れながらも嬉しいんだ。そんな場合じゃないのにさ。


　オレって、今まで自分では気づかなかったけど、実は現実問題から目を逸そらす性格だったのかもしれない。


　そんなふうに思いながら、オレは着き替がえるべくパジャマを脱ぬぎ捨てた。








　約束の十時に尚人の家に行くと、尚人は門のところで犬と戯たわむれていた。


　もしかして待っててくれたんだろうか。迎えに来られるよりはいいけど、そんなに楽しみにされてると、ちょっと困るな。


　だって、オレは尚人の期待に添そうような付き合いをしようとは思ってないから。思ってなくても、してしまうことはあるかもしれないけど。


　尚人はすぐにオレに気づいて、笑え顔がおで立ち上がった。


「龍平、待ってたよ」


　本当に待ってたんだ……。


　オレはちょっとジーンときてしまった。


　社長室での出来事以来、尚人はオレを好きなことを隠かくそうとしない。こんなにストレートにオレのことを好きだって表してくれるんだ。


　少々複雑ながら、やっぱり嬉しいよ。


　オレはそのまま尚人の部屋へ直行した。尚人の両親がオレの母親みたいに土曜でも仕事ってわけじゃないと思うけど、家にはいないらしい。


　ここの家はちょっと変わってるからね。とはいえ、人の家のことはそれぞれだから。尚人も休日に両親がいないからって、別に淋さびしい歳としでもないだろうし、家事をやってくれるメイドさんもいるみたいだから、全然不自由もしてないと思う。


　部屋に入ってドアを閉めると、オレはいきなり尚人に抱だきしめられた。


「あ……尚人！」


　オレは尚人の胸に顔を押おしつけられながら慌あわてた。もっとも、慌てても仕方ないし、別に誰だれにも見られてないから、そんなに慌てる必要もないんだけど。


「ごめん。どうしても我が慢まんできなくて」


　謝あやまりながらも、尚人はまだオレを離はなす気はないようだ。尚人の情熱はどうやら歯止めが効かないほど突つっ走ってる最さい中ちゆうらしい。


　こんなふうに二人きりで抱きしめられたらマズイことになりそうだ。それは判わかっているものの、オレは尚人を突き放せなかった。


　そんなことをしたら尚人が傷つくというのと、やっぱりこんなふうに尚人と触ふれ合うことがオレは好きだったからだ。


　ああ、これじゃ、いつまで経たっても、オレは尚人に引きずられていくばっかりだ。本格的に尚人の恋こい人びとになる覚かく悟ごがあるならともかく、そうじゃないのなら、はっきり言ったほうが、お互たがいのためなのに。


　オレはどうしてもそんな選せん択たくはできなかったし、したくなかった。


　尚人がただオレを抱きしめるだけだったらいい。エッチしたくならないなら、オレは尚人の恋人ってことになったっていいんだけど。


　だけど、尚人はそんな関係を望んでいるわけじゃなかったし、そうは上う手まくいかないだろう。


「尚人……勉強するんだろ？」


　オレはそっと声をかけた。


　そうしないと、尚人は次の行動に移ってしまいそうだったからだ。たとえばキスとかさ。どうしても、そっちのほうに頭が行ってしまうのは、何だかオレが期待してるみたいだよな。


　もちろん、オレは期待なんかしてないよ。ただ、ふとそう思っただけで。


　オレは頭の中で一いつ生しよう懸けん命めい、自分自身に向かって言い訳を考えていた。


「そうだね。でも、もう少しだけ」


　尚人はまだオレを離したくないみたいだ。オレも尚人に抱きしめられてるうちに、その体温に馴な染じんできてしまう。


　昔、ベッドで尚人と抱き合って眠ねむったことを思い出す。あの頃ころの幸せな気分がこうしていると甦よみがえってきて、妙みようにうっとりしてくる。


　オレはやっぱり尚人が好きなんだなあ。


　本当はそんな呑のん気きなことを思ってる場合じゃない気もするけどさ。


「ごめん。ちょっとだけ」


　この頃、尚人はオレに謝ってばかりいるなあと思ったが、すぐに尚人が唇くちびるを近づけてきたから、そう言った理由に気がついた。


　尚人の唇がオレの唇に重なった。


　ちょっとだけ、と言いながら、ちっともちょっとじゃない。最初はほんのちょっとだけ重なったけど、二度目はもうずっとキスしっ放しだ。舌も入ってるし、ずっとそんなことされてると、オレもだんだん変な気分になってくるんだ。


　おとなしくキスされてちゃダメだろうとも思うんだけど、何しろ、オレは尚人が好きだし、尚人が悲しむことはしたくないし、尚人とキスしていても生理的嫌けん悪おとかは感じないんだ。だったら、ついおとなしくキスもされたくなるよ。


　変な理り屈くつでキスを受けながら、オレはだんだん尚人の気持ちが盛り上がっていくのを感じた。いや、キスに熱がこもってきたんだ。舌を絡からめて吸い上げられて、オレのほうまでおかしくなっていくような気がした。


　オレは尚人の胸を押した。もうやめろという合図だ。


　尚人は一いつ旦たん唇を離すと、名な残ごり惜おしそうにもう一度オレの唇をペロリと舐なめた。


「べ、勉強しようか……」


　オレは尚人から目を逸らすと、そう言った。じっと顔を見つめたりしたら、尚人のペースにはまってしまいそうだったからだ。それくらい、尚人のキスは情熱的で、オレに誘さそいをかけてるみたいだったんだ。


　ソファに座すわって、テーブルの上に教科書やノートなんかを広げると、ちょうどメイドさんがお菓か子しやジュースを持ってきてくれた。


　ホントにキスなんかしてる場合じゃないぞ。横目で尚人を見たら、今は涼すずしい顔をしてたから、大したもんだと思った。


「そういえば、尚人は会社ではすごく厳しい顔してたな。あれはわざと？」


「ああでもしないと、ただの高校生にしか見えないだろうからね。もちろん威い張ばってるだけじゃダメだけど。僕ぼくはけっこう細かいことにも口を出してるよ。たぶん、相当うるさい社長だって思われてるんじゃないかな」


「尚人はすごいなあ。オレには絶対できないよ」


　思わずそう洩もらすと、尚人は笑みを浮うかべた。


「僕だって、最初にやれって言われたときは絶対できないって思ったよ。何しろ中学のときだったからね」


「えっ、そんなに前からやってたんだ？」


　オレが尚人の会社の手伝いのことを聞いたのは、高校に入ってからのことだったからだ。


「もちろん最初は社長じゃなかったよ。純じゆん粋すいに手伝いから始めて……まあ、僕の父親がアレだってことはみんな知っていたから、腫はれ物に触さわるような扱あつかいだったけど、それなりに仕事を覚えていって……」


　そういえば、中学の頃、尚人はよく学校を休んでいたな。あれはもしかして仕事をしていたのか。尚人の父親って、そういうスパルタっぽいところがあったからな。しかし、自分の父親をアレ呼ばわりはよくないかもしれない。言いたいことはよく判るんだけど。


「でも、仕事は面おも白しろいし、やっぱりやっててよかったと思う。いろんな面でね」


「そうか……。でも、あんまり無理しないで。尚人の仕事もよく知らないのに、こんな口出しはよくないかもしれないけど、ストレス多そうだから心配だな」


「うん。ありがとう……心配してくれて」


　尚人は嬉うれしそうにオレの手をそっと握にぎった。


　何だか今、地じ雷らいを踏ふんだような気がした。もしかして、オレ、マズイことを言ったかな。オレはもちろんまともに尚人のことを友達として心配して忠告したつもりだったんだけど、尚人には、何か違ちがうふうに聞こえてしまったのかもしれない。


　そう。特別な立場の人間……つまり恋人としての発言みたいな感じか。


　でも、今いま更さら、そういう意味じゃないよとも言えないし。少なくとも、オレが本心から尚人を心配して言ったのは確かだからな。


「あの、尚人……。手を握られてると、勉強できないんだけど」


「うん。そうだね。でも、もう少し、君の手を握っていたいんだ」


　そんな熱い目でオレを見つめないでくれよ。視線を外せなくなるし、変な気分になりそうだし、何より尚人が変な気分になってくるんじゃないかと思う。


　ヤバイよなあ。こういう雰ふん囲い気き。この展開。


　尚人はオレの肩かたをそっと引き寄せた。


「だから、勉強…は？」


「ごめん。今は止まらない」


　そんなあ。尚人も謝ればいいってもんじゃないだろうに。


　顔が近づいてきて、唇が重なる。重なると、オレも抵てい抗こうできないし、結局、尚人のなすがままだ。


　というか、こういうことが嫌いやなら、やっぱり二人きりになっちゃいけないんだよ。実際、セックスまでしてる仲なんだしさ。


　今更ながらオレはそう思ったけど、最初からそれに気づきながら、ズルズルとここまで来てしまったオレがいけないよな。


　尚人だって期待してるに決まってるんだから。


　キスをしながら、尚人はオレの背中を撫なで始めた。


　何だか眩暈めまいがしてくる。オレはやっぱりこういうふうに尚人と身体からだを接せつ触しよくさせるのが好きなんだ。こんなふうに優やさしく撫でられたら、すごく心ここ地ちいいよ。


　でも、そのうち着ていたトレーナーの中に手が差し込まれてくるんだ。


　トレーナー越ごしより素す肌はだを撫でられるほうが気持ちいい。こんなに尚人の愛あい撫ぶに馴染んでたらマズイと思うけど、何だかオレも止められない。ついにオレも、尚人に感化されちゃったんだろうか。


　そうやって撫でられているうちに、身体のほうが勝手に熱くなってくるような気がする。


　いや、ダメだ。キスされて撫でられただけでこれじゃ、もう最後までしてしまうことになるじゃないか。


　だけど……。


　昨日の緒方とのことを思い出すと、どうせだったら尚人にされるほうがいい。緒方なんかに惑まどわされないように、尚人にたくさんされたい。


　本当にそれでいいのかと、自分に突つっ込みを入れながらも、オレはすでに尚人のペースにはまりつつあった。


　尚人の指が胸の突とつ起きを探さぐり当てる。昨日、緒方が筆でさんざん刺し激げきした場所だ。


　こうして尚人の指先でゆっくり撫でられていると、昨日の嫌な思い出がリセットされるような気がする。


　下半身が熱くなってくる。我が慢まんできずにモゾモゾと腰こしを動かすと、尚人は唇くちびるを離はなした。


「あっちに行こうか」


　あっちって、どこだろう。オレは朦もう朧ろうとした頭で頷うなずいた。もうオレは尚人がすることなら、何でもいいよ。


　尚人はオレを立たせると、『あっち』に誘ゆう導どうしていく。フラフラしながら尚人にすがって歩いていくと、そこはベッドルームだった。


　尚人一人で寝ねるには広すぎるんじゃないかと思うくらいの大きなベッド。


　それに、尚人はオレを横たえた。


　オレ、このまま尚人にエッチされるのかな。ここまで来たら、お互たがいにもう引き返しようもないんだけど、オレはそんなことをボンヤリと考えた。


　尚人はオレの手を取って、指にキスをする。それさえも震ふるえるくらいに感じてしまう。オレの身体はすでに尚人に陥かん落らくしているのと同じだった。


　尚人は指先から手首へと唇をずらしていく。


　これから何をされるんだろう。ドキドキしてくる。もう、オレ、尚人に何をされてもいいよ。


　オレは甘あまい気分に浸ひたっていた。


　ふと、尚人はキスをやめた。何だろうと思って見ると、尚人はじっとオレの手首を見つめていた。


　そして、もう片方の手を取って、トレーナーの袖そでをずらした。


「龍平、これは何の跡あと？」


「えっ、何？」


　何の跡があるって言うんだろう。こんな時期に虫に刺さされた覚えもないしさ。


　オレは尚人が示した部分を見て、ビクッとした。


　手首には昨日緒方に縛しばられた跡がしっかり残っていたんだ。


　オレは慌あわてて手首を隠かくそうとしたけど、それは無む駄だな行動だった。すでに尚人には両手首の跡を確かく認にんされているんだから。


「はっきり言ってくれ。これは何の跡だ？」


　尚人の顔が怖こわい。だから、オレは思わず視線を逸そらしたんだけど、それがかえって尚人の怒いかりに火をつけたみたいだった。


「……僕に言えないようなことなんだね？」


　いつもなら尚人はこんなに低い声は出さない。オレはゾッとしてしまった。


「そうじゃない。ただ……」


「言い訳は今なら聞いてあげる。これは何の跡なんだ？」


　オレは言葉に詰つまった。


　だって、これを何の跡だって言い訳すればいいんだ。何でもないとシラを切るには、跡がくっきり残り過ぎている。


　ああ、オレ、どうして今までそんな跡に気づかなかったんだ。気づいていれば、急病だとか言って、約束をキャンセルしたのに。


　いやいや、急病だと言ったら、尚人はオレの家に飛んできたに違いない。それじゃ、結局、同じことじゃないか。


　とにかく、何か言い訳しなきゃ。黙だまっていたら、余計な誤解を生むだけだ。


「えーと……それは……」


「忘れたのかな？」


「う、うん……」


　オレはどうしても思いつかなくて、尚人の助け舟ぶねらしきものに乗ってしまった。


「思い出せないなら、僕ぼくが教えてあげようか？」


「えっ？」


　尚人はオレから離れると、クローゼットを開いた。そして、ネクタイを取り出したんだ。


「両手を揃そろえて出して」


　感情のこもらぬ声で尚人はオレに命令した。


「い…やだ……」


　オレは頭を横に振ふった。尚人が何をしようとしているのか判わかったからだ。


「両手を出して！」


　強い口調で言われて、オレは仕方なく両手首を揃えて差し出した。尚人はそれにネクタイを絡からめていく。


　高そうなネクタイがオレの手に巻かれ、目の前でキュッと縛られた。


「ネクタイが皺しわになる」


　この場合、どうでもいいことなんだけど、オレはつい口に出した。いや、現実逃とう避ひしたかったのかもしれない。できれば、こんなこと、ナシにしてもらいたいよ。


　尚人にネクタイで縛られるなんて。


「ネクタイなら跡が残らないよ。昨日、君を縛った奴やつは細い紐ひもを使ったんだろう？　跡が残るような縛り方をするなんて、あまり賢かしこくないな」


　尚人の叔お父じさんが縛ったんだよ……。


　オレは賢くないと言われた緒方の顔を思い浮うかべた。こんなことを考えるのも、一種の現実逃避かな。


「教えてくれ。龍平は誰だれに縛られたんだ？　昨日は確か先生の手伝いをするって言っていたよね？」


　しまった。そんなごまかしをするんじゃなかった。


　とにかく、オレは緒方のことは隠し通さなきゃ。たとえ尚人に緒方がしたんだろうと言われても、絶対に黙もく秘ひするんだ。


「どの先生？　それとも、君と会っていたのは先生なんかじゃなかったのか？　一体、誰なんだよ。そして、何をされたんだ？　頼たのむから教えてほしい」


　尚人は必死になってオレに尋たずねる。


　でも、それは言えないんだ。言ったら、オレが尚人に隠したいことを知られてしまう。それは嫌いやだ。


「龍平！　言ってくれ！」


　尚人はオレの顎あごに手をかけて、自分のほうに向かせた。


　目が合う。


　ごめん。尚人。オレはどうしても言えないんだ。


「龍平……！」


　尚人はオレにキスをした。今までとは違ちがう荒あら々あらしいキスだ。苛いら立だちみたいなものをすべてぶつけてきたようなキスでもあった。


　オレは抵てい抗こうしなかった。できなかったというのもあるけど、オレは尚人の苛立ちをただ受けるしかなかったんだ。


　緒方のことはどうしても言えないから、せめてそれを受け入れることで、尚人に対する謝罪をしたかった。


　それが尚人にとって、本当に謝罪になるかどうか判らなかったけれども。


　尚人はオレのトレーナーを胸までまくり上げた。


　さっき優やさしく指先で撫なでていた乳ち首くびにキスをする。でも、それも、今は決して優しいものじゃなかった。


　オレを気持ちよくさせるための愛あい撫ぶじゃなくて、ただ高ぶった感情をぶつけるようなものに過ぎなかった。


　だけど、オレが悪いんだから、それも仕方ないと思う。いっそのこと、素す直なおに言えたらどんなにいいだろう。しかし、言ったら言ったで、尚人が傷つくのは判ってる。そして、最終的にオレは尚人に嫌きらわれてしまうんだ。


　だったら、このまま言わないほうがいい。言わずに、尚人にめちゃくちゃにされるほうがまだよかった。


　ベルトを外され、ズボンも下着も脱ぬがされてしまう。脱がされるというより、剝はがされるといったほうが正確な表現かもしれない。そこには、遠えん慮りよも優しさもなかった。


　さっきまで硬かたくなりかけていた部分が、萎なえている。今の尚人がとても怖いからだ。


　尚人はそこを無視して、オレを引っくり返した。オレは尚人にオシリを向けるような形でうつぶせになってしまった。


「尚人……！」


　誰かに何かされたかもしれない身体からだは、優しく扱あつかう価値がないんだろうか。そんなふうに思ってしまうくらい、今の尚人は乱暴で、オレの言うことなんか聞いてくれないようだった。


　尚人はオレにのしかかるようにして、背中から腰こしにかけて唇を這はわせた。


「石せつ鹼けんのいい匂においがする。もしかして、来る前にシャワーを浴びてきた？」


　それを指し摘てきされて、頰ほおがカッと熱くなる。


　確かにシャワーを浴びてきたよ。オレがしたくないと思っても、尚人がしたいと思っていれば、こういうことになりそうな気がしたから、身体を清潔にしておきたかったんだ。でも、それをわざわざ指摘されるのは、期待してたんだろうと言われたように思えた。


「どうして？」


　尚人はわざわざその理由を訊きいてくる。どういうつもりだよ。追つい及きゆうするなよ。恥はずかしいじゃないか。


「答えて」


　急せかされて、オレは渋しぶ々しぶ口を開いた。


「綺き麗れいな身体のほうがいいかなって……思ったんだよっ」


　恥ずかしくて死にそうだ。これじゃ、尚人とエッチすることを前提として遊びにきたみたいじゃないか。


「本当は誰かの匂いを消したかったんじゃないのか？」


　尚人の冷たい声に、オレは冷水を浴びせられたような気がした。


　誰かの匂いって……。


　オレが尚人以外の誰かとセックスしたんだろうって、言いたいのか。


「そんなこと……ないよっ」


　オレは泣き声で叫さけんだ。シーツの上にポタポタと涙なみだが落ちていったけど、尚人はオレの気持ちを判ってはくれなかったようだ。


　尚人はオレの膝ひざを立たせ、オシリに手をかけて左右に開いたんだ。ソコを見て調べてるんだよ。オレが浮うわ気きしなかったかどうかを。


　こんなの、屈くつ辱じよくだ！


　オレは尚人を裏切りたくなくて、一いつ生しよう懸けん命めいに我が慢まんしたのに。そりゃあ、最終的に緒方の手でイかされたし、そもそも、尚人に噓うそをついて準備室に行ったこと自体を責められたら、どうしようもないけどさ。


　それでも、オレは尚人のことを思い浮かべて、ギリギリまで我慢したんだよ。


　それなのに……。


　尚人は舌をソコに這わせた。この間よりはちょっと乱暴な感じだ。それでも、そこを舐なめられてるうちに、オレの前の部分は再び勃たち上がってきた。


　何て情けないんだよ。オレは悲しいし、怒おこってるのに、どうしてちょっと舐められただけで、感じてしまうんだ。


　これじゃ、相手は誰でもいいし、どんなことされてもいいみたいだ。


　でも、結局、オレは誰でもいいかもしれないよ。だって、尚人のことを友達として好きなだけなのに、それでも感じるんだったら、誰に対しても同じことなんじゃないだろうか。


　身体は興奮しまくってるけど、オレの気持ちはひたすら落ち込んでいった。


「あ…ぅ……っ」


　指が挿そう入にゆうされる。


　そして、オレの中を我わが物顔をしてどんどん蹂じゆう躙りんしていく。乱暴にかき回されてるのが悲しいのに、オレはやっぱりその乱暴さにも感じてるようだった。


　こんなオレのこと、尚人はどう思ってるんだろう。


　誰とでもエッチするくだらない奴なんだって、蔑さげすんでるんだろうか。


　そうじゃないんだって、オレは自分のことを思う。たとえ尚人にはそう見えたとしても、オレ自身はエッチするのは尚人だけだって思ってるよ。


　緒方のすることにはひたすら我慢してるだけだ。人からすれば、わずかな違いに見えるかもしれないが、オレにとっては、大きな違いだ。


　尚人がすることは全部許せるんだ。疑われて、こんなに乱暴なことをされても、感じるくらいには。


　やがて、指が引き抜ぬかれて、尚人の硬くなったものが後ろから貫つらぬいてきた。


　そうだよ。こんなこと許すのは、尚人だけなんだよ……。


　いくらオレが感かん極きわまって喘あえいでいたとしても、それは尚人がオレの中にいるからなんだ。他の誰だれのせいでもないんだって。


「あっ……尚人っ」


　奥おくまで尚人が入ってくる。その一体感みたいなものに、オレは眩暈めまいがして、縛しばられた両手でシーツをかきむしった。


　ジンと身体が痺しびれてくる。


　胸が張り裂さけそうなくらい悲しいのと裏腹に、オレの身体は確かな悦よろこびを感じていた。


　ああ、オレ……。


　もしかして。


　ものすごく尚人のことが好きなのかもしれない。


　友達とか親友とか、そんな枠わくにくくられないほどの深いものがオレにはあったかもしれなかった。


　尚人は一度自分のものを引き抜いて、オレの身体を引っくり返した。


　そして、改めてオレの両足を抱かかえ上げると、深々と突つき刺さした。


「や…ぁ……っ」


　オレは仰のけ反ぞるような衝しよう撃げきを味わった。


「嫌いやじゃないよね？」


　尚人はオレにそう訊いた。


　オレの股こ間かんには硬く反り返ったものがあって、それを見たら、絶対にオレが嫌がってるんじゃないことが判わかる。


　でもね。


　それは身体だけのことなんだよ。身体に表れてるものは、オレの気持ちのすべてを代弁してるわけじゃ決してないんだ。


　オレの頰を流れる涙でさえも、正確なオレの気持ちなんかじゃないよ。


　尚人ともっと触ふれ合いたかった。こんなふうに両手を縛られてたら、オレは自分の気持ちを伝えることができないじゃないか。


「尚人……これ解いてくれよっ」


　オレは尚人に訴うつたえた。


「ダメだ。君は本当のことを言わないじゃないか」


　苦々しげに尚人はそう言った。


　尚人にしてみれば、オレが秘密にしてることがとてもつらいんだ。オレのこと信じたいけど、噓をついたりごまかすから信じられないんだろう。


　オレはどうすればいいのかな。


　本当のことを言ったら、尚人はオレのことを嫌きらいになるかもしれない。だったら、このままのほうがまだいい関係なのかもしれなかった。


　尚人に嫌われたら……。


　胸に刺すような痛みを感じる。


　尚人はオレを好きだと言ったけど、きっとオレのほうがずっと尚人のことを好きだよ。嫌われるくらいなら、いっそ縛られたままでもいい。


　オレは両手を尚人のほうに伸のばした。


「龍平……？」


　尚人のシャツのボタンを一つずつ外していく。そうすると、尚人の肌はだが少しずつ見えてくるんだ。


　たったそれだけのことなのに、眩まぶしくてドキドキするよ。


　オレは尚人が好きでならない。だけど、今そう言っても、きっと尚人には信用されないだろうって気がする。


「今、龍平の中がキュッと締しまった」


　尚人にはそれが何な故ぜなのか判らないに違ちがいない。だけど、さっきの怖こわい表情はどこかに消え失うせて、ただオレをじっと見つめていた。


　オレも涙に濡ぬれた目で尚人を見つめる。


　尚人はオレの手を取り、指先にキスをした。そして、その手をオレの硬かたくなってる部分に誘ゆう導どうしたんだ。


　自分で刺し激げきしろってことだろうか。


　オレは尚人の目の前で自分のものに指を絡からめて刺激した。自分でもそれが何だかすごくいやらしいと思う。奥まで尚人のものを飲み込んで、すでにエッチしてるのに、それだけじゃ物足りなくて自分で慰なぐさめてる、みたいな感じかな。


　尚人が身体からだを動かすと、両方の刺激でオレは次し第だいに昇のぼりつめていく。


　身体の内と外が同時に快感で満たされていくんだ……。


　尚人がオレの中で弾はじけそうになってる。それに呼応したかのように、オレはガクガクと身体を震ふるわせながら、自分の両手の中で達した。








　月曜になって、オレは陰いん鬱うつな気分で登校した。


　マジでオレは、こんな調子だったらトップの座から滑すべり落ちるだろうなという確信があった。とても勉強なんか手につかない。いや、こんな悩なやみがある時期に普ふ段だんと変わりなく勉強ができる奴やつがいたら、オレは尊敬するよ。


　それくらい、今のオレはまったくダメだった。


　教室に行くと、オレは尚人と顔を合わせなくちゃいけない。尚人は好きだけど、尚人がオレのことを許してないみたいなのが、もうつらくて……。


　尚人はオレの傍そばに来るけど、案の定、どこか距きよ離りを置いてるんだ。それが何とも言えない。尚人はオレを嫌ってはいない。まだ好きでいてくれる。けれども、オレのことをどこか信じてないんだ。


　今日は化学の授業があった。いつものように、緒方はオレを指して、答えようもない意地悪な質問をしてきたんだ。


　いつもなら、オレはその答えようのない質問でも、適当に答えるんだけど（で、間違ってるって緒方が嬉うれしそうに言うわけだ）、今日は『判りません』の一いつ辺ぺん倒とうだ。クラスのみんなも驚おどろいていたが、一番ビックリしていたのは質問を出した緒方自身のようだった。


　そうだ。元々、オレなんか大した生徒じゃないんだからさ。


　緒方もオレのことは無視してくれればいいんだ。


　でも、授業が終わった後、オレは緒方に呼び止められた。


「何ですか、先生？」


　オレは普通の生徒みたいに振ふる舞まった。みんな、緒方が実はスケベでホモでセクハラ教師なんだってこと、知らないんだよな。そう思うと、変な気分がした。


「今日は様子が変だが、どうかしたのか？」


　緒方はオレの心配なんかしてくれてたらしい。いやまあ、セクハラ教師でも、一応、オレのことを可愛かわいいとか言ってたんだから、心配くらいはしてもらわないとね。


　そもそも、緒方がセクハラなんかしてこなければ、オレはこんなことに巻き込まれずに済んだんだからさ。


「別に何でもありません」


「そうか……？　じゃあ、昼休み、準備室においで」


「えっ、昼休みに？」


　オレは緒方の気き障ざな顔を見つめた。


「ああ。放課後は用があるんだ」


　勝手な奴だな。というか、放課後よりは昼休みのほうがいいかもしれない。何といっても、時間制限があるから。まさか緒方もオレに午後の授業をサボれとは言えないはずだ。


「はい、判りました。昼休みですね」


　オレは放課後に準備室に行かなくて済んだことで嬉しくなって、つい笑え顔がおになってしまった。


　それに、尚人が疑いの眼まな差ざしで見ていたから、放課後は無理なんじゃないかと思っていたんだ。今度はもうごまかしようがないしね。それもこれも緒方の責任だとは思うけどさ。


　オレは鼻歌を歌いながら実験室を出たところで、尚人の強こわ張ばった顔と出会ってしまう。


「ずいぶん楽しそうだね？」


　マズイ……。今の緒方と喋しやべっていたのを見られていたんだ。


「えっと、さっきの授業でオレがロクに質問に答えなかったから、緒方がどこか悪いのかって訊きいてきたんだ。あの緒方がそんなこと言うなんて、おかしいだろう？」


　オレはハハハと笑ったが、尚人はニコリともしなかった。


　自分でも何だか噓うそくさい言い訳で、冷や汗あせが出そうだったけど、尚人はそれについてどうこう言わなかった。ただ、顔を強張らせたまま、オレの隣となりで黙だまりこくってるだけだ。


　こんな尚人は嫌だな。今までみたいな優やさしい笑顔の尚人が好きなのに。


　つくづく、何もなかった頃ころのオレ達に戻もどりたいって思う。時計を巻き戻して時間を遡さかのぼれるなら、オレは本当に戻りたいんだ。


　好きだって気持ちがあるから、つらくなる。何も知らなかった頃なら、オレは勉強のことだけを考えてればよかったから。


「尚人……」


　オレは横を歩く尚人に声をかける。


「何？」


　こっちを向く顔はいつもと同じなのにさ。


「何でもない。ただ呼んでみただけ」


　尚人は奇き妙みような表情をして、また前を向く。その整った横顔を見ながら、もしかしたら、オレは尚人を傷つけてるんじゃないかと思った。


　もし逆の立場だったら……。


　尚人がオレに何かを隠かくしていて、打ち明けてくれなかったら、すごく淋さびしくて悲しいんじゃないかと思った。


　やっぱり素す直なおに言ったほうがいいのかな。


　でも……。


　緒方にされたことを消してしまうわけにもいかないし、緒方とのこと自体、オレにはどうしていいかも判わからないんだ。


「オレ、学校やめようかな」


　ふと口をついて出てきた言葉に、尚人は驚いたようにオレを見た。


「何を言うんだ……。龍平はこの学校に入るために一いつ生しよう懸けん命めい勉強したし、特別奨しよう学がく生せいだからって、寝ねる間も削けずって勉強していたのに」


「うん。そうだよな」


　でも、その奨学金を出してるのは緒方なんだよ。それで、その緒方がオレにセクハラしてるんだよ。


　尚人と同じ学校に通うために無理したのが、きっといけなかったんだ。そのために、こんなことになってしまって……。


　やっぱり金のために身体を売るような真ま似ねは（売ってないけど）やめよう。緒方にきっぱりと断って、それでも脅おどしてくるような奴だったら、学校をやめればいい。


　母さんには迷めい惑わくかけるし、奨学制度のことを教えてくれた尚人にも悪いけど、他に方法がないような気がした。


　そして、何もかもカタがついたら、オレは尚人に本当のことを話そう。嫌きらわれたらつらいけど、このまま疑われ続けるよりもいいんじゃないかと思った。


　何より、オレは緒方にセクハラされ続けることが怖こわかった。いつか本当に尚人を裏切ることになってしまうかもしれなかったから。


　オレは尚人に触ふれたくて、手をそっと伸のばした。


　その肩かたに触れる寸前、尚人がこっちを見た。思わず伸ばした手を引っ込める。


「龍平？」


　顔を赤くしたオレに尚人が怪け訝げんな顔をする。


「な、何でもないっ」


　それから、尚人は首を横に振って、溜ため息いきをついた。








　昼休み。オレは尚人が他の奴と話しているときに、こっそり教室を出た。


　今日は緒方に引きずられないようにしようと決心を固めて、準備室へと向かう。一応、ノックをして、オレはドアを開けた。


　緒方はソファに座すわって、一人でコーヒーを飲んでいた。準備室にコーヒーメーカーが置いてあるから、それで淹いれたものらしい。


「鍵かぎをかけたまえ」


　エラそうにと思ったが、大事な話の最さい中ちゆうに誰だれかが入ってくるのも嬉しくないので、オレは鍵をかけた。


「話があるんですけど」


　オレは突つっ立ったまま用件を切り出した。


　緒方は一いつ瞬しゆんジロリとオレを見たが、すぐに笑顔を作る。


「とにかく、ここに座りなさい」


　そのソファの上でされたことを思い出したら、あまり座りたくはない。とはいえ、落ち着いてちゃんと話したほうがいいと思い直して、なるべく緒方から離はなれて端はしっこに座った。


「で、話というのは？」


　緒方はコーヒーをすすりながら尋たずねた。


「あの……やっぱりオレ、緒方先生とはこの間みたいなことをしたくないんです」


「ふーん……」


　緒方はそう言うと、ちらりとオレのほうを見て、ニヤリと笑った。


「あそこまでしたのに？　君はけっこう感じていたじゃないか。本当はああいうのが好きなんじゃないのかな？」


　緒方の言葉はオレのプライドを傷つけるようなものだった。確かに、図らずも感じてしまったし、それは事実だと思う。何しろ、この準備室でイッてしまったんだから。


　でも、オレはああいうのが好きなわけでもなかったし、何より緒方にされるのが嫌いやだった。


「オレは嫌なんです。もうやめにしてください。先生がどうしてもやめてくれないなら、オレ……この学校やめます」


　意を決してそう言うと、緒方は不意に笑い出した。


「君は尚人に操みさおでも立ててるつもりか？　尚人はああ見えても、三輪家の大事な後こう継けい者しやの一人だ。いくら君が尚人に惚ほれて、尚人が君に何か約束したところで、それは絶対にかなわない。いずれ捨てられるのがオチだよ」


　正直言って、オレはそんなことまで考えてなかった。


　尚人は将来ある身…というか、すでに社長だったりする。オレは高校に行く金もなくて、奨学金に頼たよるただの高校生だ。先はどうなるかなんて、まだ見当もつかない。どんな職業に就つくのか、どんな大人になれるのかも。


　そして、尚人に捨てられる……だなんて。


　考えたこともなかったよ。オレと尚人の間には、まだ一いつ緒しよにベッドで眠ねむったような可愛かわいい記き憶おくがあって、そんなドロドロしたような大人の関係じゃなかったからだ。


「先生だって……どうせオレを弄もてあそんで捨てるだけでしょう？」


「おや。見くびってもらっては困るな」


　緒方は気分を害したように言ったけど、セクハラ教師のどこを評価できるって言うんだろう。


「私は中ちゆう途と半はん端ぱなことはしない。相手から離れていく分には仕方ないが、私はいつだって全責任を負うつもりで手を出してるよ」


　それって、フッたことはないけど、フラれたことならあるという意味かな。あんまり威い張ばって言えるようなことじゃないような……。


　しかも、一方的に手を出してくるし。それに、立場を利用したセクハラだし。全然威張れないと思うけどな。


「どう見ても、弄んでるようにしか見えないけど」


　ていうか、緒方に全責任を負われるのは嫌かも。一生面めん倒どうを見るからついてこいなんて言われたら、怖いじゃないか。


　緒方はフッと笑って、気き障ざな仕草で眼め鏡がねの位置を直した。


「ともかく、尚人が好きなら、身を引いたほうが君のためだよ。尚人の父親が君達のことを知ったら、それは怒おこるだろうね」


「それって、脅しですか？」


「さあね。どう取ってもらっても構わないよ。私は好きなものを手に入れるためなら、手段は選ばないほうなんだ」


　本当にそうみたいだ。卑ひ怯きようこの上ないし、だいたい、オレを好きだって言うなら、オレを好きにさせる努力くらいしろよと言いたい。いきなりセクハラで身体からだから奪うばおうというのが、非常に汚きたなかった。


「たとえ尚人と付き合えなくても、オレは先生とああいう関係にはなりたくないです。先生が尚人とオレのことを誰かに言うって脅すなら、オレ……先生がオレにセクハラしたこと、どっかに訴うつたえます。えーと、教育委員会とか、マスコミとか」


　どこが一番効果的か判らなかったけど、とにかくそういう決意があるってことを、オレは緒方に示さなきゃいけなかった。


　奨学金のことはもういい。これでオレの奨学金を打ち切るなら、それはそれだ。オレは尚人の気持ちを大事にしたい。


「それから、尚人にはオレから先生とのことを言います。だから、そのことで脅しても無む駄だです」


　これで完かん璧ぺき…かな。何だ、オレもやればできるじゃないか。さすがの緒方も額に手をやって、考え込んでるぞ。


「仕方ないな。私は本気だったんだけど、そんなに君が嫌だって言うなら……」


　緒方はガックリきたように言って、力なく笑ってみせた。


　そんな顔をされると、何だかちょっと可哀かわい相そうな気もする。いやいや、オレがされたことを考えたら、そんな甘あまいことは言ってられないよ。それに、緒方はこの先も懲こりずに誰かにセクハラするかもしれないわけだし。


　厳しくいかないと。


「最後に一つだけ、頼たのみがあるんだ」


　緒方は上うわ目め遣づかいにオレを見た。


「な、何ですか……？」


　何を言い出すか判わからないから、オレは警けい戒かいして身構えた。


「一度だけキスしてほしい」


　オレはしばらく黙だまってしまった。


　キスさせてほしい。じゃなくて、キスしてほしい。ということは、つまり……。


「……オレがするんですか？」


　あまりに意外な申し出だったから、本当に驚おどろいてしまった。


「そうだよ。君も男なんだから、自分からキスくらいできるだろう？」


　したことないけど、できると思う。それは男でも女でも関係ないんじゃないのかな。それに、自分からキスするということは、無理やり押おさえつけられてするわけじゃないから、恐きよう怖ふ感かんはあまりない。


　そうだ。ちょっと唇くちびるを合わせて、すぐに逃にげればいい。そうしたら、緒方の気も済むわけだし。


　やはり今まで世話になったあしながおじさんだから、最後の頼みくらいは聞いてやっても、バチは当たらないだろう。


「判りました」


　ちょっと嫌だけどね。


「じゃあ、どうぞ。好きなようにやってくれ」


　オレは自分からするキスは初めてなので、ちょっとドキドキしながら、ソファの隣となりに座る緒方の首に手を回した。


　何かこれじゃまるで恋こい人びと同士みたいだよな。


　そして、一瞬だけ唇を合わせて、すぐに身体を離す…つもりが、緒方に押さえつけられてしまった。


　話が違ちがうじゃないか！


　オレは慌あわてて抵てい抗こうしたけど、緒方は舌まで入れてきた。


　どうしよう。


　そのとき、ドアがバタンとすごい音を立てて開いた。


　そんな……。確か鍵はちゃんとかけたはずなのに。そう思ったら、そのドアはオレが入ってきた廊ろう下か側のドアじゃなくて、実験室との境のドアだったんだ。


　開け放たれたドアのところには、鋭するどい目つきの尚人がいた。


　実験室との境のドアにはガラスがはめ込んであった。タイミングよく入ってきたところを見ると、尚人はそこから中を覗のぞいていたのかもしれない。ということは、緒方はそれを知ってて、オレにキスしてほしいって言ったんだろう。


　オレはまんまと緒方の罠わなにはまって、キスするところを尚人に見られてしまったんだ……。


「ノックもなしに入ってくるなんて、失礼だな」


　緒方はそう言うと、オレを抱だき寄せた。気がつくと、オレはまだ緒方の腕うでの中にいた。


「は…離はなせ！」


　オレは緒方の腕から逃のがれた。


　尚人の視線が痛い。言い訳というか、本当のことを言いたいんだけど、ものすごく怒ってるのが、その顔から判るから、オレは口を開くことができなかった。


　よりによって、一番マズイところを見られたんだ。オレがセクハラされてる場面なら、緒方が悪いんだで済むけど、オレからキスしていたら、どう見ても、そういう関係にしか見えないだろう。


　尚人は緒方の胸むな倉ぐらを摑つかむと、いきなり殴なぐりつけた。


　いつもは落ち着いている尚人がこんなに怒るなんて、よっぽどのことだったんだ。と思ったけど、尚人がまだ殴ろうと拳こぶしを振ふりかざしたのを見て、オレは焦あせってその腕に飛びついた。


「尚人！　もう殴っちゃダメだ！」


　緒方は仮にも教師なんだ。生徒が殴ったらマズイじゃないか。いや、すでに一度は殴ってるわけだけど、二度も三度も殴るのはよくないと思う。


「君はそんなにこいつが大事なのかっ？」


　尚人の言葉にオレは首をかしげた。


　別にオレは緒方が大事で尚人を止めてるわけじゃなくて、尚人が大事だから止めてるんだ。緒方なんかホントはどんなに殴ってもいい。どうせなら、オレが殴りたいくらいだよ。あしながおじさんでなければの話だけど。


「僕ぼくは君が……誰だれかに無理やり何かされたんじゃないかって、気が気じゃなくて、後をつけてきたんだ。それなのに、君はこいつといつから付き合っていたんだ？　僕が知らない間に……」


　ハッ。そういえば、尚人はオレがキスしたところを見たんだ。それなのに、殴っちゃダメなんて止めたら、オレが本当に緒方を好きで庇かばってるってことになるじゃないか。


「そうじゃないよ、尚人。そうじゃなくて……ええーと」


　一体どこから話せばいいんだろうか。やっぱり、あしながおじさんの話からか。ややこしい事情だから、オレは一いつ瞬しゆん話し始めるのが遅おくれてしまった。


「判った。よく判ったよ」


「えっ、尚人、オレの話をちゃんと聞いてくれよ」


「聞かなくてもいい。もういいんだ。聞いてしまったら、僕は惨みじめになりそうだから」


　何か一人でめちゃくちゃ誤解してるじゃないか。オレはさっさと立ち去ろうとする尚人の肩かたに手をかけた。


「ちょっと待てって」


「触さわらないでくれ！」


　パンと音がするほど手を撥はね退のけられて、オレは驚いて声が出なくなった。


　こんな手ひどい拒きよ絶ぜつは初めてだからだ。


「ごめん……。でも、龍平が嫌いやがってたのにも気づかないで、あんなことしてしまって……。僕は自分の思い上がりが恥はずかしいんだよ。君は絶対僕を好きなはずだって、どうして思い込めたんだろうね」


「だから、違……」


　オレがちゃんと説明しようとしていたら、横から緒方が口を開いた。


「そうだ。横よこ恋れん慕ぼしていたのは、尚人のほうなんだよ。もう金こん輪りん際ざい、私の龍平に手を出さないでほしいな」


　こっちが啞あ然ぜんとするような噓うそをついて、緒方はソファに座すわって足を組んだ。


　この大噓つきめ！


「尚人！　違うんだ！」


「もういい。判ったから、僕に二度と話しかけないでくれ」


　だから、判ってないじゃないか。


　そう思ったけど、今の尚人は頭に血が昇のぼりすぎていて、まともにオレの話なんか聞いてくれそうになかった。


「僕も……もう君とは話さないから」


　尚人はオレがズキンとくるようなことを言って、オレに完全に背を向けた。


　尚人の後ろ姿がオレの視界から消えた後、頭の中がもう混乱してしまって、オレはもうどうしていいか判らなくなった。そして、そのまま床ゆかに崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。


「案外、脆もろいもんだね」


　緒方は他ひ人と事ごとのように言った。


「冗じよう談だんじゃない！　先生が余計なことを言うから……！」


「たったあれくらいのことで頭に血が昇って、ワケが判らなくなるなんて、所しよ詮せん、それだけの愛情しかなかったってことだよ。別れて正解だろう」


　誰が別れるって言うんだよ。オレは別れないよ。こんなことであっさり別れられるくらいなら、オレはここまで悩なやまなかったし、学校をやめる覚かく悟ごまでしなかったんだ。


「いくら先生がオレのあしながおじさんでも、許せることと許せないことがあります！」


　オレは緒方を睨にらみつけた。


「あしながおじさん……？　それは何のことだろう？　私はまだおじさんなんて言われる歳としじゃないんだけど」


　緒方は本当に何も判わからないみたいに、首をかしげた。


　もしかして、しらばっくれてるのかな。そういえば、オレは緒方が奨しよう学がく金きんを出してると思い込んでいたけど、確たる証しよう拠こがあったわけじゃなかったんだよな。


　ちょうどいいから、訊きいてしまおうか。校長からは詮せん索さくするなと言われてるけど。


　何だか猛もう烈れつに腹が立ったこともあって、オレは思い切ってストレートに訊いてみた。


「緒方先生が特別奨学生制度で奨学金を出してるんじゃないんですか？」


　緒方は眉まゆをひそめた。


「何で私が奨学金なんか出さなきゃいけないんだ。だいたい、特別奨学生制度なんてのは、聞いたことないが。ああ、君が奨学生なのは知ってるよ。でも、普ふ通つう、奨学金を個人が出すケースなんてないんじゃないか？」


　緒方は別に噓をついてるようには見えない。でも、さっき、しゃあしゃあと噓をついていたからなあ。


「特別奨学生制度というのは、この学院のＯＢのある資産家が一年に一名だけ経済的理由で就学困難な生徒に対し、授業料その他の面めん倒どうを見る……とオレは聞いたんですけど」


「いや、聞いたことない。あ、それで私にＯＢかと訊いたんだね。残念ながら、私は君のあしながおじさんじゃないよ。本当にそうだったら、君を自由にできていいんだけど」


　確かに、緒方ならそんなことをホントにしそうだ。ということは、緒方はしらばっくれてるわけじゃなさそうだ。


「てっきりオレは先生があしながおじさんだと思っていたから、あんまり抵てい抗こうもせずに言うこと聞いてたんですけど……。そんなこと、全然必要じゃなかったんですね」


　オレは何だか拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


「えっ、君は私のことをちょっとは好きだと思っていたから、抵抗しなかったんじゃなかったのかい？」


　緒方はビックリしたような顔でオレを見た。ていうか、こっちがビックリするんだけど。


「そんなわけないでしょ。オレは尚人が好きなんだから」


「何だ。じゃあ、私のほうが横恋慕だったんじゃないか」


　緒方はガックリと肩を落とした。


　もしかして、尚人に言ったのは、大噓だったわけではなくて、マジでそう思い込んでいたらしい。


「でも、そうすると、あしながおじさんは誰なんだろう」


　オレには見当もつかない。やっと見つけたと思ったのにさ。


「そういえば、どうして君は私があしながおじさんだと思ったんだ？　学院のＯＢなんて、いっぱいいるだろうに。もしかして、私にそういう立派な風格があったとか？」


　自分で言うなよ……。


「校長が口を滑すべらせたんですよ。あしながおじさんはこの学院にいて、オレが掃そう除じを熱心にしてるのを知ってるとか。それから、尚人に口を滑らせたことを言わないでくれって。だから、この学院の教師で、なおかつＯＢで、尚人とつながりがあって、資産家だという条件をクリアするのは、緒方先生くらいしかいないと思ったんだけど……」


「なるほど」


　緒方はニヤリと笑った。


「私には君のあしながおじさんが誰か判ったよ」


「えっ……本当ですか？　教えてください」


　そうは言ったものの、緒方が本当に知ってるのか、内心ちょっと疑ってしまう。だって、あんまり簡単に答えを出したからだ。


「教えてほしい？　どうしようかな。もう一度キスしてくれたら、教えてあげてもいいけどね」


「……もういいです」


　オレは緒方に付き合うのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、回れ右をした。


　緒方はクスクス笑いながら、オレの背中に向かって言った。


「あしながおじさんは、案外、君の傍そばにいるかもしれないよ。君が気づかないだけでね」








　結局、あしながおじさんの正体を、緒方が本当に判ったのかどうか、オレには判断つかなかった。とはいえ、そのことは、もういいよ。校長が言うとおり、詮索しないほうがいいのかもしれない。


　それに、それどころじゃないよ。尚人の誤解を解かないと。


　でも、尚人はオレを無視しまくりなんだ。オレに宣言したとおり、まさに『話しかけるな。自分も話さない』という感じで、オレが話しかけても迷めい惑わくそうにしてるだけだった。


　オレもそういう尚人に話しかけづらいし、第一、あの話は人前ではできなかったから、尚人をどこかひと気のないところに連れていかないといけなかったんだけど、こういう状態ではとても無理だった。


　そうこうするうちに、放課後になり、尚人は自分の掃除区域を掃除すると、さっさと帰ってしまったんだ。


　さすがに、もう会社に押おしかけていく気にはなれない。行ったところで、たぶん門もん前ぜん払ばらいならぬ受付払いだよ。でも、オレは早く誤解を解きたかった。緒方のことがせっかく片付いたんだから、早く尚人に本当のことを言って、仲直りしたかったんだ。


　というわけで、オレは尚人の家に押しかけることにした。尚人が帰ってくる前に押しかけて待たせてもらえば、無視できないだろう。


　オレは早速行って、まんまと尚人の部屋で待ち伏ぶせすることに成功したんだ。


　尚人が帰ってきたのはずいぶん遅おそい時間だった。部屋のソファで待っていたオレを見て、尚人は険しい表情をした。もちろん、メイドさんにオレが待ってるって前もって聞いていたとは思うんだけど。


「尚人……あのさ」


「帰れ」


　尚人は冷たく一言そう言って、開きっ放しのドアを指さした。


　何だかそんな言い方をされると悲しくなる。尚人の気持ちは判るけど、何もそんなふうに言わなくても……。


　でも、そう思ってしまうのは、オレの甘あまえなのかな。


　尚人はあの準備室でのことで、すごく傷ついてるのかもしれなかった。


「言い訳くらい聞いてくれよ……」


「聞かない。帰れ。僕ぼくはもう君の友達なんかじゃない」


　友達じゃない……。


　オレはそれを聞いて、ズキンと胸の奥おくが痛んだ。


　そうだよな。尚人はオレのこと友達としては見てないって言ってたもんな。女の子を好きになるみたいな意味で好きだったわけだから、そうでなくなったなら、オレと尚人はもう友達ですらないのかもしれない。


　だけど、たとえ尚人が聞かなくても、オレは言い訳をしなくちゃいけない。本当のことを言って、それで尚人がどう思うか判らないけど。


「オレは緒方があしながおじさんだと思い込んでたんだよ」


　とりあえず、勝手に話し始めると、尚人は驚おどろいた顔をした。


「あしながおじさんって、奨学金の……？」


「うん。だから、緒方がオレにセクハラしてきたとき、どうしても抵抗できなかった。奨学金出してもらえなかったら、学院にはいられないからって」


　尚人の顔色がサッと変わった。


「あいつ、やっぱりセクハラしてたのか！　偉えらそうに、龍平に手を出すななんて言って……。龍平もどうしてそのことを早く僕に言わなかったんだ？」


　やっぱり今日の尚人は頭に血が昇のぼってるみたいだ。今は別の方向に。


「だって、金が目当てで、身体からだを触さわらせたから……。それって、エンコーみたいなもんじゃないか。尚人に知られたら軽けい蔑べつされるんじゃないかって思ったんだ」


　尚人はそれを聞いて、じっとオレの顔を見つめた。そして、額に手をやり、大きな溜ため息いきをついた。


「やっぱり軽蔑する……？」


　尚人は顔を上げて、ゆっくり首を横に振ふった。そして、開け放していたドアを閉めると、オレの隣となりに腰こしかけて、肩かたを抱だき寄せた。


「君はそんなことを気にしなくていいんだ。セクハラはしたほうが悪い。我が慢まんしたほうが悪いなんてことは、絶対にない。我慢してしまう相手に仕し掛かけるのがセクハラなんだからね」


「そうかな。でも、どこか尚人を裏切ってるような気がして、オレ、すごく後ろめたかった。言ったら楽になると思うけど、言ってしまったら嫌きらわれるかもしれないって……。尚人に嫌われるくらいなら、疑われてたほうがマシだと思ったりして」


　喋しやべってる内に涙なみだが出てきて、オレは手で目をゴシゴシ擦こすった。


「ごめん。僕は君にひどいことをしたね。あんまり君が誰だれに何をされたかって言わないから、君には誰か他ほかに恋こい人びとがいるんじゃないかって、嫉しつ妬としてしまったんだ」


　尚人はオレの目元にキスを軽くした。


「オレ、尚人が好きだ……」


「うん。ありがとう」


　尚人はオレの告白を流してしまった。オレがもっと軽い意味で好きだと言ってるんだって、思ったのかもしれない。


「友達とか親友とかじゃなくてだよ。緒方が、尚人は三輪家の後こう継けい者しやの一人だから、どうせ捨てられるって言った。でも、捨てられてもいいから……オレ、尚人が好きなんだ！」


　尚人の目が大きく見開かれ、オレをじっと見つめた。手がゆっくりとオレのほうに伸ばされる。その手が震えていることに、オレは気づいた。


　そして、尚人はオレの両頰に手を当て、オレの目を覗のぞき込む。


「本当に？　僕のこと好き？」


「うん。好き」


　尚人は嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、それからオレの唇くちびるにキスをした。


「僕は龍平を捨てたりしないよ」


「でも、先のことは判わからないし」


「捨てないんだよ。僕はずっと君を想おもってたんだから。やっと手に入ったのに、捨てたりするもんか」


　尚人はオレを強く抱きしめた。


　オレはさんざん尚人に冷たくされていたから、やっと尚人がオレを抱きしめてくれて、嬉しいのを通り越こして、すごく幸せを感じた。


「だけど、緒方の奴やつ、君にどんなことをしたんだ？　身体、触られただけ？」


　う……。やっぱりそれは尚人も気になるところだよな。できれば言いたくないんだけどさ。


「最初はキスされたかな。軽いやつ。それから、シャツのボタンを外されて、胸を触られただけ。二度目は全部脱ぬがされて、手首縛しばられて、筆でイタズラされた」


「筆……！　あのヘンタイめ」


　いつもはおとなしい尚人がこんなに罵ののしるんだから、緒方には前科みたいなもんがあるんだろうな。そういえば、尚人は最初から緒方には気をつけろって言ってたんだから、セクハラするって、知ってたのかもしれない。


「オレ、イキそうになったから堪こらえてたんだけど、結局イかされちゃって……。でも、それ以上のことはされなかったよ。三度目は今日。もう嫌いやだって言ったら、判ったからキスしてほしいって頼たのまれたんだ」


　尚人はそのことを思い出したのか、顔をしかめた。


「君がすごく色っぽくあいつに迫せまってるように見えたから、僕もつい誤解したんだよ。しかも、君はあいつを殴なぐるなって言うし」


「オレは最後だからキスくらいいいやって思ったんだ。あしながおじさんなんだから、お礼代わりにって。殴るなって言ったのは、尚人が停学になったりしたら困るからだよ」


「何だ、僕のためだったのか」


　尚人は照れたように笑った。


「それにしても、あいつ、君に自分があしながおじさんだって言ったのか？」


「オレが思い込んでただけ。今日訊きいてみたら違ちがってた。緒方は、あしながおじさんは案外オレの近くにいるかもって……」


　ふと、尚人と目が合う。


　あしながおじさんは、近くにいるかもって……。


　尚人の耳が急に赤くなる。


「えっ、尚人がもしかしてあしながおじさん？」


　オレはあまりのことにビックリしたけど、それなら確かにすべての符ふ号ごうが合うよ。


　あるはずのない特別奨しよう学がく生せい制度のことをオレに教えたのも尚人だし、尚人は校長の知り合いでもあるみたいだし、オレの行動すべてを知ってるんだから、委員会活動も先生の手伝いも掃そう除じのことも知ってるし、未来のＯＢでもあるんだ。


　もちろん社長業なんかしてるわけだから、オレの奨学金を出すのはそんなに難しいことじゃないだろう。


「僕はどうしても龍平と同じ学校に行きたかったんだ。近くのレベルの低い公立に行くって言い張ってる君を、どうしたら桂木みたいなやたらと金のかかる学校に連れていけるだろうって、いろいろ考えて、存在しない奨学生制度をデッチ上げた。でも、君に恩を着せて、言いなりにさせるつもりはなかったからね」


「それは判ってる」


　尚人は今までそんなことをおくびにも出さなかった。だから、オレはどこかの資産家であるあしながおじさんの存在をずっと信じていたんだ。


「ありがとう。尚人と一いつ緒しよの学校に来られて、毎日すごく楽しかった。オレ……ホントに……」


　言いたいことがたくさんあるのに、オレはもう胸がいっぱいで何も言えなかった。


　オレはたくさんの感謝を尚人に捧ささげなきゃいけない。でも、それ以上に、オレは尚人が好きで好きでたまらなかった。


　オレは尚人の首に抱きついて、たくさんの言葉の代わりにキスをした。








　オレ達は長いことソファでキスをした後、ベッドに移動した。


　キスで足あし腰こしが立たなくなるほど感じてしまったオレを、尚人は抱き上げて、連れてきてくれたんだ。


　尚人はオレの着てるものを丁てい寧ねいに脱がせていく。この間みたいに乱暴なことはしないんだ。それが嬉しくて、オレは尚人にじゃれるように抱きついた。


「抱きつくのもいいけど、いつまで経たっても全部脱がせられないよ」


　尚人は困ったようにオレをベッドに沈しずめて、ズボンと下着を脱がせた。


　全部脱がされて、オレには隠かくすものがなくなってしまった。でも、尚人はまだ制服なんか着てるんだよ。


「尚人も全部脱げばいいのに」


　何気なく言うと、尚人は照れたような表情をした。


「僕ぼくも全部脱ぐの？」


「じゃないと、不公平だと思うけど」


　だいたい、照れなくてもいいと思うよ。尚人はオレよりずっと体格がいいんだから。恥はずかしい体型してるっていうなら別だけどさ。


　尚人はオレの目の前で次々と着ているものを脱ぎ捨てていった。


　やっぱりいい体格してるよ。体育の着き替がえやプール授業とかで知ってたけど、改めて見ていたら惚ほれ惚ぼれするほどだ。


　尚人は静かにオレの上に重なってきた。


　肌はだの温ぬくもりが気持ちいいよ。オレは甘あまえるように尚人の首に腕うでを回した。


「こんなに幸せでいいのかな」


　オレがしみじみと言った言葉に、尚人は吹ふき出した。


「そんなに幸せ？」


「うん。尚人が優やさしい。尚人がオレのほうばっかり見て、キスしたり、抱きしめてくれるから」


　そう言うと、尚人は優しく微笑んで、オレの前まえ髪がみをかき上げた。


「君がこうして僕の腕の中でおとなしくしてくれてることが、まるで夢みたいだ。僕だけを見つめてくれて、僕のキスを受けてくれる。それがすごく嬉しい」


　尚人はオレの額にキスをした。そして、頰ほおや顎あごや顔中いろんなところにキスをする。


「尚人んちの犬みたいだ。犬って人の顔をペロペロ舐なめるだろう？」


「僕は君の犬でいいよ。君が必要とするときに呼べば、いつでも僕は君のために駆かけつけるから」


　オレはちょっと笑った。何だかホロリと来てしまって、一緒に涙なみだが零こぼれてしまったから、まるで泣き笑い状態だ。


「変だよ。犬でいいなんて。会社では社長なんだろう？」


「そんなことは関係ない。会社は会社だ。僕が社長でありながら高校生であるのと同じように、君の前ではただの恋こい人びとにすぎないよ」


　尚人はもう一度優しい笑みを浮うかべると、もうおしゃべりはお終しまいというふうに、オレの唇くちびるにキスをした。


　柔やわらかな舌がオレの口の中に侵しん入にゆうしてくる。


　まるでオレを気持ちよくするためだけに、尚人は細心の注意を払はらって自分の舌を使ってるみたいだ。ゆっくりとオレの舌に絡からませてきて、吸い上げるんだよ。


　オレは夢を見てるみたいな気分になって、うっとりとする。


　何だか酔よっ払ぱらいになったようだ。アルコールも飲んでないのに、尚人が醸かもし出す雰ふん囲い気きだけで、胸がいっぱいって感じなんだ。


　尚人を好きになってよかったな。


　そして、尚人がオレを好きになってくれてよかった。もし尚人がオレ以外の人を好きになっていたら、こんな幸せをオレは知らずに過ごしてたんだ。


　尚人はオレを抱だきしめた。


　裸はだかの肌がすごく気持ちいいよ。昔、尚人とこのベッドで抱き合うようにして眠ねむったときみたいに、お互たがいの温もりが肌に馴な染じむんだ。


　オレと尚人はこうなるべくしてなったって気がして、それがまた嬉うれしい。


　やがて尚人は耳にキスをする。それから、耳の下。首。鎖さ骨こつの辺り……。


　オレの下半身はすでに反応しまくってる。もちろん尚人のもだ。腰を擦こすり合わせると、とても気持ちがいいんだ。


「あっ……」


　尚人の唇は胸に移動している。乳ち首くびを舌で転がすみたいに刺し激げきして、オレに変な声を出させるんだ。


　オレは声を出すのが恥ずかしいんだよ。尚人には判わからないだろうけどさ。


　片方を指で撫なで、もう片方にキスをして……。それを交こう互ごに繰くり返して、尚人はオレをすっかり前後不覚にしてしまう。


　尚人の愛あい撫ぶが次し第だいに下半身のほうへと移動していく。太ふと腿ももや腰にキスされれば、ピクンと震ふるえるくらいに感じる。それは、オレの一番イイ場所に近いからだ。


「尚人ぉ……っ」


　オレはおねだりするように甘い声で名前を呼んだ。


「もう少しだけ我が慢まんしてみよう。もっと気持ちよくなるから」


　そんな理由で尚人は肝かん心じんな場所にはキスをくれない。せめて触さわってくれればいいんだけど、焦じらしたいみたいなんだ。


　オレは苦しくて、腰を揺ゆらした。


　ちょっと誘さそってる感じがするかな。オレが正気ならとてもできないことだけど、今は酔っ払ったみたいな幸せな気分だからいいんだ。


　尚人はクスッと笑って、オレの股こ間かんにやっと触ふれてくれた。


「こんなに濡ぬらしちゃって。感じてるの？」


　わざわざ訊きくまでもないことを尚人は訊いてみたりする。もちろん、そんな質問にはオレはいちいち答えないよ。こんな状態で感じてないわけがないじゃないか。


「手でされるのと、口でされるの、どっちがいい？」


　これは、答えないとご褒ほう美びをもらえない質問だった。


「口がいいなあ」


　オレは思わず正直に答えた。


「じゃあ、口だね」


　尚人はいきなり先せん端たんを舐めた。そこから分ぶん泌ぴつ液が出てるから、それを舐め取ったんだと思う。


　そして、口にそれを含ふくんだ。


　尚人の唇と舌がそこに絡みつくように愛撫していく。舐められながらもちょっと吸われたりして、オレはだんだん我慢できなくなってきていた。


　だって、一番感じて、一番弱いところだから。


　でも、尚人は途と中ちゆうでそこを放り出して、両足を広げた。奥おくのほうに隠れていた部分が尚人の目の前に晒さらされる。


　尚人は躊躇ためらいもなくそこに唇を寄せる。


「ん…っ……ぁ」


　喘あえぎ声を出すのが恥ずかしいから、なるべく唇を引き結んでいようと思うんだけど、つい出てしまう。それくらい、そこを舐められるのも気持ちよかった。


　尚人は熱心にそこを舐めると、指でほぐしていく。もちろん、前のときみたいに、乱暴に突つき入れたりはしないんだ。いや、そこは、もう少しだけ乱暴な感じでもいいと思うんだけど。


　あまり丁てい寧ねいにされるよりは、大だい胆たんにかき回されるほうが好みだったりする。といっても、そんなに経験豊富ってわけじゃないので、先はどうなるのか判らないけどね。


　尚人は自分の硬かたくなったものをそこに擦りつけた。オレも腰こしをちょっと振ふったりして、早く入れてほしいっておねだりしてるみたいで照れる。


　やがて、オレの中に尚人が入ってくる。


　よく考えると不思議だよね。オレと尚人は男同士なのに、身体をつなげられるんだよ。身体の奥まで尚人が入ってきて、オレはそれを締しめつけるんだ。


　全部納めきると、尚人は本当に嬉しそうな顔をする。


「気持ちいい？」


　訊かなくても判るけど、オレもつい訊いてみた。


「うん。すごく気持ちいいよ。龍平が両手を広げてオレを迎むかえてくれるって感じがする」


「オレは尚人を抱きしめてる感じがする、かな」


　実際にオレは手を伸のばして、尚人を抱きしめてみた。


「もっと気持ちよくなろう」


　尚人はそう言うと、身体からだを動かしていく。それと同時に、オレの股間のものを刺激していくんだ。


「あっ…ぁ……っ」


　オレはもう喘ぎ声を抑おさえることができなかった。


　気持ちいいよ……。尚人。


　目を閉じて、思いっきりシーツを摑つかんだ。


　身体の中が次第に燃えるように熱くなってくる。


　やがて、オレは尚人の手の中で弾はじけてしまった。








「気持ちよかった？」


　尚人はオレの髪をいじりながら訊いてくる。


「うん……」


　オレは尚人にベッタリくっついて頷うなずいた。


　ここはバスタブの中。といっても、尚人専用のだ。ベッドルームに尚人用の小さなバスルームが付いてるんだよ。そこで汚よごれを落としてから、オレ達はのんびりとバスタブに浸つかってるってわけだ。


　尚人はオレの頰に繰り返しキスをする。それがまた愛情深い仕草で、オレはもう嬉しくてならないんだ。


　本当に何て幸せなんだろう。特別に尚人を意識する前から、尚人とベタベタしたくてたまらなかったオレとしては、尚人の恋人になってよかったなあって、つくづく思うんだ。


　いくらでもキスができて、いくらでも触れ合える。もちろん、人が見てないときに限るけどね。


「そういえば、オレ、ファーストキスは緒方に取られたんだ。悔くやしいよなあ」


　これからいくらでも尚人とキスができるんだと思っても、やっぱり悔しいよ。初めてのものは取り返せないし。


「心配ないよ。君のファーストキスはとっくの昔に僕ぼくがもらっていたんだから」


「えっ？　そんなの、オレには覚えがないけど？」


　尚人は意味ありげにフフフと笑った。


「中学のときだったよ。龍平が寝ねてる間に。ほら、ここに泊とまったことがあっただろう？」


　早い話が、オレが尚人との思い出として長く温めていたものは、尚人にしてみてもファーストキスの大事な思い出だったわけだ。


　でも、オレが寝てる間にちゃっかりと。尚人って、意外とそういうところもあったんだな。


「龍平は一いつ旦たん寝ると、熟じゆく睡すいするほうだからね。しょっちゅう、僕の前で無防備に寝るから、実は何度もさせてもらってたんだよ」


「……」


　何度もってさ。オレは全然覚えてないのに、何だかそれは不公平なような気がする。


　実際のファーストキスは尚人となんだけど、覚えてないんだったら、オレにとってはやっぱり緒方ってことになりそうだ。いやいや、あれはただの事故ってことで。


　オレのファーストキスは社長室でした尚人とのキスってことにしておこう。


「そんなにふくれないで。これからキスはいくらでもできるんだから」


　尚人は唇くちびるにキスをしてきた。


　思えば、尚人のキスが上う手まいのは、きっと熟睡中のオレで何度も練習してきたからだよね。だから、それもよしとしよう。


　何にしても、オレは尚人のことが好きだから、それでいいんだ。


　何度かキスを繰り返していると、身体に熱を帯びてくる。


「龍平……」


　尚人が少し甘あまえるような口調でオレを呼んで、抱だき寄せる。


「あっ……ちょっと……」


　ああ、何か硬いものがオレの身体に当たるんですけど。


　オレは苦笑しながら手を伸ばして、それに触れた。


「好きだよ、龍平」


　その言葉はオレの理性をなくさせる魔ま法ほうの呪じゆ文もんかもしれない。ただし、尚人限定の。


　尚人にすっぽりと抱きしめられ、心ここ地ちいい。でも、尚人は単に心地いいより、気持ちいいほうを追つい求きゆうしたいらしい。


　それもいいんだけどね。


　オレは尚人の首に手を回した。


「オレも好きだよ、オレのあしながおじさん」


「おじさんはやっぱり嫌いやだな。足長はいいとして」


　変なところに尚人はこだわった。


「じゃあ、尚人。大好きだよ」


　尚人は嬉うれしそうににっこりと微ほほ笑えんだ。これもオレ限定の魔法の呪文なのかな。そうでないと困るんだけど。


　そうして、オレと尚人は何度目かのキスを交わした。










ＥＮＤ　








後こう見けん人にんのふらちな野や望ぼう





水みず島しま　忍しのぶ
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